
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




七人の武器屋
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　木も綿めんのシーツの柔やわらかい感かん触しよくが、ほっぺたを通じて伝わってくる。


　ああ、寝るってホント、気持ちイイ。


　とくに、今日みたいに、別に聞きたくもない〝要ようはモテたい〟という、悪友ジャンの話を朝四時まで延えん々えん聞かされた後、よ──やく解放され、寝れた時の気持ちよさといったら……。


　あぁ、もう、なにもかもがどうでもいい……このまま百時間くらい眠り続けたい……サヨナラ、みなさんサヨウナラ……。





「なぁなぁマーガス。お前、結局、俺おれのチャームポイントってドコだと思う？」


　唐とう突とつに、真横から、声。


　おいおい、ウソ。今の、オレに喋しやべりかけてるのか……？　全然寝た気しないけど……もう朝？


　真横からオレを呼ぶ声は、間違いなく（要はモテたい）つるっパゲ、ジャンの声だ。


　そうか、そういえば、あいつも隣となりで寝てるんだったっけ……。そ、それにしても……。


「今、何時……？　お前……何時から起きてんの」


「六時。俺も、三秒前に起きたトコだ」


「お前な……。起きて三秒で、チャームポイントとか言ってんの!?　勘かん弁べんしてくれよ。しかも六時って、二時間しか寝てないし……オレ、寝るぞ」


「ばっか、寝てる場合か！　俺達十五歳さい、寝てる暇ひまなんてねんだよ！　十五はラブコメだ！」


　朝っぱらから、ハリキリ声で言うジャン。ああもう、なんなんだこのテンション。


「睡すい眠みんも、青春だよ、ジャン。……オヤスミ」


　オレは顔をマクラに沈しずめ、会話を強制終了した。


　が、最近のジャンは、妙みようにしつこい。バッ！　とオレの布団ふとんをはぎとり、


「だから寝るなって！　寝てる間にも、何億という恋のチャンスが消えてゆくんだぞ!?」


　意味不明の雄お叫たけびをあげるジャン。


　あぁ～～も～～、


「うるっさいなぁっ、何億もチャンスあるわけないだろ！　いいから寝ようぜ！　そうでなくても、今日は、イッコも泊とまって──ウッ!?」


　そこまで言った時だった。ずんずんずん、朝六時から廊ろう下かに響ひびく、行ぎよう儀ぎの悪い、雑な足音！


　あーあ、いわんこっちゃない……。


　来ちゃったよ、あの女ひとが。


「男子！　いつまで寝てんの！　開けるよ！」


　バァン！　いいとも悪いとも答えてないのに、蹴け破やぶられるように、男子部屋のドアが開かれる！


　そしてドアの前には、仁に王おう立だちになってる、長い黒くろ髪かみをなびかせた女子が一人。そしてその女子は、おもむろに両手に持ったハンティング・ナイフを、頭の上でやかましく戦わせ始めた。


　ガキィン、ジャキィン！　轟とどろく金きん属ぞく音おん！


「うぎゃああ……あ、頭が割れる……」


　こ、この音、どうしても命の危き機きを感じちゃって、オチオチ寝てられないっていうか……最強の目覚ましなんだよな。せめてフライパンとかでやってくれたら、ちょっとは可愛かわいいんだけど……。


「わ、わかったイッコ、起きるから！　だから、いったんソレやめて？　な？」


「オーケ、起きたならそれでいいわ。五分後に朝会議やるから、ちゃんと来てよ？」


　バタン、言うや否いなや、男子部屋から去っていくイッコ。くっそー。


「だから寝とこうって言ったのに……イッコがいる日は、朝、やたら早くなるんだからさぁ」


　オレは、ジャンを恨うらめしそうに見つつ言う。


　が、ジャンは。


「今日はなんか、白はく馬ばに乗ったお姫ひめ様さまに出会えそうな……そんな予感がするぜ！」


　と、オレの話をまったく聞いていない。クソッ。


　うーむぅ。ジャンはついこないだ、両想い（だったと思い込んでた）女子にフラれて。しばらくは、そのショックで大人おとなしくなってたんだけど……最近、よりアホになって復活しつつあるなぁ。


　このラブコメ狂ぐるいが、今日、これから巻き起こる騒そう動どうを大きく動かすことになるなんて……この時のオレには、当然、予想できなかったんだ。





　　　　※




　フランの街まちの、秋の早朝は、空気が澄すんでて気持ちがいいけど、そのぶん、けっこう肌はだ寒ざむい。


　オレとジャンは、順番に顔を洗い、命令されたままに、仕方なくイッコのもと──男子部屋の続きに存在する、休きゆう憩けい室しつ、兼けん、会議室に向かった。


「来た。アンタら、いま何時だと思ってんの!?」


　到とう着ちやくしたオレ達を見るなり、丸まる椅い子すに腰こし掛かけたイッコが、咎とがめるように言った。


「えーと、朝の六時五分。って、十じゆう分ぶん、早くない？」


　正しよう直じき、イッコの早起き病にはつき合いきれん。


「遅おそい遅い！　ほれ、ケンジなんか、泊とまりじゃないのに、この時間には店に来てるんだよ！」


　イッコが得意げに、自分の隣の丸椅子に座すわる、スネた目つきのチビ、ケンジを親指で指さした。


「別に、フツーっスよ。十歳すぎたら、自己管理くらいできて当然っしょ」


　指されたケンジ、すまし顔で、淡たん々たんと答える。朝っぱらからカワイクないなー、コイツ。





　さてと。これでとりあえず、七人いるウチのスタッフのうち、四人が揃そろったワケだ。


　つるつる頭のおバカ・ジャン、黒髪の情じよう熱ねつ女おんな・イッコ、最年少の偉えらそう少年・ケンジ。


　あとは、この連中にいつも振り回されている、オレ（庶しよ民みん的てきな顔立ちらしい）・マーガスか。


　この、年ねん齢れいも性格もバラバラのオレ達四人組、どういうつながりで、朝の六時から（しかも三人は泊まり込み）集合して、ぺちゃくちゃ喋くっているのか？　不ふ思し議ぎに思うだろうか。


　どういうつながりなのか、答えは簡かん単たん。


　オレ達は二ヶ月前、一軒けんのある店を新しん装そう開店させてから、ずっと一いつ緒しよに戦ってきた──ちょっとカッコよく言うなら、戦せん友ゆう、みたいな関係なんだ。フラン二番街かい道どうに堂どう々どうと（というか、こぢんまりと？）佇たたずむ、木造一階建だての武器屋。それが、オレ達の店、その名も『エクス・ガリバー』！


　いまいる四人に、あと三人足した、計七人で、毎日、ケンカしたりしながらも、なんとか店を経営してる。


　この七人のスタッフに共通してるのは、全員が十八歳以下の若わか造ぞう（最年長が十七歳！）で、おまけに武器屋経営の経験と知識がないこと。


　まさに素人しろうとの子供の寄せ集めだったんで、最初はメチャクチャだったよなぁ。……今も、他ほかの店から見たら、メチャクチャかもしれないけど……。





　で、この武器屋って職業。七人で、一つの目標に向かって徹てつ夜や作業したりとか、当番のヤツが作った夕食をみんなで囲かこんだりとか、そういうところは楽しいんだけど。


　武器っていうのは基本的に重いから、しょっちゅう筋きん肉にく痛つうになるし。かと思えば、目がショボショボするまで、こまごました売り上げ伝でん票ぴようの整せい理りなんかやらされる時もあるし……けっこうシンドイ部分もある。


　あと、感じの悪い客とか、怖こわい客とか、そういう厄やつ介かいな客が来た日は、その日、それまでどんなに楽しい出来事があったとしても、その後ずっと、ものすっごい暗い気分になる……。


　事件は、そういう厄介な客がエクス・ガリバーにやって来たところから始まった。





　　　　※




　その客が来たのは、もうお昼をだいぶ過すぎた、午後三時前だった。店内には、数人のお客。


　ギギィ……。ちょっとレトロな、エクス・ガリバーの木もく製せいドアが軋きしむ音。


「らっしゃいませ～♪」


　店内にいた、オレ、ジャン、イッコは素す早ばやく反応。三人で武器の並べ替かえの話をしてたんだけど、中断し、入り口へ向かって愛あい想そを振りまいた。


「おっ」


　店内に入ってきた客の姿を見て、オレとジャンは、思わず顔を見合わせた。


（お～お？　美人だ……）


　年齢は、二十三、四……いや、大人っぽく見えるけど、もっと若いのかもしれない、女の人。


　短く切りそろえられた銀色の髪に、同じく銀色のフレームでできた、知的なメガネ。ぞっとするくらい綺き麗れいな白い肌。服装もビシッとしてて、深い紫むらさきのスーツとスカート、そして赤いネクタイで全身をコーディネートしてる。


　仕事中で、その途と中ちゆう、たまたまウチの店によったって感じだな。


「おい」


　店内に、よく通る、凜りんとした声がこだました。


「聞こえないのか少年。貴き様さまを呼よんでいるんだ」


「……へ？」


　オレを指差し、美人は男っぽい口く調ちようでそう言った。むぅ、美人だけど……初対面で貴様呼ばわり？


　オレは、ちょっと顔を引きつらせつつも、なんとかスマイルを作り、美人に近づいた。


　フッ、こちとら客商売、お客様は神様だ。なにを言われても、ニコッと笑って耐たえなくっちゃな。


「お待たせしました！　お呼びでしょうか？」


　と、とびきり陽よう気きに接客してみる。しかし。


「お呼びでしょうか、だと？　今、貴様を呼んでる、とハッキリ口に出して言ったばかりだろう。二度も言わせないでくれ、不ふ愉ゆ快かいだ」


　銀色メガネをクイッ、と中指で押し上げた美人に、ゴミのように切り捨すてられてしまった。


　……やりにくいなぁ、この人……。


　気がつくと、ジャン、イッコ、そして店内にいた数人のお客さんも、オレの周まわりから離はなれ、距きよ離りを取り始めていた。しまった、逃にげ遅おくれた。厄介な客に、捕つかまっちゃったぞ……！


「も、申し訳わけございません……」


　オレは、嫌いや々いやだけど、仕方なく頭を下げた。


「過ぎたことは仕方がない。不愉快になった私の時間は、もう取り戻もどすことはできないのだから」


「くっ……は、はい。仰おつしやるとおりです」


「で、聞きたいことがあるんだが」


　ゴトッ。美人は、商品台に置かれていた、聖堂騎士団テンプルナイツ用の上級剣を手に取った。


「上級剣ですね。なんでしょう？」


「この剣、不ふ良りよう品ひんではないのか？」


「は……？　不良品、ですか？」


　そうだ、見ろ。と美人は、上級剣の、グリップ（つまり、戦せん闘とう時じ握にぎる部分）を指差した。


　黒の竜りゆう皮ひで丁てい寧ねいに作られた、上質なグリップ。


　うん、さすが上級剣って感じで……別に、どこもおかしくはないけど？


「おいおい、まさかこの重大で致ち命めい的てきな損そん傷しように、気づかないと言うんじゃないだろうな!?」


　むむむ……。んん……ん？　ふと、気づく。


「これ……グリップが、少しめくれてますね」


　そう、グリップ部分には、黒の竜皮がぐるぐる巻きになってるんだけど、一番下の終わりの部分が、ちろっ、とほんの少し、めくれて浮いていた。


「だろう？　さあ、どう落とし前をつけるんだ、この、重大で致命的な損傷に！」


　美人が、勝かち誇ほこったように言う。


「ち、致命的って。ほんの少しじゃないですか」


　オレは、思わず抗こう議ぎする。


　だって、顔を近づけないと見つけられない規き模ぼの損傷だぞ？


　しかし、オレの中ちゆう途と半はん端ぱな抗議は、美人の怒いかりスイッチを刺し激げきしてしまったらしい。


「ほんの少し、だと？　このめくれが原因で、ドラゴンとの戦闘中手元が狂くるい、喰くわれたらどうする!?　貴様が責任を取るのか。取れるのか!?　私の家族に、謝あやまりに行くのはお前なんだぞ！」


「あ、いや、その……家族まで……」


　あまりの迫はく力りよくに、何も言えなくなるオレ。


　勢いきおいづいた美人は、オレをさらに攻せめる。


「価か格かくは八万ドルクか……。いいだろう。私がこれを、四万ドルクで買ってやろう」


「は、はぁ、ありがとうござ──って、えぇ!?」


　安っ！　なにがいいだろう、なんだ!?


「おいおい、命を預あずけられない武器を買ってやろうというのだぞ、私は。半額売りくらい、当然だ」
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　真ま顔がおでそう言いきる、美人。そ、そう言われると、そんな気もしてきた……いや、でも……ん？





　あれ？　そ、そうだ、思い出した。


「お、お客様。聖堂騎士団テンプルナイツ用の上級剣でしたら、他に在ざい庫こがございますので、そちらをお持ちします！」


　そう、上級剣は量りよう販はん剣なんだから、まだまだ在庫があるんだ。ふう、危なかった。かと思いきや。


「それは飲めん条件だ。私が欲ほしいのは〝この〟上級剣。他のは、別に欲しくない」


「え、えぇぇ!?　どれも一いつ緒しよですよっ！」


「それを判断するのは貴様ではなく私だ。さあ、この不良剣を、四万ドルクで売りたまえ」


　すいっ、と有う無むを言わせぬ迫力で迫せまる美人。


　くっ、こういう時こそ、しっかり者ケンジの出番なのに……。近くにできた防具屋を見てくるとか言って、フラフラ出てったきり帰ってこない！


「いいよ、マーガス。そのお値段でお売りしな」


　追い詰つめられたオレの後ろから、声。イッコだ。


　いいの!?　とオレがイッコを見ると、


（下へ手たに刺し激げきして店内でわめかれるよりマシ。さ、この変へん人じんを、さっさと店から追い出しましょう）


　と、小声で耳打ちしてきた。そして、チョキン、とついていた値ね札ふだを切り離し、本当に美人に上級剣を渡してしまう。


　相変わらず、なんでも即そつ決けつだ……大だい丈じよう夫ぶか？


「では、これがお代だ」


　美人は、満足げに四万ドルクを差し出す。


　まぁ、仕方ないよな……。オレは四万ドルクを受け取り、頷うなずくと、イッコと声を合わせ、


「ありがとうございます、またお越こしくださいませ♪」


　と、深々と頭を下げた。まぁ確かに、これで帰ってくれるなら、半額売りも安いもんだ。


　しかし。美人は、上級剣を受け取るや否や、


「おいおい、誰だれが帰ると言った？　先に一本会計しただけだ。今日は、閉店までのんびりするぞ」


　と、真顔で言うのだった。えぇぇぇ……。


　へなへな、と全身の力が抜けるのを実感する、オレとイッコ。……帰ってくれ。


「……なにやってんスか」


　次の瞬間、呆あきれ声ごえが、入り口から聞こえてきた。





　　　　※




「お、おぉ！　ケンジ！」


　入り口にいたのは、防具屋偵てい察さつに行ってたケンジ。やっと帰ってきたか！　そして。


「おはようごさいまぁす☆」


「ミニィちゃん！」


　とたとた、とケンジに続いて店内に入って、店内の男全員に甘えるような声で挨あい拶さつする、金きん髪ぱつの少女。学生服姿の彼女こそ、エクス・ガリバーの看かん板ばん娘むすめ、ミニィちゃんだ！


「ミ、ミニィちゃんが来たゾ……」


　ざわ、さっそく店内にいた数人のお客が騒さわぎ出した。あの人達、ミニィちゃん待ちだったのか。


　さらに。


「帰り道、偶ぐう然ぜん、ケンジ達と、一緒になった」


　ミニィちゃんの後ろからぬっ、と現れる人影。


「おお、ドノヴァンも!?」


　二メートル近い長身に、モジャモジャの天然パーマと、糸みたいな優やさしい目を持った男、ドノヴァン。いざという時は、その腕わん力りよくで危き機きを打だ破はしてくれる、頼たよれる男！　問とん屋やから帰ってきたんだ！


　今日はノンが休みだから、今日来れる六人は、これで全員集合だ！　六人揃そろえば、この厄やつ介かい美人もなんとか撃げき退たいできそうな気がする。


　さっそくケンジが、買ってきた紙袋を床ゆかに置き、カウンターに近づいてきた。


「なに二人でダラけてんスか」


「バカ、ダラけじゃなく、脱だつ力りよくさせられてんの！」


「ワケのわからんことを……ん？」


　ケンジが、ふとオレ達の正面にいる、銀髪美人に目を止めた。じっくり観かん察さつするように、上から下まで眺ながめる。一瞬、間があって。そして。


「な、な、どういうことスか!?　なんでこの人と平和に語らってるんですか、アンタら!?」


　と、いきなり大おお慌あわてでオレに詰つめ寄ってくる。


「…………」


　この人、と言われた美人は、ぞっとするような無表情のまま、オレ達の話に聞き入っている。


「な、なんだよイキナリ……」


「分かってんスか!?　この人は、『ジャスティス』から送られた、刺し客かくっスよ！」


「……ジャスティス？　何だっけ、ソレ」


「アタシが知るわけないじゃん」


　首をひねるオレ達。するとケンジ、半泣きで、


「なんでだよ!?　オレがさっき偵察に行ってきた、新しい防具屋っスよ！　危険だから偵察してくるって、オレ、何回も言いましたよね!?」


「そ、そうだっけ？　そんな怒おこんないでよ」


　半泣きケンジの剣けん幕まくに、少したじろぐイッコ。


「て、ていうか危険って、武器屋と防具屋、どうつながりがあるんだよ。ぜんぜん接せつ点てんないじゃん」


　ケンジの怒いかりを緩かん和わすべく、オレはちょっと違う話題を出す。するとケンジは地じ団だん太だを踏ふんで、


「あぁ～もう、なんでそう、考えが単純なんスか？　この不ふ況きよう下か、教科書通りに武器も防具も揃えられる人なんて、ほとんどいないんスよ!?


　結局、武器を買うか防具を買うかで、客は頭を悩なやまし……オレ達側からすれば、その悩んでる客を取り合うことになる。


　接点ないどころか、食うか食われるか、因いん縁ねんのライバルなんスよ、武器屋と防具屋は！」


「へぇ────！」


　そ、そんな血なまぐさい関係にあったなんて……。


「中でも、ジャスティスは〝武器屋潰つぶしの防具屋〟として有名で。客として店に入り、いろいろ無む理り難なん題だいを言って、スタッフを精神的に追い込むのが常じよう套とう手段なんス。だから、偵察に行ったのに……」


　イジけた声で言うケンジ。


　た、確かに、クレームを言って精神的に追い込むってのは、オレ達、やられてるもんな。


「でも、この人が刺客だって証しよう拠こあんの？」


　イッコが黙だまったままの美人を指差し、言う。


「紫むらさきは、ジャスティスのホーム・カラー。それに」


　ケンジは、情なさけ無さそうに、美人の胸ポケットの上を指さした。ん？　何か、刺し繡しゆうがしてある。


　──Ｊｕｓｔｉｃｅ────ジャスティス。


「お、思いっきり書いてあるじゃないか!?」


　いまさらながら、驚きよう愕がくするオレとイッコ。


　すると。


「くっくっくっく……」


　さすがに黙だまっていられなくなったのか、銀髪美人の押し殺すような笑い声が、真横から響ひびいた。


「本人を目の前にして、長々作戦会議とは────噂うわさ以上にノンキな連中だな、エクス・ガリバー！」


「な!?　じゃあ、アンタやっぱり!?」


「フッ……素す性じようが知れた以上、仕方ない」


　スッ。美人は懐ふところに手を入れ、何かを取り出す。


「初めまして」


「……んん？」


　美人が取り出したのは、長方形の小さな紙、名めい刺しだった。受け取ったオレ、読んでみる。
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　すげぇ、一人三役もやってるのか……。


　名刺を読み終わり、何となく顔をあげ、メノリさんに合わせる。すると。


「メノリ・アルバートだ、よろしく。エクス・ガリバーの噂を、この辺あたりじゃ良くも悪くもしょっちゅう耳にするんでね。来てしまったよ」


「は、はぁ。でも、まだまだ宣せん伝でんして、もっと有名にしていくつもりで……」


「ハハハ。それは、無理だよ。ハッハッハ！」


　ちょっと怖こわい勢いきおいで、唐とう突とつに笑うメノリさん。


「は、はは。む、無理ですかね？」


「ハッハッハ。無理。なぜなら────この店は、いまから、私に潰されるのだからね」


　ニッ、口元を妖あやしげに歪ゆがめ、メノリさんが言う。


　ざざっ！　その一言に、思わずオレ達はメノリさんから飛とび退のいた。


　凄すさまじい、殺さつ気きのようなものが、メノリさんから放出され始める。


「と、とうとう本ほん性しようを現したわね、この冷血女！」


　オレと同時に飛び退いていたイッコが、叫さけんだ。


「そっちがその気なら、こっちも手段を選ばずいくわよ！　ミニィ、やってオシマイ！」


「ハーイ、イッコセンパイ☆」


　呼ばれたミニィちゃん。トコトコ、正面のメノリさんに向かって歩き出し──通り過ぎ──そして壁かべ側に固まりこの騒動を見守っていた、三人の男性客（ミニィちゃん待ち）の元へ向かった。


「ミ、ミニィちゃん！　どうかしたの!?」


　大好きなミニィちゃんにいきなり接近されて、ちょっと緊きん張ちようし始める、ミニィファン１～３号。


「グスッ、グス。あのね、えっとね……ふぇぇん」


　開口一番、いきなり泣き出すミニィちゃん。


　明らかに不自然。しかし三人のファンは騒そう然ぜん！


「な、泣いてるの、ミニィちゃん!?」


　コクッ、と頷うなずくミニィちゃん。


「だ、誰かに泣かされたのかい？」


　コクッ、と再び頷くミニィちゃん。


「誰に!?」


　スッ──。その問いに、無言で、メノリさんを指差すミニィちゃん。……オイオイ。


「ゆ、許ゆるさんぞ、ミニィ姫ひめを泣かせるとは！　おい、お前、どういうつもりなんだ!!」


　ドドド……ミニィちゃんの操あやつり人形と化した三人が、メノリさんの元へ殺さつ到とう！　うーむ、お見事。身内ながら恐るべし、看板娘のミニィ！


　しかし、恐るべき人物は、一人だけではなかった。


　パンパン！　唐突に、メノリさんが二回手を叩たたいた。その次の瞬間、ギギィ！　エクスの入り口のドアが悲鳴のような音をたて、開け放はなたれる！


「な!?　何よ、アンタら!?」


　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ……。


　突然入り口から、恐ろしく機械的な足並なみで侵しん入にゆうしてくる男が、一……二……三人。そのままスムーズに、メノリさんの周まわりを取り囲む形で布ふ陣じんする。


　全員、紫のサングラスに、紫のネクタイ、紫のスーツを着用していて、角かく刈がりで、体もゴツイ。まさに、屈くつ強きような男、としか言いようがない連中だ。


「私も、兵隊なら三人程持っていてね。まあ、そちらに比べれば、ずいぶん頼たよりないが……フフッ」


　勝かち誇ほこったように笑う、メノリさん。


「う、うぅ。みなさん、負けないでください！」


　ミニィちゃんが、悔くやしそうに自分の兵隊に命令。


「あ……うん……でも……」


　しかし三人のミニィファンは、いきなり現れた危険な連中を前に、いきなり消しよう極きよく的てきになっている。


「ハッハッハ。貴様の命令にはもう従したがえないらしいぞ、その連中。なら、私が命令してやろう」


　何な故ぜか、メノリさんがミニィファンに、命令。


「即そつ刻こく、この店より立ち去れ。──歯を全部折られて、食事に不自由したりしたくないならな」


「はっ。即刻立ち去ります」


「ウソッ!?」


　即答した元・ミニィファン三人。そのままミニィちゃんと目を合わせず、三人は店から脱だつ走そうした。


「そ、そんなぁ。むぅ～～う」


　悔しそうに呻うめくミニィちゃん。しかし。


　次の瞬間には、怒いかりをパワーに変えるように、紫スーツの連中へズンズンと接近を始め、


「ぐすっ、ぐすっ。ねぇ、なんで……ミニィ達にイジワルするんですかぁ？　ぐすっ……ミニィ達のこと、嫌きらいなんですか？　ふぇぇぇん」


　と、膝ひざから崩くずれ落ち、目をグーでこすりながら泣き始めた。素す晴ばらしい変わり身の早さだ！


「んなっ……!?」


　いきなり泣かれ、紫スーツ達の間に動どう揺ようが走る。


「ふぇぇぇん」


　こんな幼おさなく可愛い女の子を泣かしてるんだ。理り屈くつで分かってても、本能が焦あせり始めるハズ！


「まあ、最低ね、あの連中。女の子泣かしてるよ」


　わざと大声で言い、イッコがミニィちゃんを支援！　意外にいいコンビなんだよなぁ、この二人。


「フッフ」


　しかし、やはりメノリさんは、まったく動じることなく、乾かわいた笑い声をこぼした。


「なるほど大したものだ。だが、残念だったな、この連中の忠ちゆう誠せい心しん、甘く見ない方がいい」


　バッ！　そう言うとメノリさんは、右手をあげ、


「全員注目!!」


　と、紫スーツの面々を一いつ喝かつした。そして、そのまま右手でミニィちゃんを指さし、


「泣きじゃくるこの子供と、私。どっちが大事だ!?　この子供と私、どっちが魅み力りよく的てきだ！」


　ニコリともせず、真顔でそう叫ぶメノリさん。


　シーン、一瞬静まり返る、エクス店内。


　ミニィちゃんも、思わずウソ泣きをやめて、顔をあげる。そして。


「メ、メノリ店長のほうが、魅力的です……」


　あと少しで撃げき沈ちんしそうだった、ミニィちゃん正面の紫スーツが、ボソッ、絞しぼり出だすように言った。
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「ウ、ウソ!?　や、やだもん！　オジサン達は、ミニィの味方だよね？」


　すがるように、他の紫スーツに叫ぶミニィちゃん。これだけで、並の人間ならグッとくるはず！


　しかし、メノリさんの言うとおり、連中のメノリさんに対する忠誠心はハンパじゃなかった！


「メ、メノリ店長のほうが魅力的だと、私も思う」


　ミニィちゃんの誘ゆう惑わくに耐たえ、紫スーツが言う。


「聞こえないぞ！　どっちが魅力的なんだ!?」


「ミ、ミニィですよね!?」


「メ……ノ……リ」「メノリ」「メノリ！」「メノリ!!」「メノリ!!」「メノリ!!」「メノリ!!」


　突然、狂くるったように巻き起こる、野太い男達のメノリコール！　怒ど号ごうのようなその喚かん声せいに、オレ達は絶ぜつ句くしたまま身動きが取れない！


「うわぁぁぁあん！」


「あ!?　ミニィちゃん!?」


　いきなり店外へ全速力で駆かけ出すミニィちゃん。


「自分が可愛さ勝負で負けたという事実を、認みとめられなかったんスね……」


　ケンジが、しみじみと分ぶん析せきした。


「バカ、なにを落ち着いてんのよ！　あの様子じゃ、ミニィ、何するかわかんないよ、追いかけて！」


「り、了解」


　ダッ。イッコに言われ、ケンジも店を飛び出す。


「にしても、まさかミニィが負けるなんて……！」


　忌いま々いましげに舌した打うちする、イッコ。


　確かに、ある意味ミニィちゃんはウチの切り札みたいなもの。それが破られた、となると……。


「さあ、まず一人。次は、誰だれを潰つぶそうか？」


「次はボクだ……叩たたきのめしてやる」


　ゆらり、オレの前を、二メートル近い巨体が横切った。





　　　　※




「ドノヴァン!?」


　意外な人物の立りつ候こう補ほに、むしろ、オレ達スタッフのほうが驚おどろいてしまった。


　ドノヴァンは、争いごとは嫌いで、こういう場面じゃ大人おとなしいハズなんだけど……。


「ミニィを泣かせた……許さない」


　メノリさんに近寄り、見下ろしながら言う。


　ああ、そういうこと。そういえばドノヴァンには、ミニィが好き疑ぎ惑わくがかかってるんだった……。


「ほう。君が〝アムレス払ばらい〟のドノヴァン君か？」


「そうだ」


　ウチにはいくつか特とく殊しゆな支払方法があって。ドノヴァンに腕うで相撲ずもうで勝てば、売り物が百分の一の値段で買える〝アムレス払い〟もその一つ。


「面おも白しろい」


　パチンッ！　指を鳴らすメノリさん。


　紫スーツの男達、即そく座ざに反応。ドノヴァンと腕相撲をやるのかと思いきや、それぞれ店内に散らばり、一人二～三本、売り物の武器を摑つかみ始はじめる。そして男達がガチャガチャガチャ、と会計カウンターに武器を山積みにした後で、メノリさんは、


「これを全部、アムレス払いでいただこうか」


　と平然と言った。おいおい、十本以上はあるぞ？


「……五十万ドルクは軽く越こすけど」


「腕相撲で勝てば、五○○○ドルクだろう」


「……。いいだろう」


　少し動揺交まじりに答えるドノヴァン。うーん。


　ドノヴァンは、トッププロのドラゴンキラーに勝つくらいの、ケタ違いの腕わん力りよくの持ち主。未いまだ負けナシ、だから百分の一なんて値段にする条件で勝負してる。


　力勝負で、メノリさんが勝てる確かく率りつは、ほとんど皆かい無むなんだけど……どうも、不ふ吉きつな予感がする。


「悪いが、持っていてくれ」


「へ、へぇ？」


　メノリさんは、紫のスーツを脱ぬぎ、店の隅すみで騒そう動どうに巻き込まれないよう、気け配はいを殺していたジャンに投げつけた。


　白いシャツを腕まくりして、臨りん戦せん態たい勢せいに入る。


「さぁ、いいぞ。アムレス払い、開始だ」


「……言っておくけど、手て加か減げん、しないよ」


　トン、とドノヴァンとメノリさん、商品台に肘ひじを載のせる。ドノヴァンも、なにか不吉な予感がするんだろう、表情が硬かたい。


　開始の合図は、紫スーツがやることになった。


「時に、ドノヴァン君。キミ、この指ゆび輪わの価か値ちを知っているか？」


「？　知らない、けど……」


　唐とう突とつにメノリさんは、ドノヴァンと組み合あわせた手の薬指にはめられた、赤い宝石つきのリングの話を始めた。


「この指輪についてる宝石は、魔ま王おうの瞳ひとみといって、かつて魔王を倒した男が北の大地に持ち帰ったという、伝説の宝石なんだ。世界に一いつ対つい、二つしか存在しないから、その価値は、天てん文もん学がく的」


「…………」


　ドノヴァンは、黙だまって話に聞き入っている。


「君は、さっき手加減しないと言っていたが……当然、この指輪が破は損そんした場合などは、全責任を、君が負おってくれるんだろうね？」


「えっっ？」


　頭が真っ白になった、といった感じの声をドノヴァンがあげる。そして、次の瞬間。


「レディ、ゴー！」


「ふんっ!!」


「え──ウッ!?」


　ドゴォ！　わけのわからないうちに、商品台に叩きつけられたのは、ドノヴァンの右手の甲こう！


「ドノヴァン!?」


「痛っ……」


　甲を打ちつけ、顔を歪ゆがませるドノヴァン。


「フ。私の勝ちだな、ドノヴァン君」


「なっ……」


　スッ、と立ち上がると、メノリさんはまっすぐイッコの元へ向かう。


「計算が面めん倒どうだ。五、六十万くらいだろ？　百万ドルク分として、一万ドルク置いていく。かなり多いとは思うが、釣つりはいらないぞ。ほれ」


　一万ドルクを、無む造ぞう作さに差し出すメノリさん。


　そして、紫スーツの男達は、イッコの手に一万ドルクが握にぎられるのを確認するや否いなや、それぞれ持ち寄った武器を手に持ち、店外へ出て行った。


　くっ、やり方はともかく、アムレス払いで負けたら文句ナシで百分の一っていうのは鉄の掟おきて。あの連中を止めることはできない。


　あれだけの本数の武器を、百分の一で買われて……一体どれだけ赤字が出るんだ……？


「フ。初日から少しいたぶりすぎたか？」


　一人、店内に残っていたメノリさんが、満足げに呟つぶやいた。くっ、もう言い返す気力が残ってない。


「よし、今日はこのへんにして、帰るとしよう」


「今日は、ってことは……明日も来るんですか？」


　かろうじて、オレはそう聞いた。


「当然。熱心な客として、毎日、買い物に来るつもりだ。ん？　ああ、ありがとう」


　無言でジャンが、喋しやべっていたメノリさんに、上着を着せてあげるジェスチャーを示した。メノリさんはそれに応おうじ、ジャンに上着を着せてもらう。


「では、ごきげんよう、エクス・ガリバーの諸君」


　くるっ、と踵きびすを返し、メノリさんは颯さつ爽そうと、ようやくエクス・ガリバーから去っていった……。





　　　　※




「うかうかしてるとマジで潰つぶされるわね……」


　メノリさんが帰ってから、三時間後。午後七時。


　閉店した店を、とりあえずほったらかしにして、オレ、ジャン、イッコ、ケンジ、ドノヴァンは、従じゆう業ぎよう員いん部屋で緊きん急きゆう会議を開いていた（ちなみにケンジはミニィちゃんを見失ったとかで、一人帰き還かん）。


「みんな、ゴメン……オレ、明日から煙えん突とつ掃そう除じの仕事増ふやして、赤字分は稼かせいでくるから」


　一番責任を感じてるドノヴァンが、重い雰ふん囲い気きをかもしだしながら、言う。


　結局百分の一で買われたことによる赤字額は、四三万七千ドルク。分かりやすく言えば、オレの四年間の食費並なみ。……デカいよなぁ。


「ドノヴァンのせいじゃない。あんな指輪つけられたんじゃ、勝負なんてできないよな。フゥ」


「一日で、こんなに被害でるとはねぇ……ハァ」


　イッコが、憂ゆう鬱うつそうにため息をつく。


　そう、実際、メノリさんが来て一時間で、合計四三万七千ドルクの金銭被害と、スタッフが一人、失しつ踪そうさせられてるんだ。こんなペースで攻せめられたら、ホントにエクスは潰れてしまう……。


「明日も、来るんだよなぁ……フゥ」


　あぁ……。延えん々えん、ため息のキャッチボールが続けられる。なんかもう、ドッと疲れたなぁ。


「おいおい、ハァだのフゥだの、情なさけねぇぞ？」


　いきなり。床ゆかにあぐらをかいたままの、ジャンの声が、響ひびき渡った。なんか、ジャンの声聞いたの、久しぶりな気がするな。


「だって、ヤバイだろ。あんな人に狙ねらわれてさ」


「ケッ、情けねぇ。このレベルのピンチなんざ、何回もくぐりぬけてきただろーが、俺達は」


「そ、そうだけど……」


　ふむ。まあ、言われてみれば、確かに。もっと絶体絶命の時も、何回かあったし。


「ドノヴァンも、一回や二回腕うで相撲ずもう負けたくらいでヘコんでんじゃねーぞ。その何倍、エクスに貢こう献けんしてると思ってんだ、お前」


「……ジャン」


　ドノヴァンは、少し驚おどろいたような表情を浮かべ、そしてコクコク、と二、三度ゆっくり頷うなずいた。


　な、なんだろう、ジャンの顔がやけに男前に見える。ジャンのヤツ、なんであんなに余よ裕ゆうなんだ？


「……妙みようね」


　が。ふとイッコが、疑うような口ぶりで言った。


「へ？　な、なにがだよ」


「アンタのその余裕……なんか隠かくしてるでしょ？　そして、アンタは、自分がヒーローになるためのベストのタイミングを計はかってる……違う？」


　ジロッ、とイッコがジャンを見つめる。


「バ、バカ、そんなやらしいこと考えねぇよ、俺は！　いま出そうと思ってたトコ！　ほら、これ見ろ」


　そう言うとジャンは、ズボンのポケットから、見み慣なれない、小さな黒い手て帳ちようを取り出した。


「なんだよ、それ……？　ジャンの手帳？」


「さあ、なんでしょう？　ヒントは、メノリさん」


「えっ!?」


　なんだそりゃ!?　ヒントっていうか、それ答えだろ!?　ジャンの自じ慢まんげな表情から見ても、間ま違ちがいない。これは、メノリさんの手帳なんだ！


「どど、どうやって!?」


「そっか、上着、預あずかった時ね!?」


　嬉うれしそうに言うイッコ！


　そして、ジャンがもっと嬉しそうに語る。


「そのとーり！　あの女の危険性をいち早く察さつ知ちした俺は、いかにも上着が投げられそうなポイントを予測し、じっと待ち構かまえてたってワケよ」


「エ、エライ！　いち早く察知したってのは、口からでまかせだろうけど、それでも、お手て柄がらよ！」


　パチィ、パチン！　元気を取り戻もどしたオレ達は、ジャンのつるつる頭を勢いきおいよく叩たたき、褒ほめ称たたえた。


「痛いてぇ!?　も、もっと普通に褒めてくれよ！」


　ボヤくジャン。そんなことより、この手帳だ。


「エクス潰つぶしを中断させる、切り札になるような、ビッグスクープが載のってるかもしれないな」


「ジャン、中は読んだの!?」


「ん、いや、まだ。おっしゃ、読んでみるか？」


「もちろん！」


　オレ達、即そく答とう。プライバシーがどうのなんて、綺き麗れい事ごとは言ってられるか！　ジャンは手帳を開き、ピラッ、ピラッ、手て際ぎわよくページをめくり始めた。


「どうだ!?　なんか書いてある？」


「ん──ちょい待ち。特に……変な記き述じゆつはねーかな。会議とか食事とか、普通のスケジュールばっかで」


　手帳から目を離さず答えるジャン。やっぱり、そんなに都つ合ごうよくはいかないのか……？


「……ん？　ん？　なんだこれ？」


　そう思った矢先。ジャンが、変な声を出した。


「なに？　なんか見つかったんか!?」


「これ……見てみろよ」


　ジャンが、手帳の一ページを見せてくる。


「おぉ!?　文章、ビッチリ!?　真っ黒じゃん」


　そう、開かれたページは、明らかに手帳に書くべきではない量の、文章で埋うめられていた。


「これ、ひょっとして小説か？　しかも、どうも女の子が主人公の話っぽい。イッコ、朗ろう読どくする？」


「お、別にいいわよ？　やったろうじゃん」


　手帳を手に取り。咳せき払ばらいをひとつして。イッコが、いつもの、よく通る声で朗読を開始した。












《ハァ、ハァ、遅おくれてゴメン、メノリ！》


　マリーゴールドが香かおる、花時計の前で。


　今朝、早起きして作った、サンドイッチのバスケットを抱かかえ待っていると。


　息をはずませながら、やっと彼が現れたの♪


《もーう、遅いゾ！》


　私は彼の鼻はなの頭を、人差し指で、つん、とつつく。すると彼は、ホントに困こまった顔になって、


《ゴ、ゴメン、メノリ。なんか、なかなかどの服を着ていくか、決まらなくてさ……》


　なんて、しょんぼりした声で言うの。


　ふふ、カーワイイ☆


《モー、そんなの、どれだって気にしないよぅ》


《で、でも、好きな女の子……メノリとのデートなんだから、ちょっとでもカッコよく見せたいよ》


　ポリポリ、と恥はずかしそうに頭をかきながら、彼が言う。もーぅ、こんな言い方されたら、女の子は怒おこれないよね！


《ありがとう。でも、次は服装なんかより、遅ち刻こくしないで来てよね。一分一秒でも長くいっしょにいたいじゃない？》


《メノリ……》












「な、な、なんなのよこの三流ラブコメはああ!?　こんなの朗読できるか!!」


　ギブアップ、とばかりに、顔を真っ赤にして、イッコは手帳を放り出した！


「こ、これ、主人公の女の子、メノリって事は、やっぱり、作者はあのメノリさんって事？」


「うーん、どうかしら……？」


　あの偉えらそうなメノリさんが、この話を書いた……？　まぁ、ギャップは凄すごいけど、この手帳の持ち主がメノリさんである以上、書いたのは、メノリさんに間違いないハズだよなぁ……。


「どう思う、ジャン？」


「んあ!?　な、なにが？」


　ビクッ、過か剰じように体を震ふるわせ、答えるジャン。


　ん？　いつの間にかジャンは、イッコが捨すてた手帳を拾ひろい、問題の小説ページを食い入るように読んでいる最中だった。


「……なに？　興きよう味みあんの、その小説？」


「い、いや、全然!?　この小説に比べりゃ、道端の石ころのほうが、まだ俺の興味をひくぜ！」


　とか言いつつ、しっかり自分のポケットに手帳をしまいこむジャン。……なんだ、こいつ？


「でも、これで決まりね！」


　ジャンの挙きよ動どう不ふ審しんなど全然気がつかないイッコが、嬉うれしそうに叫さけんだ。


「？　なにが決まりなんだ？」


「この小説の使い道」


　平然と言うイッコ。


「使い道って？　え、なに、その小説を、なんかコンクールにでも送るのか？」


「アホ！　これを使って、エクス潰つぶしをやめさせんのよ！　マーガス、アンタがこの小説の作者だったとして……もし、これがフラン中にバラまかれたら、どうする!?」


　イッコの問いに、一いつ瞬しゆん考えるオレ。答えは一つ。


「……。フランから、姿を消す」


「でしょ？　そんくらいイヤでしょ？　それほどの破は壊かい力りよくを秘ひめた爆ばく弾だんを、アタシたちは手に入れたの。……使わない手はないでしょ？」


　ニッ、と不ふ敵てきに笑うイッコ。うわ、出たよ、イッコの悪わる巧だくみスマイル。


　クッ、この笑顔見ると、なんか闘とう争そう本能が湧わいて、無条件でテンションがあがるんだよなぁ！


「なんか……明日、メノリさんが来るのが楽しみになってきたな」


「うん。この手帳を見た時、どんな顔するかな」


　ニッ。ドノヴァンも、いじわる顔で笑う。フフ。


　ウックックック……。その後エクス店内からは、しばらく怪あやしげな笑い声が漏もれ続つづけていたと言う。





　　　　※




　翌日。やはり昨日と同じ、午後三時頃ごろに、メノリさんはやって来た。


　ただ、昨日と違うところは、私服だという事。


　濃こい茶色のジーンズに、ちょっとダボッとした、大き目サイズの黒と白の、ボーダーのセーター。


　なんか……そこはかとなく、カワイイ服着てくるなぁ。……こう、彼氏と近所に買い物に行くときにだけ着る服……みたいな。


　ヤバイ……あの小説を読んでから、いまのメノリさんを見ると、ちょっと可愛く思えてくる。


「今日はオフでね。私服でお邪じや魔まさせてもらう」


　相変わらず、偉そうな口く調ちようでメノリさんは言う。


　わざわざ休みの日まで、他店潰しに来るなよな。まぁいい、おかげで作戦が実行できる。


　手て筈はずじゃ、ジャンが手帳を突きつけ、そのままメノリさんを奥の従業員部屋に連行し、二度とエクスを襲おそわない、と約束させることになってる。


　よし、ジャン、そろそろ手帳をかざせ！　とオレ達はジャンに視線で合あい図ずを送った。が。


「…………」


　ジャンは、黙だまってメノリさんを見つめたまま、微び動どうだにしない。


「おい！　おいジャン！」


　オレが肩を二、三度揺ゆらしてから、ようやくジャンは、オレの存在に気づいた。


「バ、バカ迷まよってねぇよ！　全然迷ってねぇ！」


　大おお慌あわてで、意味不明な事を言い出すジャン。


「はぁ？　いや、そうじゃなくて……そろそろ仕し掛かければ、って言ってるんだけど……」


「仕掛ける……そうだな、こうなったら、立場なんて関係ねぇよな。……サンキュ、マーガス、お前のおかげでふっきれた！　オレ、仕掛けるわ！」


「えっ!?……お、おう」


　ジャンが、やけに凜り々りしい顔でメノリさんの方へ向かう。なんだ？　凄すごいイヤな予感が……！


「メノリさん。見せたいものがあるんですが」


　商品を見ていたメノリさんに、すいっ、と迫せまりながら、いよいよジャンが言った。


　メノリさんは、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔で、


「何だ貴き様さま、唐とう突とつに。私は武器を見ているんだ。この店では、客に会話を強要するのか？」


　と、いつものキツイ調子で言う。しかし。


「これ、な～んだ？」


　ジャンが、懐ふところから黒い手帳を出した瞬間！


「そそそそそ、そそっそ、それはぁ!?」


　気の毒なくらい、取り乱みだし始めるメノリさん。それでも、ガクガク震ふるえてる指でなんとか銀色メガネを押し上げ、


「こ、姑こ息そくな連中めぇぇぇぇ！　いつの間に!?　くっ、その手帳と交こう換かんに、エクス・ガリバーへの干かん渉しようを辞やめろ、とでも言うつもりか!?」


　お、おお、さすがメノリさん。オレ達のやろうとしてたことを、全部言い当ててしまった！


「ふん。違うな」


「……えっ？」


　全員。予想外のセリフに、全員が一いつ斉せいにジャンの方を向いた。


「ち、違うのか……なら、一体狙ねらいはなんだ!?」


「おい、ジャン!?」


「まぁまぁ、ここじゃなんですから。外でお茶でも飲みながらお話ししましょうよ、メノリさん？」


「くっ……」


　悔くやしそうなメノリさんを促うながし。あっという間にジャン達二人は、エクスから消えていく。


　残ったオレ達は、呆ぼう然ぜん。


「はぁ!?　どういうことなの、あのハゲ!?」


　当初の予定と違いすぎる展開に、イッコ、怒ど鳴なる。


「まぁ、まぁ、だいたい予想つくけど……とにかく、後をつけよう。オレと……イッコでいいや」


　なんか、アホらしい展開になってきたなぁ。


　とりあえずオレとイッコは、ジャンの後に続くべく、店の外へ足を踏ふみ出した。





　フランは、夕日が沈しずみ始めるなかなかドラマチックな時間に差し掛かりつつあった。午後、四時。


　可愛い丸テーブルと、折りたたみの式のウッド・チェア。それらの上に、小さなパラソル。


　ちょっとお洒落しやれな屋外カフェ『ハ・ナマル』で、ジャンとメノリは話し合いを始めようとしていた。


　そして、ジャン達の横の席には。まだ秋なのに、帽ぼう子し・マフラーで、顔を完全に覆おおい隠かくす、怪あやしいカップルが一組。まあ、オレとイッコなんだけど。


「クッ、あのハゲ、なんか作戦あるんでしょうね」


　マフラー越ごしに、くぐもった声でイッコが言う。


「……無いと思うけど……お、話、始まるな」


　少し離れた隣となりの席で始まろうとする会話に、オレとイッコは、耳をすませた。





　　　　※




「わざわざ、連れまわして、申し訳わけないです」


　ジャンが、テーブル越し、メノリさんに言った。


「は、早く用件を言え。私は、なにを犠ぎ牲せいにしてでも、手帳を取り返す。金もいくらでも出す」


「そんなつもりはないんですが……まぁ、お互たがいヒマでもないですし、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いましょう」


　妙に紳しん士しぶった口調で話すジャン。


　おい、ジャン、分かってるんだろうなぁ！　当初の主しゆ旨しは、手帳を使ってエクス・ガリバー潰しを阻そ止しすること、だぞ!?


　心配で仕方がないオレとイッコは、ぐっと体を乗り出し、さらに話に聞き耳を立てる。


　そして、ジャンが、口を開く。


「メノリさん…………今まで、男の人とお付き合い、したことありますか？」


「はぁぁぁあ!?───！　んぐむ」


　隣でキレ気味に叫さけんだイッコの口を、慌あわててマフラー越しに押さえ、静かにさせる。


　チラッと隣の席を窺うかがうが、ぜんぜん気づいた様子ナシ。ふー。


　それにしても、やっぱりジャンのヤツ、ラブコメ方向に持っていくつもりか……！


「な、なにを言い出すんだ、貴様は!?」


　赤せき面めんし、ヒステリックな声で言うメノリさん。


　ジャンは、そのメノリさんをまっすぐ見つめ、


「ちなみに、俺は彼女ができたこと、ありません。そんな俺だからこそ、あの小説を読んで──」


　小説、という単語を聞いた瞬間、メノリさんの顔はさらに紅こう潮ちようした。


「ぐぅ、あ、あの小説は、だな。私のママがだな」


　幼よう稚ち園えん児じが考えそうな、苦しい言い訳を繰くり出すメノリさん。すると。


　ダンッ！　ジャンがテーブルに拳こぶしを叩きつけ！


「隠かくさなくてもいい、俺には、お前の気持ちが痛いほど分かるんだ！　なんせ……俺が日々妄もう想そうしていた理想のカップル像を文字にすると……まさに、あの小説の二人みたいになるんだからな」


「「な、なんだと……？」」


　メノリさんと、そして思わずオレ達も、同時に驚おどろいてしまう。そ、そうだったのか!?


「き、貴様。あんなカップルで、いいのか……？」


「いいもなにも！　遅おそいゾ、とか言われながら鼻はなをツンと押されるなんて、どれほど憧あこがれるか!?」


　異常に興こう奮ふんした口調で叫ぶジャン。


「そ、そういうモンなの……？」


　その叫びに、イッコが思わず聞いてくる。


「オレは、鼻にツンは、ちょっと恥はずいかな……」


「な、なら聞くが。最後の、遅ち刻こくしたら、一いつ緒しよにいる時間が減へる……という件はどうだ？　さすがにこれは……ダメだろう」


　ちょっと自信なさ気げに、上うわ目め遣づかいで弱々しく聞くメノリさん。


「ああ、ダメだな」


　こともなげに、しかもタメ口で言うジャン。メノリさんは、やっぱり、と肩を落としてしまう。


「あそこでベストなのは、『遅いから、事故にでも遭あったかと思って心配したじゃない、バカ！　もう知らないんだから！』と、泣きながら怒おこるパターンだ。違うか？」


「そ……そのパターンがあったか！」


　ガタッ。席から立ち上がり、驚きよう愕がくするメノリさん。


　えぇぇ……なんのパターンなの、それ……。


「な？　お前の気持ち、分かるって言ったろ？」


「き、貴様ぁ……」


　ぷるぷると拳こぶしを震ふるわせながら、メノリさんがうつむき、力なく言う。まさか……感動してる？


「……貴様の言うとおりだ。私は今まで、仕事や勉強に追われ、恋れん愛あいなんてしてる時間などなかった。でも、私だって女だ、恋愛に興味がないワケがない。だから、ああやって、自分の中の理想の恋物語を、つい手帳に書いてしまうのだ……」


　小声で、ボソボソ、言い切るメノリさん。武器屋対防具屋は、どうなったんだろうか。


「なあ、メノリよ」


　いやに男前の顔で、ジャンが呟つぶやいた。


「こんなに価か値ち観かんが一いつ致ちする相手、一生に一人いるかどうかだ。だから、結けつ婚こんしよう」


「ええええ!?」


　こらえきれず、思わず絶ぜつ叫きようするオレとイッコ。


　どんだけその場の勢いきおいに流されたら気が済すむんだ、お前は!?　しかし、もはや完全に二人の世界に入ったジャンとメノリさんには、オレ達の絶叫すら耳に届とどかないらしい。


「私は、仕事一ひと筋すじの女だが……いいのか？」


　目の端はしに涙なみだを溜ためながら、メノリさんが聞く。


「俺は一度、家庭的な女の子に大々的にフラれたことがあるんだ……だから、俺は、メノリの、仕事一筋なところが気にいった」


「ジャ、ジャン様……」


　うっとりした顔で、メノリさんが言う。


　ジャ、ジャン様だぁぁぁ!?


「ちょちょちょ、ちょっと待ったぁ！」


　思わず、思わず！


　オレは、ジャンのテーブル前まで移動し、大声で叫んでしまった。


「な、マ、マーガス……なんだよ」


　驚いた顔で、オレを見上げるジャン。


「あ、いや、だ、だって、おかしいだろ!?　なんなの、この展開!?」


「そ、そうよ、どう考えてもオカシイ！」


　イッコもオレの後に続く！


「アンタのプロポーズに応こたえる女がいるワケないでしょうが！　これも、エクス潰つぶしの手口のひとつにすぎないのよ！」


　混乱してるせいか、どさくさに紛まぎれてメチャクチャひどいことを言うイッコ。


「なっ……貴様ら……全部聞いていたのか？」


　顔を真っ赤にし、瞳ひとみをうるませ、この世の終わりのような顔で、オレ達を睨にらみつけるメノリさん。


「クゥッ！」


　顔を隠かくすようにそむけながら、メノリさんは席を立ち、ハ・ナマルから全速力で走り去っていく。


「メ、メノリ！」


　すぐさま追いかけようとするジャン。しかし、ガシッとイッコが羽は交がい締じめにし、取り押さえる。


「落ち着きなって、ジャン。あれも演えん技ぎ。アンタを丸め込め損そこなったから、ああやって逃にげたのよ」


「そ、そんなバカな!?　むしろ、お前らの考え方のほうが不自然じゃねぇ!?」


「んなことないって。ま、こっちに手帳があることは説明できたんだから、エクス潰しはストップできるでしょ？　ミッション成功、おめでと」


「どこがめでたいんだよぉ！　メノリィィィ！」





　　　　※




「ふーん。大手防具店ジャスティス、謎の不ふ審しん火びで大炎えん上じよう、フランからの撤てつ退たいを表明。だってー」


　いつも通り、エクス・ガリバーの従業員部屋。


　赤毛を三つ編あみに結んだだけの、ふっくら丸っこい顔の女の子──ノンが、スリッパをパタパタいわせ、玄げん関かんに届いてた朝ちよう刊かんを持ってきた。


「ウソッ!?　火事……？」


　ノンと一いつ緒しよに朝メシを済すまそうと、すでに席についていたオレの頭に。


　一瞬、メノリさんの顔がよぎり、消える。


「いやいや、まさか……」


「そういえばイッコちゃんが、防具屋さんとケンカしたって話してたけど、何かあったのー？」


「うん。……話せば長くなるんだけど」


「そうなんだー。じゃあご飯、食べよっかー？」


「……うん」


　なんか、あっさり話題が変えられたので、仕方なくオレは頷うなずく。


　ノンって、オレの話聞いてんのかなー……。


「おはようございまぁぁす☆」


　従業員部屋に、甘ったるい声が響ひびき渡った。


　ぴょん、と姿を現したのは、金きん髪ぱつ少女、ミニィちゃん。


「あ、ミニィだー。おはよー」


「ミニィちゃん！　もういいの？」


　ミニィちゃんは、一昨日、エクスを逃げだして、昨日も来なかったから、二日ぶりの出しゆつ勤きんだ。


「はいっ！　もーぅ、風か邪ぜで二日も休んじゃうなんて、ミニィもまだまだですねぇ」


「……ん？　風邪？　じゃなくて、なんていうか、ほら……。メノリさんとの対決で……」


「？　メノリ？　誰だれです、それ？」


　顎あごに人差し指を当て、首をひねるミニィちゃん。


　うわっっ……メノリさんに負けた事実が、なかったことになってる……？　あまりのショックに、脳が勝手に記憶を抹まつ消しようしたのかなぁ……。


「それより、ジャンジャン宛あてに、お手紙ですぅ」


　ミニィちゃんが、白い封ふう筒とうを掲かかげる。


「へぇ、こんな朝から？　でも、ジャンは、まだ来てないよ。最悪、今日は来ないかも……」


「あはは。何言ってるんですか、マーガスさん！　ジャンジャン、そこに、いるじゃないですかぁ」


「え……？　うおおっ!?」


　ガタタッ。驚おどろいたオレは、椅い子すから転ころげ落ちた。


　ミニィちゃんが指差した先──つまり、オレの真横の席に、ジャンは座すわっていたのだ。


　しかし、顔に生気がなく、まるでゾンビのよう。


「お、お前、いつからいた!?　気け配はいなさすぎて、ぜんぜん気づかなかったぞ！」


「……ノ……ょに……だ」


　モゴモゴッ、と何かを喋しやべったジャンだけど、声が小さすぎて、何言ってんだかぜんぜん聞き取れない。オイオイ……。


「はいジャンジャン、お手紙ですよぉ。送り主は、メノリ・アルバート……あれ、この人もメノリ？」


「メノリから手紙!?」


　ガバッ！　メノリという名前が出た途と端たん、驚くべき素す早ばやさで、ジャンはミニィちゃんから手紙をむしりとった！


　そして、そのまま慌あわてて封を切ろうと乱らん暴ぼうに手をかけたところで──急に、オレの方を向く。


「やっぱマーガス、まず、お前読んでみてくれ。んで、いい内容だったら、教えてくれ。違ったら……その手紙は捨すててくれ。いいか？」


　と、手紙を渡してきた。


「別にいいけど……」


「じゃ、俺達三人は、売り場の掃そう除じしとくわ」


　ジャンは、引きつった笑いを浮かべて、ノンとミニィちゃんを引き連れて行こうとした。


「んー？　なんでいきなりお掃除するのー？」


「マ、マーガスが、手紙を読みにくいだろ？」


「ねぇ、メノリさんて誰なんですかー？」


　いまいち納なつ得とくしてない様子の二人だったけど、なんとかジャンは二人を連れて、部屋を出ていった。


　ゴホン。ではでは。


　オレは声に出して、手紙を朗ろう読どくし始めた。












　拝はい啓けいジャン様、お元気ですか？


　昨日のプロポーズ、本当に嬉うれしかったです。


　ジャン様の気持ちに応こたえるため、ジャスティスを燃やしてみました。これで、エクス・ガリバーは安あん泰たいです。


　ただ、私は、その代だい償しように、仕事一ひと筋すじの人間では無くなってしまいました。私し情じようのため、自分の店を燃やしてしまったのですから。


　ジャン様は、私の仕事一筋のところが魅み力りよくだと言ってくれましたが、これで私は魅力を失ったワケですね？　あなたの失しつ望ぼうしたまなざしにさらされる前に、私はフランから撤退します。


　私はこの想おもい出でを力に、どんどん新しい恋に挑ちよう戦せんしていくつもりです。ジャン様も、お体に気をつけて、恋に仕事に頑がん張ばってください。不当な値段で買わせていただいた武器は、後程郵送させていただきます。ご安心下さい。


　それでは。メノリ・アルバート












「なんだそりゃ!?」


　ダンッ。従業員部屋のドアを力強く開き、ジャンが突とつ撃げきしてきた。結局聞いてたらしい。


　今度は、オレから手紙をむしりとる。


「失望したまなざしって……どいつもこいつもどういう思し考こう回かい路ろしてんだ!?　メノォリィィ！」


　ガクッ。腹の底から叫んだ後、床ゆかに膝ひざを落とし、屍しかばねのように動かなくなるジャン。


　…………。しばらく、無言の時間が流れる。


「なあ……マーガスよ」


「……ん」


「彼女を作るより難むずかしい問題って、この世にあんのかなぁ……」


「……。ないと思う」


「……フッ。だよな」


「…………」


「なぁ、マーガス。俺って、そんなに魅力ねぇ？」


　こうして、オレ達の『武器屋防具屋全面戦争』は終しゆう結けつした。


　そしてそれは同時に、またジャンの〝要はモテたい〟という話をひたすら聞かされる日常へ戻もどる、という事を意味するのであった……。
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「俺のチャームポイントってどこだと思う？」
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　その日は、途と切ぎれることなく雨が降ふっていた。もう夜の七時前だっていうのに、朝、家を出てからたぶん一度も止やんでない。


　冬ふゆ場ばの雨って、部屋の中にいても体の芯しんから冷ひえてくるから、キツイんだよなぁ。


「あぁぁ……マジ、暖だん炉ろの前って天国……」


　そんなワケで、武器屋『エクス・ガリバー』の店員であるオレと、そしてメガネにつるっぱげの悪あく友ゆうジャンは、店内の暖炉に手を伸のばしながら、ひたすらまったりとしていた。


　今日は、オレとジャンの二人が、閉店時間の八時まで残って店を閉める当番。


「うぅぅ……暖あたたかいぃ。あ、そうだ。ジャン、今日晩ばんメシどうする？」


「……俺おれ、暖炉から三〇センチ以上離はなれる自信ねー。マーガス、何か買ってきてくれい」


「オレだって四五センチくらいまでしか離れらんないよ……」


　オレが買い出しを断ことわると、ジャンは眠そうな目で、ボソッと呟つぶやく。


「あ～、手て違ちがいで、温あたたかいシチューの出で前まえかなんか、俺達のトコに届とどけらんねぇかな……」


「……さすがにそれは夢見すぎじゃない？　ていうか、当然今日エクスに泊とまるよな？」


　この店には、男子部屋と女子部屋っていうのがあって、オレ達はしばしば泊まって帰る。


「もち泊まり。明日の朝まで……できるなら、春が来るまで、この暖炉の前にいようぜ」


　ジャンが、握あく手しゆを求めてくる。オレも、その手を握にぎるべく手を伸ばす。


「異い議ぎナシ。二人で協力して冬を越こえ──」


「どんだけダメ人間なんスか、あんたら!?」


　と、その時！


　オレとジャンの手と手の間を、水の塊かたまりがすり抜け……暖炉の火に直ちよく撃げき！　ジュウウ──プスプス……当然、暖炉の中から火が消える。


　絶ぜつ叫きようするオレ達！


「あ、あ、あ──!?」


「お、おい！　ケンジ！　テメェ！」


　オレ達の希き望ぼうの灯ひを消したのは、まだ弱じやつ冠かん十二歳さい、ウチの店で最年少、スネた目つきの茶ちや髪ぱつチビッ子、ケンジだった！


　こいつ、いつの間に!?


「ちょっと店によったらこのザマだ。あのねぇアンタら、いまはまだ営えい業ぎよう中ちゆうなんですよ!?　なのに入り口に背を向けて暖炉にあたりっぱなしって！」


　非ひ難なんの目つきで、ケンジが言う。


「う、うるせーな、客が来たら即そく座ざに反応するよ、当然。なにも消すことねーだろ!?　寒いんだよ！」


　口をとがらせ、ジャンが反はん論ろん。


「フン。寒いのは、サボってるからだ。仕事中は、本来体を動かしてるハズなんだから、暖炉なんてなくてもいいハズっスよ」


「おいおい……オレ達も一いち応おう、やるべき仕事全部終わらせてから、くつろいでるぞ？」


　オレは、ジャンに加か勢せい。するとケンジは、


「やるべき仕事が終わったら、次の仕事を探さがす。それくらい、いくらマーガスでも分かりますよね？　オレより三つ年上なんだから」


　と、嫌いや味みたっぷりに、平へい然ぜんと言い返す。


　っか～～、ムカつく、にくたらしい！


「そうだ。確か屋や根ねの板いたが少し腐くさってる箇か所しよあったでしょ。二人であれを直なおせばいい」


「このクソ寒い雨の中、屋根に上って来いってのか、テメーは!?」


　平然と言うケンジに、くってかかるジャン。


　あぁもう、いつものパターンだよ……。


「はあ。お前さぁ、もうちょっと素す直なおでかわいく生きられないの？　子供なんだからさ」


　オレは、見かねてケンジに言ってみる。が。


「興きよう味みないね。大きなお世せ話わッス」


　バッサリ斬きられるオレの助じよ言げん。くっ。


「さてと。オレ奥の部屋で、コレのメンテナンスしてるんで。邪じや魔ましないで下さいね」


　チャキッ、と深ふか緑みどりの鞘さやに納おさまった刀かたなを一いつ瞬しゆん見せ、そっけなくオレ達に背を向けるケンジ。


　あの刀は、確かムラマサ……燈とうの国に修しゆう学がく旅りよ行こうに行ってたウチの店員、ミニィちゃんがおみやげに買って来た刀だ。


　ケンジはフルネームがケンジ・ムラマサだから、その偶ぐう然ぜんが気にいってミニィちゃんは買ったらしいけど……。


　で、ケンジ。そのまま黙だまって部屋に入ればいいのに。ヤツはご丁てい寧ねいに、部屋に入り際ぎわ、ボソボソと失礼な独ひとり言ごとを呟つぶやくのだった。


「……あの二人、あれで十五歳だっていうんだから信じらんないよ。つられて堕だ落らくしてたまるか。オレはストイックに生きるぞ」


　何かを決意し、部屋の中に消えていくケンジ。オイッ、聞こえてんだよ!!





　　　　※




　オレ、ジャン、ケンジ。


　ウチの店には、今いる三人の他に。


　仕し切きりたがる女・イッコ。


　天才ブリッ子少女・ミニィちゃん。


　いま、とある事じ情じようで南の島に旅行中の、のんびり屋のノン。


　さらに、現在少し離はなれた実じつ家かへ里帰りしている、気は優やさしくて力持ちのドノヴァン。


　この四人が働いていて、オレ達と合わせ、合計七人で店を運うん営えいしてる。





　とあるチラシに引き寄よせられた、オレ達武器屋経営ド素人しろうとの未成年七人も、なんだかんだで一いつ緒しよに働き出して、そろそろ四ヶ月目。


　頼たよれる大人おとなはこの店にはいないし、苦く労ろうしてばっかりだけど、その分店員同士の絆きずなは深まったし、みんな成長してると思う。


　しかし、だ。


　働き出して四ヶ月経たつというのに、ケンジの生なま意い気きさと、口の悪さだけは、まっったく直ってない。いや、前よりオレ達に気を許ゆるしてる分、むしろパワーアップしてるくらいだ。


　う～ん。年上として、ビシッと教育してやりたいんだけど……アイツの言うことって実じつは正せい論ろんが多いし、正しよう直じき、オレよりしっかりしてるから、なかなかそうスムーズにはいかないんだよねぇ……。





「なんでアイツって、あんな口悪わりぃんだろ」


　説せつ教きようされちゃったオレとジャンは、仕方なく店内をほうきではきつつ、ケンジについてのプチ会かい議ぎを開いていた。


　オレ達って、つくづく小物……。


「ケンジ、小さい頃ころから学校行かず、鍛か冶じの勉強ばっかしてるって言ってたし……それが原因なんだろうなぁ」


「かもな。あ～あ。マーガスの言うとおり、アイツがあと一〇〇倍素直でかわいい性格だったら、俺も先せん輩ぱいとして優やさしくしてやるんだけどよぉ……よいしょ」


　中ちゆう腰ごしになり、ちりとりを構かまえながら、ジャンは言う。素直でかわいいケンジか……。


『マーガス先せん輩ぱい！　こっちこっち！』


　なんとなく、ニコニコ満まん面めんの笑みで、こっちに向かって手を振ふるケンジの姿が思い浮かぶ。う～ん……具ぐ体たい的てきに想像すると、ちょっとかわいいかも。


　ピカァアアアアッ！


　と、オレとジャンがバカバカしくケンジについてのプチ会議を開いてると。


　突とつ如じよ……従じゆう業ぎよう員いん部屋の方から、強きよう烈れつな勢いきおいで赤黒い、不ぶ気き味みな光が漏もれ始めた。


「な、ななな？　なに、いきなり!?」


　どう見ても、ロウソクやたいまつに出せる明るさじゃない。異い常じようなまばゆさだ。


「ば、爆ばく弾だんでも爆発させたのか、あの野や郎ろう！」


　あんまり近ちか寄よりたくもないけど、ケンジが中にいる……、仕方なくオレとジャンは従業員部屋に乗り込んでいく。


「ま、眩まぶしい……」


「おいコラッ！　なにやってんだ、ケンジ！」


　光を腕うでで遮さえぎりながら、オレとジャンは進む。


　血のような色にライトアップされた従業員部屋の中に、ケンジの姿は──あった！


　ケンジは、食しよく卓たくの椅い子すに座すわりながら、悠ゆう長ちようにムラマサの刀とう身しんを鞘さやに納おさめようとしていた。


「おい、ケンジ！　大だい丈じよう夫ぶか！」


　声をかけつつ近寄るも、ケンジは気づかず、真ま顔がおでゆっくり鞘の中に刀を納めていく。シャアア──ムラマサが鞘に納まるにつれて、徐じよ々じよに部屋の中の赤黒い光が失われていく。


「な、なんだ……あの刀が原因なのか？」


　そして、ピシャッ。ムラマサが完全に鞘に納まると同時に赤黒い光は消え、従業員部屋を照てらすのは、食卓の上のろうそく一本に。


「な、なんだったんだ、いまの……？」


　オレ達は、恐おそる恐る食卓にいるケンジに近寄り、声をかける。


　そしてオレとジャンは、衝しよう撃げきの光こう景けいを目まの当あたりにする！


　しばらく焦しよう点てんの合わない目つきでたたずんでたケンジだったけど……


　突とつ如じよ星のようにキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせ、そして言った。


「あれ？　マーガス先輩、ジャン先輩。どうしたんです？　そんな心配そうな顔で僕ぼくの方を見て。僕の顔に、なにかついてます？」


　ぽりぽりとほっぺをかきながら、ケンジは人ひと懐なつっこい笑顔で、穏おだやかにそう言った。


「はぁ!?」


　声を揃そろえて聞き返す、オレとジャン。


「い、今なんつった？　マーガス先輩に、ジャ、ジャン先輩って……え？　俺達のこと？」


　ジャンが、半はん信しん半はん疑ぎな顔で聞く。


「はいっ、そうですジャン先輩！」


　太陽のようなまっすぐな笑顔で、はつらつと答えるケンジ。き、気き味み悪わる。


「お、お前、いったいどう──」


　聞こうとするオレを制せいし、ジャンが言う。


「ジャン先輩……ケンジ、もっぺん言ってみ？」


「はいっ、ジャン先輩！」


「もう一回」


「はいっ、ジャン先輩！」


「うぅぅむぅぅ……悪くねぇ」


　ジャンが、しまりのない顔で、そう呟つぶやく。


「お、おい待てって！　この変わりぶり、明らかに変だろ!?　この刀が、なんか関かん係けいしてるんじゃないか？」


　オレは、ケンジが握にぎり締しめてるムラマサに手を伸ばす。が、ケンジはさりげなくそれをかわして、


「いえ、マーガスさん。僕は決けつ心しんしたんです。これからは、マーガスさんのアドバイスに従したがって、素直にかわいくまっすぐに生きます」


　グッと拳こぶしを固かためて言うケンジ。えぇぇ？


「むしろいままで、目上の立場にあるマーガスさん達に、あんな態たい度どを取って……僕はどうかしていたんだ。お二人はいつだって僕の目もく標ひようであり、憧あこがれなんです。だから、つい張はり合っちゃって、あんな態度に……」


　な、なんなのこの急きゆう展てん開かい!?


　今度はうつむき、ガックリ肩を落とすケンジ。心しん底そこ落ち込んでる、ってカンジだ。


　目標であり、憧れって……。な、なら、仕方ないかぁ……？


「許ゆるして……くれませんよね？」


　下を向いたまま、深しん刻こくな声でケンジは言う。


「あ……いや……分かればいいんだよ？」


　雰ふん囲い気きに呑のまれオレは思わず一言。すると。


「ホ、ホントですか！　だからマーガスさんは好きだ、憧れなんだ！」


　汚けがれを知らない、まっすぐな少年独どく特とくの瞳で、熱ねつっぽくオレを見つめるケンジ。


　い、いい子じゃないかぁ……！


　ちょっとあまりにも突とつ然ぜん変わりすぎな気もするけど……オレの一言が、ケンジを更こう正せいさせたのか……？


「ああ、今日も世界中の人たちが、幸せだといいなぁ」


　ニコッ、とかわいらしい笑顔で、ケンジが呟く。な、なんてピュアな……この変わりぶり、信用してもいいのだろうか？


　こうしてこの日を境さかいに、突如ケンジは世界一素直な少年へと変へん貌ぼうした。


　後のちにエクス・ガリバーで『ピュアケンジ事件』などと語かたられる、奇き怪かいな事件の始まりである……。





　　　　※




　数日後。


「いらっしゃいませぇ！」


　店内に響ひびき渡わたる、ケンジのはつらつとした声。


「あら？　かわいい店員さんがいるのね」


　店に入ってきたのは、派は手でなブロンド髪がみの女性を中心にした、若いオネーサマ三人組。三人組は、さっそくケンジに目をとめた。


「ねえキミ、ここの店員さん？」


「はいっ。将しよう来らいのために、いまのうちから、いろんな経験をしようと思って」


「へぇぇ。こんなちっちゃいのに、凄すごいわね」


「武器のこと、分かるかしら？　アタシ達、今度グリーンドラゴンの巣すへ行くんだけど」


「かしこまりました。少々お待ち下さい」


　ケンジは深ふか々ぶかと頭を下げると、手て際ぎわよく店内から何本か武器を回かい収しゆうして、戻もどる。


「グリーンドラゴンは、冷れい気きに弱い種しゆ族ぞくなので、アイスブランド系けい統とうの武器を軸じくに揃そろえましょう。例たとえばこの氷ひよう河がの槍やりは──」


　滑なめらかな語かたり口くちで、ケンジが武器を紹しよう介かい。


　いつも接せつ客きやくをめんどくさがるケンジが、あそこまで……！　本当に別人みたいだ。


「いやぁ、人間、心の持ち方一つで、あんなに変わるもんなのねぇ。ノンとドノヴァン、帰ってきてどんな顔するか、楽しみだわ」


　オレと一いつ緒しよにケンジの働はたらき振ぶりを見てた、黒髪を腰こしまで伸ばした女子、イッコが言う。


「なんか最近、ケンジ目当てで来る若い女のお客さんまでいるらしいよ」


「マジ？　看かん板ばん息子むすこケンジ、か……。まぁ、素直にしてりゃ、アイツもそこそこ可愛かわいげあるし。ミニィ、アンタもうかうかしてると、アイツにポジション奪うばわれちゃうわよ？」


　イッコが茶ちや化かすように、イッコの隣となり──大きな青い瞳ひとみに、柔やわらかそうな金きん髪ぱつの、かなりキュートな女の子、ミニィちゃんに言う。


　が。茶化されたミニィちゃんは、オレ達の話などまったく聞かず、むぅう、と威い嚇かくするように、まっすぐケンジを見み据すえていた。


「？　ミニィ？　どうかしたの？」


「……最近のケンジ君は、ちょっと妙みようだと思います」


「ちょっとっていうか……まぁ、性格一八〇度変わったじゃん」


「違いますぅ。そうじゃなくて、なんていうか……ミニィと同じ匂においがするんですぅ」


　なんとか伝えようと、もどかしそうにミニィちゃんが言う。


「同じ匂い？　香こう水すいかなんか？」


「違う違う！　もっと、こう……そう！　同じタイプの人間の匂いがするんです！」


「同じタイプの人間……？」


　オレとイッコは、顔を見合わせる。


　ミニィちゃんのタイプを一言で言い表すなら、『超ちよう一いち流りゆうブリッ子』。それと同じ匂いってことは、いまのケンジも、ブリッ子してるって事……？　何のために……？


「ありがとうございましたー！　また来てくださいね！」


　満面の笑みで、買い物を済すませたお姉さん達を見送るケンジ。
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　オレ達は、なんとなく微び妙みような気分でその光こう景けいを見守る。


　うーん。他ほかならぬ、ブリッ子を極きわめたミニィちゃんが言う事だからなぁ。妙な説せつ得とく力りよくがある。


「調しらべる必要があるわね……」


　イッコの呟きに、オレとミニィちゃんはコクリ、とそれぞれ頷うなずいた。





　その日の夜。


　エクス・ガリバーに泊とまるというケンジを偵てい察さつするため、今日出勤だったオレ、イッコ、ミニィちゃんの偵察部隊は、一いつ旦たん家に帰ったフリをした後、男子部屋の前まで戻り、息を殺して再び集合していた。


　一人きりの時は、なにか本ほん音ねが出るかもしれない。


　おあつらえむきに少し開いてるドアの隙すき間まから、オレ達三人は顔を縦たてに並べて中を偵察した。


　部屋の中に、ケンジの姿を確かく認にん。ケンジは、壁かべによりかかり、ボーっとしている。


　ボーっとしている。ボーっとしている。


　……結けつ局きよくピクリとも動かないままのケンジを、オレ達は十五分近く観察していた……。


（おい！　寝てるんじゃないの、アレ!?）


（なんか段だん々だんアホらしくなってきた……ホントにブリッ子してるんでしょうね）


　と、しびれを切らし始めたオレ達が、小声で喋しやべり始めた時。


「さて、と……」


　部屋の中のケンジが動き……そして、壁かべにたてかけてあった、深緑の刀──ムラマサを手に取り、そしてゆっくり鞘さやから抜ぬき出し始めた。そして。


「やあ、こんばんは。どうだい、ムラマサの中の居い心地ごこちは？」


　ズガッ。床ゆかに突き立てたムラマサの刀とう身しんに、ケンジは楽しそうに語りかける。が。


【チッ。おかげさまで最高っスよ】


　刀身から発せられたと思われるその声、喋り方に、オレ達はひどく聞き覚おぼえがあった。


（ケンジ……旧きゆうケンジの喋り方だ！）


「でも、大した精せい神しん力りよくだね。ムラマサにとりこまれて、もうけっこうな時間が経たつっていうのに、まだ意い識しきを残しているなんて」


　無む邪じや気きに、楽しそうに言う新ケンジ。


（そう言えば、燈とうの国には呪のろわれた武器がいっぱいあって、なんでも鞘から刀を抜いた人の意識を刀に封ふう印いんして、空あいた体をのっとっちゃう事もあるって聞いたことありますぅ）


（えええぇぇ!?）


　隣となりでさらりと言ったミニィちゃんの言葉に、オレは耳を疑うたがった。


　燈の国といえば、ミニィちゃんの修学旅行先で、ムラマサを買った国。


（ミ、ミニィちゃん……あのさ。もしかして、まさにいまケンジは、キミが燈の国で買った妖よう刀とうムラマサに呪われてるんじゃないの？）


（……………………。なるほどぉ）


　ぽんっ、と今いま頃ごろ納なつ得とくがいったような表情になるミニィちゃん。


（ええっ!?　アンタ、呪われてるかどうか、チェックしてないの!?）


（てへっ。名前がムラマサだったから、それだけで飛びついちゃいました☆）


　ました☆　じゃないよ！


　おいおい、えらいことになってきたぞ。ケンジのヤツ、妖刀ムラマサにのっとられかけてるじゃないか！


　部屋の中ではケンジ（の体を借かりたムラマサ）がさらに、ムラマサ（に封じこめられたケンジ）へ話しかける。


「でも、いくらしぶといキミでも、あと数日もすれば意識はムラマサに溶とけてなくなるハズ。そうすればキミも、僕をここに押おし留とどめる事はできなくなる。それで僕も、ようやくママに会いに行く事ができるってワケだ」


　ママ……？　口く調ちようといい、どうもこのムラマサの怨おん念ねんは若い、のか……？


【溶けてなくなる前に、エクスの誰だれかが気づくハズだ】


　刀身から、ケンジの声がする。


「あはは。あのヘラヘラした連れん中ちゆうに気づかれたところで、どうなるっていうんだい？」


　むっ。この野や郎ろう、急に性格悪くなったな……ほんと、ミニィちゃんの読みが的てき中ちゆうだ。


【フン……あんまり油ゆ断だんしないほうがいいっスよ。ただヘラヘラしてるだけの連中なら、オレだって、一緒に働いたりしない】


　部屋に響ひびく、ケンジの声。くぅ、いい事言う！　助けてやりたい！


（とりあえず、ケンジの体を確かく保ほして、呪いを解とこう！）


（でも、呪いってどうやって解くんですか？）


（さあ。そういう事は──）


　バァン！　男子部屋のドアを蹴け破やぶるイッコ。


「捕つかまえてから、考えましょ！」


　ダダダッ。オレ達三人は男子部屋に突とつ入にゆう！


　そして即そく座ざにケンジを取り囲かこむように陣じん取どる。


「マ、マーガス先輩、イッコ先輩、ミニィ先輩。ど、どうしたんですか、一体？」


　偽にせケンジは、まだしらじらしくそんな事を言っている。


「さあ、どうしたんでしょうね。まあとりあえず捕まりなさいよ」


「……なるほど、バレちゃったってワケか」


　そう言うと、偽ケンジは床に突き立てられていたムラマサを手に取り、ヂャキッ、と構かまえる。


「ほう、アタシ達とやろうっての？」


「まさか。この刀の切れ味の悪さは、僕が一番知っているんだよ。──でもね！」


　ビュビュビュッ！　目の前のケンジが一瞬揺ゆれたかと思うと、次の瞬しゆん間かん！　偽ケンジは目にもとまらぬ速はやさで動く！　は、速っ！


　さらに、ガッシャアアン！　男子部屋にある、たった一つの窓まどをムラマサで叩たたき割わり、外に出ようとする偽ケンジ！


「他人の体だからこそ、セーブすることなく、一○○％筋きん力りよくを使える。あまり遠くには逃にげられないけど、並なみの人間のスピードじゃ、僕は捕まえられないよ！」


　窓のへりに片足をかけてから、勝ち誇ほこったように、歪ゆがんだ笑みを見せる偽ケンジ。


「ふん。悪いけど、こっちも並じゃないのよ。ミニィ！」




[image: ]


「アイアイサー！」


　言われたミニィちゃんは、ポケットから石ころのような物体を取り出し、それを口に放ほうり込み──ヴァリボリヴァリ、凄すさまじい音と共に──嚙かみ砕くだく。


　出たぁ、ミニィちゃんの[image: ]アイテム！　素す早ばやさが二倍になる、流りゆう星せいの石！


「よーいドン☆」


　バシュッ！　ほとんど消えたとしか思えない速さで、ミニィちゃんは偽ケンジの目の前に移動！


「な、なにぃぃ～～!?　なんなのキミ!?」


　驚きよう愕がくし、少し狼ろう狽ばいする偽ケンジ。


「ぷんぷん！　呪のろわれてるなら呪われてるって最初から言いなさい！　ミニィのせいで、ケンジ君が呪われたと思われるでしょ！」


　頰ほおをふくらませ、文もん句くを言うミニィちゃん。


　いや、思うも何も、ケンジが呪われたのは一○○％ミニィちゃんのせいなんじゃ……。


「くっ、こんな所で捕まれない！　ママ！」


「あっ！　待て待て待て～～」


　ビュビュビュ！　バシュッ！


　凄すさまじい速さで窓から外に飛び出す二人。


　なんかよく分からん展てん開かいだけど、とりあえずケンジ対ミニィちゃんの音おん速そくドリームマッチは、店内から店外へとステージを移うつした！





　キィン！　ガキィ！　キィン、キィン！


　冬の星空の下もと、闇やみの中で、金きん属ぞくと金属がぶつかる音がこだまする！


　どうも、エクスの屋根の上あたりで闘たたかってるっぽいんだけど、暗いし二人とも速すぎるし、音はするけど姿は見えない！


「またまたオレ達一いつ般ぱんピープルの出る幕まくナシ、か……」


「金属音するけど、ミニィは何で闘ってるのかしら……」


　キィン！　ガキィ！　ガキィン！


「くっ、は、速すぎる……負ける！」


　屋根の上から聞こえるのは、苦くるしそうな偽ケンジの声。どうもミニィちゃんが優ゆう勢せいらしい。よし、このままいけば、無ぶ事じケンジを捕ほ獲かくできる。……と、思ったら。


「この辺あたりだよ、騒さわがしいのは」


「なんか、ガラスが割れる音やら、剣と剣で闘ってる音がする……ほら、聞こえるだろ？」


　ドヤドヤドヤ、騒ぎを聞きつけたのか、エクスの周りに近所の人が集まり始めた。


「おい、お前ら、なに騒いでるんだ！」


　この集団のリーダーっぽい、太ったオッサンが、オレに詰つめ寄よってくる。


「あ、いや、なんていうか……ただいま、人じん命めい救きゆう助じよのために、屋根の上で戦せん闘とう中ちゆうでして」


「屋根の上～～？」


　言われて、全員が屋根の上を見上げる。


「あれ!?　あそこにいるの、ミニィちゃんじゃないか!?」


　集団の一人が叫さけぶ。ミニィちゃんがたまたま足を止め、止まっているところを発見されてしまったらしい。


　って、しかもミニィちゃん、何の武器使ってるのかと思えば、スパゲティ食べる時なんかに使う、普ふ通つうの食しよく卓たく用フォークだよ、オイ。


「闘ってるのは、ミニィちゃんか!?」


「がんばれ、ミニィちゃん！」


　さすがミニィちゃん、圧あつ倒とう的てきな人気により、即そく席せきで応おう援えん団だんを結けつ成せいさせてしまった。


　よし、この応援を背に。決めろ、ミニィちゃん！


　ビュビュビュ！　一瞬、屋根の上から消える、ミニィちゃんとケンジ。ガキィ！　金属と金属が交こう差さする音。勝負アリ、か？


「ふぇぇぇぇん！」


　ヒュウウウ──屋根の上から、落らつ下かしてくるミニィちゃん。


　あれ!?　負けたの!?　オレは、慌あわてて落下してくるミニィちゃんをキャッチ！


「ふう。ナイスキャッチです、マーガスさん」


「いや、え？　どういうこと？　ミニィちゃん、絶対勝てそうだったじゃん！」


「はい。応援団が来てなかったら、今いま頃ごろケンジ君を捕まえてると思うんですけど……」


「……え？　応援団が……来てなかったら？」


「はい。ミニィって、儚はかなくて、守ってあげたくなるところも、数あるチャームポイントの一つだと思うんです。だから、看かん板ばん娘むすめとしてそのイメージの管かん理りをするためには、勝つわけにはいかなかったんです……」


　ガクッ。気き絶ぜつする（たぶん演技）ミニィちゃん。だぁぁああ、なんなんだその思し考こう!?　そこまでやらなきゃ、ブリッ子は極きわめられないってこと!?　くそっ。


　オレはミニィちゃんを応援団に押し付けて、エクスの屋根に近寄った。


「おい、ケンジ！　ていうか、ムラマサ！　降おりて来い！　どっちにしろ逃げられないぞ」


　呼よびかけると、偽ケンジは屋根の前の方まで歩いてきて、オレを見る。


「ふん、逃げられないだって？　あの音速女が何な故ぜかリタイアした今、誰だれが僕を捕まえるんだい？」


「くっ、そ、それは……」


「わっはっは。そこで指をくわえて見てるがいいさ」


　高たか笑わらいしつつ、屋根の後ろのほうへ消えていく偽ケンジ。


「わっはっは、わっはっはうわぁあああ!?」


　ボスッ、ガラガラ、ドンガラガッシァン！


　突然あがる、悲ひ鳴めいとけたたましい音。エクス・ガリバー店内に、何かが落下したらしい。


「な、なに？　どうなったんだ？」


「ははーん。さてはアイツ……」


　近寄ってきたイッコが、いたずらっぽく笑う。


「？　どゆこと？」


「ほら、屋根に、前から腐くさってる箇か所しよあったじゃん。あれって結局、誰か修しゆう理りしたの？」


「そういえば、誰も修理してない……あ！」


　イッコの言わんとしてることが分かったオレは、小走りでエクスに駆け寄り、店内を覗のぞいてみた。


　店内には予よ想そう通どおり、屋根の残ざん骸がいの上で伸のびてる偽ケンジの姿！　あいつ、よりによって問題の箇所を踏ふみつけたんだ……。


「こりゃ、後から店内の大おお掃そう除じ、確かく定ていね」


　イッコが、ため息交まじりにそう呟く。


　ったくケンジの奴やつ、面めん倒どうかけやがって。元のケンジに戻ったら、大掃除の時、こき使ってやるからな！





　　　　※




　偽ケンジを、従業員部屋の椅い子すにグルグル巻まきにしばりつけ。


　オレ、イッコ、ミニィちゃんは、騒そう動どうが終わった後、むきだしの妖よう刀とうムラマサを前に置いて、どうやって呪のろいを解とくか、緊きん急きゆう小会議を開いていた。


「どうします？」


「うーん。教会とかに何回も通かよえば、呪いが解けるっていう話は聞くけど……」


「でも、この時間に教会なんて開いてないでしょ。ていうか、ケンジがムラマサに取り込まれるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだし、なんか即そく効こう性せいのある、手てっ取とり早ばやい方法見つけないと」


　…………。全員、黙だまって考える。しかし明らかに、なにもいいアイデアが浮かんできそうにない雰囲気がぷんぷんしてる……。


「壊こわすか……」


　ボソッ。イッコが、過か激げきな事を口くち走ばしる。


「壊すってムラマサをですかぁ？」


「うん。そうすりゃ呪いも何もないでしょ」


「で、でも、いま現在、ケンジの意い識しきはムラマサの中にあるんだぞ。危き険けんじゃない？」


「イチかバチかよ。このままケンジ持っていかれるより、いいでしょ？」


　イッコは、どっから持ってきたのか、ドラゴン退たい治じ用ようのハンマーを握にぎり締しめた。確かにこのハンマーなら、たぶん破は壊かいできるけど、ホントに中のケンジは大だい丈じよう夫ぶなのか……。


【ちょっと待って……下さい……】


　その時。いま、まさに壊されようとしている妖刀ムラマサから、途と切ぎれ途切れに声がした。本物のケンジの声だ。


「おい、ケンジか！　大丈夫なのか？」


【それより……ムラマサを壊しちゃダメっス……ムラマサは……武器研けん究きゆうをするための……すんごい貴き重ちような……資し料りようになるんだから】


　消え入りそうな声で、何をお願いするかと思えば。この期ごに及およんで、コイツは何を言い出すかな……。


「あのなぁ、もっと自分の心配しろよお前。実際、大丈夫なのか？　喋しやべり方だって、エネルギー切れ寸すん前ぜんみたいな喋り方だぞ？」


【オレは鍛か冶じ屋……鍛冶屋たる者、いかなる状じよう況きようでも……貴重な刀かたなの保ほ護ご……最さい優ゆう先せん】


　ムラマサの中で、ボソッ、ボソッと宣せん言げんするケンジ。あーもう、武器狂ぐるいが……どうしろって言うんだよ……！


　…………。


　従業員部屋に、問題が行き詰づまった時独どく特とくの、焦あせりと苛いら立だちの混まじった熱ねつっぽい空気がたちこめる。


「んじゃ、偽ケンジを縛しばったまま、地じ道みちにムラマサ持って、教会通うしかないけど……アンタ、それまで意識保たもてるの？」


　イッコは、床ゆかの妖刀ムラマサに聞く。


「…………」


　しかし、返事はなかった。


「お、おい！　ケンジ！」


　オレは、慌あわてて床のムラマサを手に取り、ガチャガチャと揺ゆさぶる！


「う……ああ……マーガスか……なんか、異い常じように眠くて……」


　かろうじて、ケンジの返事は返ってきた。


　けど、これって、かなりヤバイ状じよう況きようなんじゃないの!?　消えかけじゃん！


　オレは、イッコを見た。イッコは黙って頷うなずき、ムラマサに歩み寄る。


「タイムリミットみたいね……。ケンジが元に戻もどるかわかんないし、戻ったとしても、武器と引ひき換かえに助けられた事を、アイツは喜よろこばないでしょうけど……壊すわ!!」


　スッ──ハンマーを振りかぶるイッコ。


「イ、イッコ……」


「失敗したら、アタシを呪いな、ケンジ！　みんな待ってんだから、さっさと起きろ、このバカ！」


　ブゥン！　ムラマサに向かって振り下ろされるハンマー！　これでもし、ケンジの意識まで粉こな々ごなになったら──頭をよぎる最さい悪あくの展てん開かいに、思わず顔をそむける。しかし、生か死か……ハンマーとムラマサが、火ひ花ばなを散らし激げき突とつする──その瞬しゆん間かんだった。


　ピカァアアアアアア……ムラマサの刀とう身しんが、青白く輝かがやき始めた。





　　　　※




「な、なに……？」


　思わずムラマサ破壊を中ちゆう断だんするイッコ。


「わかったわかったよ……僕が成じよう仏ぶつすればいいんだろ？」


　その声は、目の前の青白く光るムラマサからではなく、オレ達の背はい後ご、椅い子すにくくりつけられ伸のびていた、体はケンジ、意識はムラマサの、偽ケンジからだった。全員振り返る。


「え、じょ、成仏って……成仏してくれるんですか？」


「仕方ないさ。こんな青春ど真ん中パワーを見せつけられちゃ、退たい散さんするしかないよ……。それに、自分の存在が消える寸すん前ぜんまで、ムラマサをかばってくれたおチビさんを殺して、この世に留とどまるってのは、さすがに後あと味あじ悪わるすぎるしね……」


　困こまったように苦く笑しようしながら、偽ケンジ。


「で、でも、おチビさんだなんて言うけど、アンタだってまだ子供でしょ？　この世に未み練れんないの？」


　思わぬ展開に、まだ半信半疑の顔のまま、イッコが聞いた。しかし。


「ん？　オイオイ、誰だれが子供だよ。これでも、人間暦れき七○年、怨おん念ねん暦六年の超ちよう大おお御ご所しよだぞ？」


　偽ケンジは、心しん外がいそうに答えた。


「えっ!?　めっちゃ生きてるじゃん！」


　意い外がいな返答に、オレ達は驚きよう愕がく。


　ていうか、ジーサンならジーサンらしく、喋り方は「なになにじゃ！」とかにしといてくれよ。


「で、でもさ、しきりにママって呼よんでたけど……じゃああれはなんなの？」


　拍ひよう子し抜ぬけした顔で聞くイッコ。


　そうそう、あのママって言葉には、なんか可哀かわい想そうなエピソードが隠されてそうだ。


「ん？　ああ、あれはいきつけの飲み屋のママのことだよ。最近、顔みてないし」


　しれっと答える偽ケンジ。


「そっちのママかよ!?　じゃ、じゃあ、ムラマサに怨念として生きることになった理由は？」


「ん。七十歳の誕たん生じよう日びのとき、運悪く、女によう房ぼうのばあさんの他に、十二、三人の若い姉ちゃんとつきあってることがバレてさ。ブチ切れたばあさんに、家か宝ほうのムラマサでまっぷたつにされちゃって、それ以い来らい。あははは」


　…………。


　なんかこの人、同どう情じようの余地ないなー。


　さっさと成仏してくれ……。


「でも成仏って……自分の意い思しで、そんな簡かん単たんにできるんですかぁ？」


　ミニィちゃんが、素そ朴ぼくな質問をぶつける。


「できるさ。僕は、自分の意思で成仏を先さき送おくりにしてただけだからね。んじゃそろそろ行こうかな。ケンジ、たくましく生きなよ。３、２、１、グッバイ」


　シュウウウウ……ケンジが白しろ目めをむいたかと思うと、ケンジの体から煙けむりが昇のぼり……動かなくなる。以い降こう、変化ナシ。


「えっ!?　成仏終わり!?」


　あっさりしてんな～。


　ピカァァァ……そして今度は、さっきから青白く光っていた刀身から握にぎりこぶし大の光球が発はつ生せい、それはふよふよケンジの体に流れていく。スッ──ケンジの心しん臓ぞうあたりに、ゆっくり沈しずみ込こんでいく光の球。


「ん……ん？　あれ、オレ……」


　パチッ。ケンジの瞳ひとみに、力が戻もどってくる。


「ケンジ！」「ケンジ君！」「ケンジ！」


　全員、暖かい目で、ケンジの目覚めを見守った。徐じよ々じよに意識が戻ってきたらしいケンジは、目覚めるなり三人に囲かこまれている状じよう況きように気づき、少し怪け訝げんな顔つきになる。


「な、なにやってんスか、三人とも……あれ？　オレ、なんで寝てるんスか？」


　かったるそうに、ケンジは頭をかく。そうか、取り憑つかれてた時の記き憶おくはないのか？


「ん……ちょ、ちょっと、アレなんスか!?　く、またどーせジャンか誰かの仕し業わざだな……」


　ケンジは、店内に散さん乱らんする屋根の残骸やら木き屑くずを見て、いきなり憤ふん慨がいした。ていうか、こんだけ散ちらかしたのは、お前なんだけどな……。


「なにボサッとしてんスか!?　さっさと片かた付づけましょうよ。……相あい変かわらずみんな、グズなんだから……」


　おおー！　この生なま意い気きさ、流れるような憎にくまれ口！　オレとイッコとミニィちゃんは、顔を見合わせて思わず笑いあった。


　こ、これでこそケンジだ！


　ジャンなんかはがっかりするかもしれないけど、やっぱりケンジはこのケンジが一番しっくりくるし、これでいいんだ。きっと。
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「な、なにニヤニヤしてんスか、みんな……」


「いや、別に。お前がグズって言ってくれたのが、嬉うれしくてさ」


「……な、な？」


　ケンジは少しぞっとした表情を浮かべる。





　この日以い降こう、ケンジに憎まれ口を叩たたかれるたびオレ達は大おお喜よろこびする、という奇き妙みような状況（帰ってきたノンとドノヴァンはキョトンとしてたけど！）が、しばし続くのであった。


「ど、どうなってんスか……？」







ＥＮＤ
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「えーと、次はこの刀かたなか。名前は、キクイチ……キクイチ、モンジ？」


　午前七時。ベッドの中でもおかしくない時間。


　オレは、店内の木製カウンターの上に置かれていた、古くさい装そう飾しよくの施ほどこされた刀かたなを手に取り、しげしげと見つめた。


「モンジィ？　ふざけた名前ねぇ。猿さるじゃあるまいし……」


　一いつ緒しよに仕事をしていた、長い黒くろ髪かみ、勝かち気きな目つきの女子イッコが、口を挟はさんできた。


「でもさ、キクイチモンジってなんか聞いた事ないか？　もしかして名めい刀とうなんじゃ……」


「ないない。モンジよ？　もう、いかにもナマクラ刀！　って名前じゃない」


　断だん言げんするイッコ。うーん、そう言われると、そんな気もしてきた。


「そうだな。じゃ、売うり値ねは……一○○○○ドルクくらいにしとこうか？」


「いやいや、モンジごときに誰だれも一○○○○は出さないって。五○○○くらいでしょ？」


「そうだな。たかがモンジ、それくらいかな」


　というワケで、オレは、手にしていたペンで、値ね札ふだに五○○○、と書き込もうとした。


　その瞬しゆん間かん！


「じょ!?　冗じよう談だんじゃない！」


　バシッ！　ひったくるようにして、オレの隣となりで作さ業ぎようをしていた、スネた目つきの十二歳さいの少年ケンジが、キクイチモンジを奪うばった！


「ア、アホですかアンタら!?　菊きく一いち文もん字じっていうのは、東の大陸が生んだ、名刀中の名刀！　二○万ドルクの値段をつけたって、あっという間に売れる代しろ物ものっスよ！」


「えぇぇ!?　そ、そうなの？」


　あ、危あぶね。やっぱり、どっかで聞いた事あると思ったんだよ！


「へぇー。モンジ、意外に強いじゃん……」


　なんてイッコが驚おどろきながら言ってるが、


「ていうか、なんで知らないんですか……？　言っときますけど、菊一文字も知らない人間が働いてる武ぶ器き屋やなんて、世界でエクス・ガリバーウチだけですよ、たぶん……」


　情なさけなそうに、溜ため息いきまじりにケンジは言う。


　オレとイッコは、顔を見合わせ、何も言い返せない……！　うぅ……これでも、オープンの頃ころよりは、だいぶ武器知識はついてきたんだけど……。





　さて、オレ達三人は、朝の七時から集まって、一体何をやっているのか？


　知ってる人は知っていると思うけど、オレ達は、中央大陸南端の街まち『フラン』の西二番街かい道どうで、武器屋『エクス・ガリバー』を運営してる、未み成せい年ねんオーナーなんだ！


　半年前、怪あやしいオーナー募ぼ集しゆう広こう告こくに導みちびかれ。


　武器屋エクス・ガリバーには、一ひと癖くせも二ふた癖くせもある七人のメンバーが集まった。


　庶しよ民みん的てきな顔とよく言われ、手先が器き用ような事くらいしか取とり柄えの無い、オレ、マーガス。今ここにいる、ウチの店の実質的な大将、情熱の黒髪女子イッコ。最年少だけど、武器知識ナンバーワンの知ち恵え袋ぶくろ、十二歳児じケンジ。他に、オレと幼おさな馴な染じみの、つるっぱげにメガネの男子ジャン。メンバーで唯ゆい一いつ家庭を持つ、のんびりソボクな女子、ノン。煙えん突とつ掃そう除じの仕事もやってる、心優やさしき大男ドノヴァン。そしてこの前修しゆう学がく旅りよ行こうから帰ってきたら、分ぶん身しんしたり岩が砕くだけるようになっていた、金きん髪ぱつのブリッ子美少女ミニィちゃん。


　この七人で、エクスはずっと運営してきた。


　オープン当とう初しよから、客が来なかったり、詐さ欺ぎにあったり、金持ち少年に乗のっ取とられそうになったりと……トラブルが起こらない日は無い、ってくらいトラブル続きの毎日だけど。


　今日だってオレ、仕事とはいえ、こんな朝早く、規き則そく正しい時間に店に来て、仕入れた武器に値段とかつけてるし……。毎日やる事なくて、タダの水道水を高たか値ねで売りつけたりしてたあの頃よりは、なんだかんだだいぶ充じゆう実じつしてる気がする……。





　　　　※




　エクスは午前九時に店を開ける。


　今回のトラブルの発ほつ端たんは、九時ちょうど。


　ガタンッ！　店がオープンすると同時に、白髪しらがのガタイのいい老人が、店に駆かけ込こんできた事から始まった。


　ケンジは、店の奥に引っ込んで事じ務む作業をしてるし、イッコもお釣つりを用意するため、銀行に両りよう替がえに行ったから、今店内にはオレ一人だ。


　まぁ、今の時間帯は、あんまり混こまないから、一人で全然対応できるんだけど。


　オレは、エプロンの紐ひもをしっかり結び直して、店内に入ってきた老人に近づいていった。


「いらっしゃいませ～！」


　客は、とにかく、体つきのいい老人だった。


　身長は一八○センチくらいあるだろうか？　冬なのに何な故ぜか半はん袖そでだし、しかも汗だく。白髪で、口まわりの白しろ髭ひげがあるから、老人って決め付けてるけど、この人、果たしてホントに老人か……？


「ゼェ、ハッ、くそう、たった二○キロジョギングしただけで、こんなにも息が切れるとは……」


　膝ひざに手をつきながら、老人らしき男は悔くやしそうにそんな事を言ってる。二○キロって……それ、ジョギング……？


　とはいえ、どんな奇き妙みような客が入ってこようとも、お客様はお客様。オレ達は、常に平びよう等どうに接せつ客きやくしなければならない。


「いらっしゃいませ。武器をお探さがしですか？」


　とりあえずオレは、マニュアル通りに接客してみた。が！


「バカモンが！」


　ゴンッ！　信じられない速度で、オレの脳のう天てんに老人のゲンコツが突つき刺ささった！


「な、な……!?」


　え……？　ていうか……ゲンコツ？


　痛みよりも、オレは客にゲンコツされるという人生初はつの展開に、一瞬どうしたらいいか分からず、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


「ハァ、ハァ。こんなに息を切らした老人が店内に入ってきたというのに、何な故ぜマニュアル通りの対応をする!?　まずワシの体を心配せんか！」


　目の前で怒ど鳴なり散ちらす老人。


　う、確かに、言われてみればそうなのか……？


「す、すいません。あの、オレ」


「言い訳わけはいらん。態度で示しめせ。罰ばつとして、腕うで立たて一○○回」


「え、えぇ!?　今、ここでですか？」


「無む論ろん」


「あ、あのオレ、勤きん務む中ちゆうなんですけど……」


「客が来たら、ワシが接客しておいてやるから安心せい。ほれ、はよやらんかい」


「…………」


　呆然としながら、オレは仕方なく老人に従したがい、袖そでをまくって店の床ゆかに両手をついた。


「イチ、ニィ、サン……」


　黙もく々もくと、オレは腕立てを開始する。


　クッ……店内で、店員が床に手をついて必死に腕立てしてる武器屋……。不ぶ気き味みがって、普通のお客さん、入ってこれないよ。


　でも、なんでだろ……何故か、この老人には逆さからえない。ていうか、ずっと昔にも、こんな事があったような気が……。


　そして、腕立ての回数が三○を超こえ。


「うらぁ！　腰こしが下がっとるぞ！　シャキッとせんかい！」


「ゼェッ、ハァ、ゼ、ハッ……」


　もはや限界。腕もプルプル震ふるえ、身動きが取れなくなり始めた頃。


「あれ？　もしかして、セバス先生？」


　エクスの入り口から、聞き慣なれたイッコの声が聞こえ──その瞬間、オレは床に倒たおれこんだ。





「おお！　イッコ！　懐なつかしいのう!!」


　入り口から入ってきたイッコを見るなり、老人は笑顔を浮かべ、オレそっちのけでイッコに寄っていった。


「うっわ～、ホント久しぶりねぇ。卒そつ業ぎようして以来だから、八年ぶり？　アタシの事覚えてんの？」


「教え子の名前は、全部覚えとるよ。だいたい、お前みたいな問もん題だい児じ、忘れるかい！」


　楽しそうに会話する、イッコと老人。


　ずいぶん親したしい間あいだ柄がらみたいだけど……？


　そういや、さっきイッコがあの老人の事をセバス先生って呼よんでたっけ……。セバス……セバス……。セバス!?


「あ！　え？　セバスって……もしかして、あのセバスチャン？　セバスチャン先生？」


　オレはふと思い出し、呆然と呟つぶやく。


「おいおい、ワシが誰か分からず接客しとったんかお前は……。相あい変かわらず能のう天てん気きな奴やつぢゃなあ」


　苦笑し、呆あきれるように言うセバス先生の姿に、オレはようやく、いろいろと思い出し始めた。


　フランでは、学校は年ねん齢れい別べつに、三段階に分かれている。


　五歳～九歳の、基き礎そ学校。十歳～十四歳の、高等学校。十五歳～十八歳の、最さい終しゆう学校。


　このセバス先生は、オレが基礎学校に通かよっていた時、ドラゴン・フィットネス（ドラゴンに遭そう遇ぐうした時のための、体作りと知識づけを行うフランの学校の必ひつ修しゆう授じゆ業ぎよう。通つう称しようゴン・ネス）を教えていた、ゴン・ネス教きよう師しだったのだ！


　どうりで罰としての腕立て、やった記憶があったワケだ。オレ、けっこう怒おこられたんだよな……。


「でも、ホントに先生どうしたの？　武器買いに来たワケじゃないでしょ？」


　イッコが聞くと、セバス先生はキョロキョロ辺あたりを見回して、


「ふむ。実は、お前達に相談があって来たんぢゃが……ノンとジャンはどうした？　あの二人もここで働はたらいてると聞いたんぢゃが」


「へ？　ああ、ノンとジャンは、昼ひる番ばんだから、一二時頃に来ますけど……」


「だったら、それまで待たせてもらおう。一度に話した方が早いからの」


　そう言うとセバス先生は、暇ひまつぶしなのか、店内の武器を興きよう味み深そうに一つ一つ見始める。


　相談って何だ……？


　オレとイッコは、全く想像できず、顔を見合わせるしかなかった。





　　　　※




「俺おれ達たちが──ゴン・ネスを教えるぅ!?」


　狭せまい従業員部屋に響ひびき渡わたる、疑ぎ問もんの声。


　昼過ぎ、店番をケンジに任まかせて、オレとイッコ、そして出しゆつ勤きんしたジャンとノン、四人の教え子軍団は、従業員部屋で先生の話を聞き始めたんだけど……。


「まあまあ、落ち着いてくれ。そう突とつ拍ぴよう子しもない話でもないんだ」


　ビックリしたオレ達を制せいするように、セバス先生が穏おだやかな声で言う。


「いや、突拍子ねぇだろ、どう考えても……」


　オレの隣となりで、呆れるようにジャンが呟く。


「いいかお前達、ゴン・ネスというのは、ドラゴンとの戦いに備そなえる授業。そこで、戦せん闘とうに欠かせない〝武器のいろは〟を現げん役えき武器屋が講こう義ぎする。それが、そんなにおかしい事か？」


「そ、そう言われると……そうでもないですけど」


　ちょっと納なつ得とくしそうになるオレ達。


「でも、センセー。どうしてわたし達に授業を頼たのむんですかー？」


　ノンが、のんびり、不ふ思し議ぎそうに聞く。


「そうだよ。つーか、俺達に授業押し付けて、先生はその間何してんだ？」


　続けて聞くジャン。するとセバス先生は、


「うーむ……。や、実はな。最近、体の調ちよう子しが悪いから、三日ほど、検けん査さ入にゆう院いんする事にしたんぢゃ」


　しみじみと、意外な事を言い出した。


「え？　ど、どこか悪いんですか？」


「まぁ、ワシも今年六五だからな……マーガス、お前はさっき見てたぢゃろ？　たかが二○キロ走っただけで、息など切らして……ハッキリ言って、事態は深刻ぢゃろう」


　シリアスな顔つきで、セバス先生は言う。


　……ってオイオイ、冷静に考えたら、二○キロ走って息ひとつ切らさない六五歳の方が、よっぽど問題あると思うんですけど……？


　セバス先生は、気にせず続ける。


「で、入院中の代かわりを探さがしとったんぢゃが、フランはゴン・ネス講師が不足しとって、三日も代だい行こうを頼める人物がおらんのだ。そこで、お前達が、西二番街道で武器屋をやってる、というウワサを思い出してな。思い切って頼もうと思ったんぢゃが……まあ、無理には頼まんよ。ワシが、頑がん張ばればいい話だからな……ゴホゴホッ！」


　わざとらしいくらいのタイミングで、調子悪そうに咳せき込こむセバス先生。


　うーむ。そんなセバス先生を見て、オレ達四人は顔を見合わせ、小こ声ごえで作戦会議。


「ドースル？　ゴン・ネス講師代行……」


「やってあげようよー。センセーを、病院に行かせてあげよー？」


　ノンが即そく座ざに言う。


「アタシも賛さん成せい。ウサン臭くさいけど、先生、実はホントに調子悪いのかもしれないし」


　イッコも、少しマジメな顔で言う。


「でも、今日だって、エクスまで二○キロ、ジョギングしながら来てるんだぞ？　メチャクチャ元気な気もするけど……」


「いや、普通のものさしで考えちゃダメよ。相手はセバス先生なのよ？　あのバケモノじいさんが二○キロ走っただけで息切れするって事は……深しん刻こくな症しよう状じようを予告するサインなのかもしれない」


　低い声で言うイッコ。


　確かにセバス先生のバケモノぶりは、基礎学時代から有名だった。一番有名なのは、郊こう外がいで自分の教え子に襲おそいかかろうとしていた野生の淡水竜レイク・ドラゴンの群むれを、たまたま見つけ、一匹残さず素す手ででボコボコにしたっていうあれだろう……。


「むぅ……ジャン、どーする？……講師代行、引き受けようか」


　オレはジャンに聞く。


「うーむ。ルイニの時に同情して痛い目見て以来、俺、可哀かわい想そうな老人恐きよう怖ふ症しようなんだけど……。今回は断ことわれねぇよな、さすがに……」


　ハァ、と溜ため息いきまじりにジャンは答えた。


「決まりね」


　そう言うと、イッコは先生に近づいていく。


「先生、依い頼らい、引き受けてあげる。ガキどもに、武器のいろはを叩たたき込こめばいいんでしょ？」


「お、おお!?　やってくれるか！」


　パッ、と表情を輝かがやかせ、セバス先生。


「ま、恩おん師しの頼みじゃ仕方ないしね」


「すまんな、恩にきるぞ。給きゆう料りようもたっぷり出すからな！　やぁ、よかったよかった。てっきり断られるものだとばかり……ほれ」


　そう言うとセバス先生は、自分が持ってきていた黒の竜りゆう革がわのカバンに手をつっこみ、いきなり、何やらプリントを取り出した。それを、オレ達四人に、各自一枚ずつ配くばる。


「ん……？　へ？　なんですか、これ？」


「ああ、お前達が担たん当とうする生徒達の名めい簿ぼと、教室までの地図ぢゃよ」


　笑顔で言うセバス先生。


「へ？　地図って？　アタシら、学校の場所くらい覚えてるけど」


「学校？　何を言っとるんぢゃお前は。ワシは六五、基礎学教師は、とっくに定てい年ねん退たい職しよくしとるよ？」


　ビックリしたような顔で言うセバス先生。


「ええ!?　だ、だったら……オレ達、どこの誰だれにゴン・ネスを教えに行くんですか？」


「は？　説明してなかったか？　ワシは退職してから、個人でゴン・ネスを教える『セバスチャン教室』というゴン・ネス塾じゆくをやっとるんぢゃが」


「ゴ、ゴン・ネス塾ぅ～!?」


「そ、そんなのあるんだ!?」


「そうぢゃ。塾は毎日夕方五時から、一日二時間。明日から三日、早さつ速そく頼むぞ。ぢゃあな、お疲れさん」


　オレ達の態度が変わった事に気づいたのか、それだけ言い残すと、セバス先生はそそくさとエクスから去っていった。


　残されたオレ達は、呆ぼう然ぜん。


　こうして、オレ達の『エクス・ガリバー、恐怖の塾講師代行編』が、スタートするのである……！





　　　　※




　地図によると、セバスチャン教室は、案外近所、西二番街道、エクスからは徒歩一○分程度の場所にあった。


「でも、考えようによっちゃ、学校の授業任まかされるより、楽だったのかもしれねぇな」


　呟つぶやいたのは、ジャン。


　夕暮ぐれの西二番街道。


　一度引き受けた以上仕方なく、オレ達は『セバスチャン教室』へ、授業をするべくダラダラと向かうハメになっていた。


　名簿で確認すると、塾に通う生徒は、下は六歳～上は十二歳まで、全部で一○人。


　一○人だし、ジャンの言う通り、学校の授業を任されて五クラスとか見なくちゃいけなくなるより、マシだったのかもしれない。


　教室へ向かう講師メンバーは、オレ、ジャン、イッコ、ノンの四人に決まっていた。


　ケンジ達の協力を得るかどうか迷まよったんだけど、たった三日だし、セバス先生の直接の教え子であるオレ達四人だけでなんとかする事になった。


「でも先生も、自分が入院する間くらい、塾お休みにすればいいのにねー」


　苦笑しながらノンが言う。が、セバス先生に貰ったプリントによると、


「塾は年中無休、開設以来五年間休みの日が無いのがウリ」


　……らしい。


　そんな部分ウリにするから、生徒が一○人しか集まらないんだよ……。
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「あっ。あれじゃない？　セバスチャン教室」


　イッコが立ち止まり、指差す先には、二階建だての古く四角い建物。


　一階にひっそり店を構かまえるパン屋の上に、『セバスチャン教室』という看かん板ばんがくっついている。


　ガタガタ──冷たい北風に吹かれ、寂さびしく揺れる看板。その光景を見て、オレはますます不安になる。


「ゴン・ネス塾……どういう場所なんだろ？」


　結局セバス先生には聞きそびれたし、塾の内部は得え体たいの知れないままだ。


「ま、ビビッてても仕方ないでしょ。所しよ詮せん相手はガキんちょ。日々社会の荒波にもまれてるアタシ達の、敵じゃないわよ」


　そう言うとイッコは、外の階段を上り、二階のセバスチャン教室へ入ろうとする。


　慌あわててついていくオレ、ジャン、ノン。


「行くわよ！　サン、ニィ、イチ……ＧＯ！」


　蹴け破やぶるように扉とびらを開け放はなったイッコを先頭に、オレ達は、とうとう教室内へ突とつ入にゆうした！





「なっ!?」


　最初に声をあげたのは、ジャンだった。


　教室そのものは、少し狭せまいくらいで、何の変へん哲てつも無かった。


　正面には黒板と教きよう壇だん。安っぽい勉強机づくえが縦たてに四人分並んで、それが横に三列、生徒十二人分。いかにも〝教室〟って雰ふん囲い気きだ。


　しかし、その机に座すわっている生徒の様子がハンパじゃない！


「あ、来た来た！」


「わー、あれが臨りん時じの先生？　優やさしそう！」


　教室内に入ったオレ達に気づいて、生徒達は何やら楽しそうに振り返って見てくるが、


「ちょ、ちょっと待てやぁぁぁ！」


　もはや耐たえられない、とばかりに、ジャンが叫さけんだ！


　つかつかと教室の真ん中まで進んで、信じられないという表情で周まわりを見渡し、


「お、お前ら、何で全員空くう気き椅い子すなんだ!?　椅子は!?　椅子はねぇのかよ!?」


「え、椅子？　塾って普通、椅子が無いもんなんでしょ？　先生が言ってましたけど」


　右の列の、一番前に座ってる（空気の椅子の上に）、いかにもお人ひと好よしそうな、十歳くらいの茶ちや髪ぱつ男子が、空気椅子のままニコニコと即そく答とうした。


「ん、んなワケあるかぁ！　あのジジイ、どんだけスパルタ教育施ほどこしてやがる……！　お、おい、キツイだろ？　とにかく、空気椅子なんかやめて、机の上にでも座れよ？　な？」


　ジャンがオロオロしながら言うが、


「うーん、でも。最初の頃はキツかったけど、今はもう慣なれて、椅子なんかあってもなくても一いつ緒しよなんですけど……」


　平然と恐おそろしい答えを返す茶髪君。


「い、いいから、とりあえず空気椅子やめろ。見てるこっちが気になるんだよ……」


　ジャンの命令を聞き、ガサゴソ、生徒達が全員、机の上に腰を降おろした。


「中々の荒波にもまれてるじゃない……！」


　隣となりのイッコが、ちょっと悔くやしそうにそんな事を呟つぶやいた気がした。





　とりあえず、オレ達四人は教壇の向こうへと移動。


　さっきの流れで、そのままジャンが場を仕し切きる事になった。


「何から話せばいいのやら……まず、俺達は、今日から三日間、この塾の講師を臨時で務つとめる事になった……」


「知ってます！　伝説の武器屋、エクス・ガリバーのオーナーさん達ですよね!?」


　例によって、あの茶髪君が目をキラキラさせながらそう言った。


「伝説、の武器屋……？」


　オレ達四人は、顔を見合わせた。


「武器屋なのに、Ａ級ドラゴンである灼しやく熱ねつ竜りゆうを秒びよう殺さつしたとか、大だい企き業ぎようライブウィンドウを買ばい収しゆうしたとか。それに、英えい雄ゆうロト・セブンを負かした事もあるんでしょ？　先生が、そう言ってましたよ？」


「へ？　い、いや、それはな……」


　灼熱竜を秒殺したのは、ロト・セブンだし。


　ライブウィンドウは、買収したんじゃなくて、されそうになったんだし。


　そしてセブンさんに勝ったのは、あくまでドノヴァンが、腕相撲で勝っただけ！


　しかし、生徒達はそんな真実を知らず、羨せん望ぼうの眼まな差ざしでオレ達を見つめてくる。


「凄すごいよなぁ。ロト・セブンより強いなんて」


「しかも、ライブウィンドウを買収しちゃうほどのお金もあるんだぜ！」


「そんな人の講こう義ぎ受けられて、私達幸せね！」


　超ちよう盛もり上がる生徒達。


　う～わ、いまさら真実は言い出せない雰囲気……セバス先生、よく知らないのに適当な情報流さないで下さい……！


「フン……伝説の武器屋、か。本当かなぁ？」


　と、盛り上がる教室の空気に、水をさす様な声が静かに響ひびき渡った。


　言ったのは、教壇の真ん前、真ん中の列の先頭に座る、群ぐん青じよう色いろの髪に、黒くろ縁ぶちメガネをかけた、ちょっとクールな雰囲気のコドモ。十歳くらい？


「なんだよロビン！　先生の言うことを疑うたがうのか？」


　茶髪君が、ちょっと不満そうに横から発言。


　するとロビンと呼ばれたメガネ少年は、


「信じろって言う方が無理な話さ、ディアス。だいたいお前達は単たん純じゆんすぎるぞ。見ろよ、コイツらのスキだらけ、しまりの無い顔を。どう考えてもそんな凄い人物には見えない。ロト・セブンを倒したのだって、どーせ、トランプとか指ゆび相撲ずもうとか、しょーもない競きよう技ぎで倒しただけじゃないのか？」


　限りなく正解に近い、鋭するどい推すい理りを見せるロビン。うーん、大したコドモだ、一ひと目め見ただけでオレ達の本質を見抜いてる……！


　オレ達四人は、腹を立てる、というよりも、むしろ感心してしまった。


「誇ほこり高たかきセバスチャン教室の講師には、ふさわしくないんじゃないかな？　カトリーヌ、君もそう思わないか？」


　自分の推理に満足したのか、皮ひ肉にくっぽい口く調ちようでロビンは自分の隣に座る女子に聞いた。


「思わないわ」


「な、何!?」


　ロビンに話を振られた、カトリーヌちゃんとやらは、バッサリ話を断たち切きった。


　黄おう金ごんのような金髪の巻まき毛げ、真っ赤なドレス……見た目は、やはり十歳くらいなんだけど、発してる雰囲気は、とてつもなくゴージャスだ。


「私には分かるわ。この先生方が、あえてスキを作り、親しみやすさを演出しているという事が。特にあのつるつる頭の先生は、一目でこの教室に椅子が無い事を見抜いた。タダ者じゃないわ……」


　頰ほおを少し赤らめ、ジャンに熱ねつ視し線せんを送るカトリーヌ。いやいやいや……。


「カ、カトリーヌ……君は、あんなつるっぱげがいいのか!?」


　可哀想なくらい取り乱みだしながら、ロビン。


「つるっぱげだなんて、お下げ品ひんな……私がどんな殿との方がたに心を奪うばわれようと、あなたには関係ないでしょ、ロビン」


「くっ……違ちがいない」


　ガクッ、と落ち込むロビン。


　あのなぁ……お前ら。


「えっと……そろそろ授業を始めていいかしら？」


　脱だつ力りよくしきった声で、イッコが言う。


　セバスチャン教室……予想以上に、問題児が集結してるみたいなんですけど……！





　　　　※




　授業は、思った以上に盛り上がった。


　イッコの、武器は一いち撃げきで壊こわれるべき、という『ビッグバン理論』は、生徒達の思考に風かざ穴あなを開け。


　ノンの、武器は普段から自分の生活に馴な染じんでいる物を使うべき、という『包ほう丁ちようモップ理論』は、特別ゲスト、ドノヴァンのロンギヌスのモップと、ノンのエンジェル・ボウの実演のおかげで、凄すさまじい説得力を発はつ揮きし。


　そして、『ジャンケンによる相手の戦意喪失講座』を行ったジャンは、ロビンをジャンケンで一○○連れん敗ぱいさせボコボコにした後、生徒達に神のような人気を得ていた。


　オレの『ピッキング教室』は、イマイチ人気を得なかった……。


　とにかく、一日二時間の講こう習しゆうは、あっという間に終わっていった。


　最初こそ、生徒達とどう接したらいいか分からなかったオレ達だったけど、毎日顔を合わせれば、不思議と情が移るもんで、みんなそれぞれ、可愛かわいく思えてくる。


　ロビンやカトリーヌなんかも、妙みような性格してるけど、まだまだコドモな一面もあるし、慣なれたら可愛いもんだ。


　年ねん齢れいが近いせいか、生徒の方もオレ達に懐なついてくれて、ジャンケン一○○連勝でカリスマと化したジャンはもとより、優しい性格で、女子から料理の質問をされたりするノンや、短気だが、その男らしさ（？）に惚ほれる男女が続出のイッコ。


　そして、なんか一番気楽に話せる、とかいう理由で、オレの事も、けっこう慕したってくれていた。


　そして、密度の濃こい三日間は、飛ぶように過ぎ去り……瞬またたく間にオレ達は、三日目の授業を終え、別れの挨あい拶さつのときを迎むかえていた。


「えー、明日から、セバス先生が帰ってきます。というワケで、オレ達の役目は、ここで終わります。短い間でしたが、ありがとうございました」


　パチパチパチパチ……沸わき起こる拍はく手しゆ。


「先生、これどうぞ！」


　あのお人ひと好よしの茶髪少年ディアスを始め、四人の生徒が教きよう壇だんの前まで来て、ゴージャスな、大きな花はな束たばを持ってきてくれた。


「三日間、ごくろうさまでした！」


「あ、ありがと……」


「うわ、俺、花束なんか貰もらったの初めてだよ」


　不ふ覚かくにも、オレ達はけっこう感動してしまった。ちょっと目め頭がしらが熱くなる。


「さて……それじゃ、そろそろ行きましょっか。アンタ達も、もう暗いんだから、気をつけて帰るのよ？」


「はーい！」


　元気よく返ってくる返事。


「あれー？　そういえば、ロビンとカトリーヌがいないねー？」


　ふとノンが、辺あたりを見渡しながら言う。


「ホントだ。あれ？　授業の時いたよな？」


「ああ、ロビンとカトリーヌなら、何やら階段の下で口くち喧げん嘩かしてましたよ。いつもの事なんですけどね」


　ディアスが、苦笑しながら教えてくれた。





　　　　※




「ロビン、放はなしなさい！　先生方に、挨拶ができないじゃありませんか！」


　セバスチャン教室を出て、階段を下りると。建物の陰かげから、話し声が聞こえてきた。


　ホントだ……ロビンとカトリーヌが、何やら口論してる。


「どうする？」


「そりゃ聞いてくだろ？」


　と、いうワケで、オレ達は野や次じ馬うま根こん性じよう丸出し、二人から見えない角度の位置から、聞き耳を立て始めた。


「いやだね、放さないぞ。君は、挨拶だけじゃなく、他の事もするつもりなんだろ？」


「なな、何を！　私は別に……ただ、三日分のお礼を、先生方に言いたいだけですわ！」


「ウソだね。君の魂こん胆たんは分かってる。気持ちを伝えるつもりなんだろ？　ジャン先生に」


「……その通りよ。私は今夜、ジャン先生に愛の告白をする!!」


　その言葉を聞いた瞬間。オレ、イッコ、ノンの視線がジャンに集まった。


「な、何で俺を見てんだ、お前ら……！」


　押し殺したような声で、ジャンは言う。


「いや？　ただアンタが、あのコの気持ちにどう応こたえるのかなーって」


「ど、どうもこうも……十歳さい児じの女子に何か言われたからって、なんだってんだ？」


「でもさジャン、カトリーヌって、けっこう美人になりそうな雰ふん囲い気きだぞ？」


「そうね。金持ちだし。いい事ずくめじゃん」


「うんー。ジャンとカトリーヌって、けっこうお似に合あいかもー？」


　ノンに言われ、ぐっ、と呻うめくような声を漏もらすジャン。


「と、とにかく。俺は、カトリーヌの気持ちには応えねぇ！　そこは、ハッキリさせとく！」


「ふーん？」


　ひとしきりジャンをからかい終え、オレ達は再びロビンとカトリーヌの話に聞き耳を立てる。


「やめておけよ、あんなウサン臭くさい男！　水道水を、名めい水すいと偽いつわって売るタイプだぞ、あれ」


　またしても凄すさまじい洞どう察さつ力りよくを発はつ揮きするロビン！　しかし。


「そんなワケないでしょ……本当に貴方あなたって、人を見る目が無いわね。とにかく、そこをどいて頂ちよう戴だい。私は行く。あの方の傍そばに……」


「オ、オレじゃ、ダメなのか！」


　必死に叫さけぶ、ロビン。


　お、おお！　告白しやがった！　衝しよう撃げきの展開に、ますます聞き耳を立てるオレ達。


「お前の傍にいるのは、オレじゃダメなのか、カトリーヌ!?」


「ダメ」


「えぇぇ!?」


　あまりにあっさり、斬きって捨すてるカトリーヌ。


「私は、名門レヴァーティン家の一人ひとり娘むすめ。強い男と結婚しなければいけない宿命さだめ」


「オ、オレはセバスチャン教室首しゆ席せきだぞ!?」


「あのお方に一○○連敗もしておきながら……よくもそんなセリフが言えますわね」


「！　でもあれはジャンケン……」


「くどいわね。私は行きます。さよなら」


　カトリーヌが物もの陰かげから姿すがたを現あらわした瞬間。


　だっっ！　オレ達四人は、なんとなくその場を逃にげ出した！


「最近の十歳児って凄すごいわねぇ？」


「ていうか、アイツらホントに十歳……？」


　振り向くと、カトリーヌは教室へと続く階段を上がっていくところだった。オレ達の事に、気づいていないらしい。


「最後に凄いの見ちゃったけど……とにもかくにも、これで代行講師もオシマイね」


　走りながら、イッコが言った。


「楽しかったねー。またセンセイやりたいな」


　ノンが言う。


　ホント……けっこう楽しかったよなぁ。


　オレはもう一度振り返り、セバスチャン教室のある、四角い建物を見た。


　ばいばい、セバスチャン教室。


　これから、大きくなるにつれて、いろいろあるだろうけど……ガンバレよ、お前ら！





　　　　※




　ところが、オレ達の『塾講師代行編』は、まだ終わりではなかった。


　最後の授業を終えた翌よく日じつ。


　オレは、昼番だったので、太陽が高々と上がった一二時前に、ジャンと一いつ緒しよにエクスに出勤した。


「オツカレー」


「あ、マーガスさん、ジャンジャン！　オハヨーございます☆」


　剣けんを鏡代がわりに顔をチェックしていたミニィちゃんが、オレ達が来るなり慌あわててそれを隠かくし挨あい拶さつした。自分大好きのミニィちゃんは、手持ち無ぶ沙さ汰たになると、剣に自分を映して見るクセがある……！


「そういえば今朝、マーガスさん達の生徒さんが、エクスに来てましたよ？」


「え？　生徒？　誰だれ？　どんなヤツ？」


「えーとぉ……」


　難むずかしい顔で、考え込み始めるミニィちゃん。


「群ぐん青じよう髪の、メガネをしたコドモだったよ」


　答えられそうにないミニィちゃんに代わって答えたのは、店の奥から出てきたドノヴァンだった。


　ていうか、群青髪の、メガネっ子って……。


「ロビンかな？」


「だよなぁ。何か用事か……？」


　顔を見合わせるオレとジャン。


「店が開くのと同時くらいに来て、菊きく一いち文もん字じ持って行ったよ。課か題だいに使うんだって？」


　ニコニコ笑顔で言うドノヴァン。


　一瞬、聞き間ま違ちがいかと思った。


「か、課題!?　な、何言ってるんだドノヴァン。講こう師しは、昨日で終わりだぞ？」


「えぇっ!?　でも、マーガス達の講義が、一日延のびたって言ってたよ？　とにかく、ウチに置いてある武器で、一番攻こう撃げき力ある武器がいるって」


「なんか、凄く深しん刻こくな顔してたから、菊一文字貸かしちゃったんですぅ」


　ミニィちゃんが言う。


「オイオイオイオイ……？」


「何考えてんだ、アイツは……」


　なんかややこしい展開になってきたぞ……。


「菊一文字は二○万……シャレになんねー」


　ジャンが、真ま面じ目めな顔で言う。


「とにかく、今日も時間になったら塾じゆくへ行ってみよう。ロビンがいるはず──」


「先生！」


　オレの言葉を遮さえぎるように、エクスの扉とびらが開き、転ころがるようにして、店内に一人の女の子が入ってきた！


「え？　カトリーヌ!?」


　そう、息も絶たえ絶だえに入ってきたのは、金きん髪ぱつのお嬢じよう様さま十歳児、カトリーヌだった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶかよ、オイ……」


　ちょっと警けい戒かいしながらも、ジャンがカトリーヌに近づいていく。


「先生！　大変な事になってしまいました！　コレを……」


　がさ、と一枚の紙切れ──手紙を差し出すカトリーヌ。


　ジャンは受け取り、オレに見えるようにそれを広げた。












　親愛なるカトリーヌへ。





　昨日はいろいろ失礼を言ってしまい、申し訳わけ無かった。しかし、オレはどうしても、このまま指をくわえて黙だまっている気にはなれない。


　オレは、ジャンを超こえなければならない。ジャンケンで一○○連勝してしまうような、あの神がかった力を持つ怪物を超えるために、オレは飛とび火ひ巣そう窟くつへ行く。見ててくれカトリーヌ。オレは、強く生まれ変わって帰って来る。





　セバスチャン教室出席番号七（首席）。




ロビン・オブライアン














「ゲッ！　飛び火巣窟!?」


　飛び火巣窟！　オレ達が、借しやつ金きん返へん済さいのために死ぬ気で挑いどんだ、あの因いん縁ねんの洞どう窟くつ！


　灼しやく熱ねつ竜りゆうはセブンさんが倒してもういないけど、ドラゴン・ドッグという、サメのようにびっしり生はえた鋭するどい歯をガチガチ鳴らしながら、首から上だけで動き回る、獰どう猛もうなドラゴンはウジャウジャ棲せい息そくしてる！


　そんな場所に、十歳のロビンが一人で行ったりしたら……！　結果は簡かん単たんに想像できる。瞬またたく間に、骨も残らないだろう……！


「どーする？　聖堂騎士団テンプル・ナイツでも呼ぶか？」


　ジャンが、青ざめた顔で聞いてくる。


　でも、聖堂騎士団テンプル・ナイツなんか呼んだら、ロビンが菊一文字を持ち出した事まで調査されて、大おお事ごとにされかねないぞ……！
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「オレ達で、なんとかするしかないだろ……。一応オレ達、アイツの先生なんだし」


「く……手のかかる生徒だなぁ、コンチクショォ」


　ヤケクソ気味に言い、ジャンが支度したくを始めた。


「マーガス、ボク達も行こうか？」


　ドノヴァンが言ってくれたが、


「いや、ただロビンを連れて帰るだけだから、オレとジャンで大丈夫。店の事もあるし」


「無茶しないで下さいね……」


　ミニィちゃんの思いのこもった言葉に、オレとジャンは無言で頷うなずいた。





「しかし、飛び火巣窟……けっこう遠いぜ？　走って追っても、何時間かかるか……」


　準備完了、エクスを出ようとした時、ジャンが言う。


「ジャン先生、大丈夫ですわ！　私が、店の前に竜りゆう車しやを待たい機きさせております！」


　言ったのは、いつの間にか息を整え、毅き然ぜんと立ち上がっているカトリーヌ。


「マジで!?　た、助かるけど」


「まさか、お前もついてくるつもりじゃねぇだろうな？」


「もちろん。今回の事件の発ほつ端たんは、私なんです！　それに、竜車はレヴァーティン家の自家用車、私が従じゆう者しやに言わないと動きませんわ」


「……けどなぁ」


「私もセバスチャン教室の一人、足手まといにはなりません！　連れて行って下さい！」


　必死の形ぎよう相そうで言うカトリーヌ。


「……分かったよ。よし、行こう！」


「決まったら、さっさと乗ろうぜ。ロビンが洞どう窟くつに辿たどり着つく前に止めないと、何もかも手て遅おくれだからな……」


　話は決まった。


　竜車に乗り込むべく、オレ達はエクスから飛び出す。その瞬間！


「マーガスー、ジャーン。おでかけー？」


「どこ行くの、アンタら？」


　エクスに来ようとしていたノンとイッコが登場！


「ああ、えっと……説明してるヒマ、無い！」


「ちょ、ちょっと……ったく！」


　オレ達が乗り込み、動き始めた竜車に、ワケが分からないまま、イッコとノンも飛び乗ってきた。


「どーなってんのよ、説明してよ」


「ま、いっか……とにかく、ロビンのピンチなんだ！　飛び火巣窟へ行く！」


　ガタゴトガタガタタッ！　石いし畳だたみの上を車輪が回り、竜車が加速する！


　待ってろよ、ロビン……絶対助けてやるからな……！





　　　　※




　竜車は飛ぶようなスピードで飛び火巣窟へ到とう着ちやく！　オレ達四人とカトリーヌは、入り口前に即そく座ざに集結した！


「結局、道中ロビンはいなかったわね……」


「けど、果たしてロビンがここにいるかどうかも分かんねぇな……。いたとしても、この洞窟、けっこう広いんだろ？　当ても無く捜さがし回るんじゃ、キリが無ねぇぞ」


　ジャンが苦にが々にがしい顔で言う。


「大丈夫です！　これをご覧らんになって！」


　入り口付近の地面を指差し、カトリーヌが叫さけんだ。そこには、何やら薄うすく黄色に発光する、ビスケットのような物が落ちている。それは、点々と奥へ続いていた。


「これは、セバスチャン教室七つ道具の一つ、ダンジョンプレート。帰り道、迷まよわないように落として行くんです。さすがロビン、首しゆ席せきだけの事はありますわ」


　誇ほこらしげにカトリーヌが言う。


「じゃあ、このプレートを追いかければ、ロビンのいる場所に辿たどり着くんだー？」


　ノンが嬉うれしそうに言うが……それには、誰も答えられなかった。


　辿り着いたとしても、中に入った以上、ロビンは既すでに間ま違ちがいなく、ドラゴン・ドッグに襲おそわれてるだろう。果たしてどんな姿になっているか……。


「考えてても仕方ないわ。行きましょう」


　ぽん、とオレの肩に手を置いてから、イッコが洞窟の中に目をむける。


　オレ達の、二度目の飛び火巣窟探たん索さくが始まる……！





「キエエエェェェ！」


　しかし。前回の探索時と違って、今回は、全く緊きん張ちよう感が無かった。


「キエエエェェェイ！」


　轟とどろく奇声。


　ガンッ！　尋じん常じようじゃない脚きやく力りよくに蹴けり飛ばされたドラゴン・ドッグが、また一匹壁かべに叩たたきつけられ、動かなくなった。


「オホホ。セバスチャン教室の生徒である私に、ただ飛び掛かるだけなど愚ぐの骨こつ頂ちようですわ！　失うせろっ！」


　ガンッ！　ガンッ！


　片かたっ端ぱしから蹴散らされていく、進路上のドラゴン・ドッグ。ええぇぇぇ……。


「カ、カトリーヌ。アンタ、一体……」


　驚きよう愕がくの眼まな差ざしで、イッコが言う。


「灼しやく熱ねつ竜りゆうを秒びよう殺さつした先生方には、遠く及およびませんが、私も一応、教室内では次じ席せきの立場にいますので……。ジャン先生、蹴っ飛ばすなんて野や蛮ばんな真ま似ねをして申し訳わけございません。お許ゆるしになって」


「ハ、ハイ、全然大だい丈じよう夫ぶです、ハイ……」


　壁にめり込んで絶命したドラゴン・ドッグの姿を見たジャンが青ざめ、敬けい語ごで答える。


「この強さ……どーりで、空気椅い子すにも顔色一つ変えないワケだわ……」


　イッコが呆あきれるように言った。


「なんか俺、あんましロビンが心配じゃなくなってきたかも……」


　ジャンが、脱力したように呟つぶやく。


　確かに……次席のカトリーヌがこの強さ、首席のロビンはどんな怪物なんだよ……。





　そして。オレ達は、ほどなくロビンの元に辿り着いた。


　セバスチャン教室を、二つ分合わせたくらいの大きさの、広めの空くう洞どう。


　その中心で、ロビンは肩で息をしながら、汗をぬぐっていた。手には、名めい刀とう菊きく一いち文もん字じ！


「ロビン！」


　誰よりも早く、カトリーヌが走り出した！


「え、カトリーヌ？　わっ!?」


　カトリーヌに抱だきつかれ、慌あわてるロビン。メガネがズレている。


「ていうかよぉ……」


　呆れるように呟いたのは、ジャン。


「何百匹倒してるんだよ、コレ……」


　そう、空洞の中には、おびただしい数の動かなくなったドラゴン・ドッグが転ころがって、天てん上じように届とどきそうなほどの山となっていた。


「カトリーヌ……先生も、どうしてここに？」


　目を白黒させて、ロビンが言う。


「いや、えーと。一応、お前が心配で来たんだけど……大きなお世せ話わだったな、こりゃ」


「オレを心配して？……すいません」


　ガバッ！　ロビンは突然、地面に膝ひざをつき、土ど下げ座ざするような姿し勢せいになった。


「え、え？　お、おい、ロビン」


「生まれて初めて実戦を経験して……痛つう感かんしました。正しよう直じきココに来るまで、灼熱竜なんてオレだって倒せる……と思ってました。それは大きな勘かん違ちがいだった。訓くん練れんと実戦は全然違う。笑って下さい。Ｄ級のドラゴン・ドッグを二○○匹倒した程度で、オレは肩で息をしてる……オレなんか、全然大した事ないんだ」


　ふっ、と自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑顔を浮かべるロビン。


　いや……初めての実戦で、Ｄ級のドラゴンを二○○匹倒してる時点で十分凄すごすぎるんですけど。


　ロビン、確実にオレの数千倍強いよ、お前。言わないけど。


　しかし。そんな状況の中。ジャンが突然、偉えらそうな口く調ちようで喋しやべり始めた。


「やっと分かったか、ロビン。私は、お前がいかに井の中の蛙かわずか、それが伝えたかったんだ……。お前を教室で力ずくで倒し、それを伝える事もできた。だが、私はお前に自分で気づいて欲ほしかった。だからあえて、ジャンケンで一○○連れん敗ぱいさせるなどという、遠まわしな手段を使ったのだ！」


　カッ、と目を見開いて一いつ喝かつするジャン。


　始まったよ……オレは、イッコと顔を見合わせた。相変わらず都つ合ごういいなぁ、お前……。


　あの時、ロビンが生なま意い気きだからわざわざみんなの前で一○○連敗させてやったぜ！　とか言ってたじゃん、お前……。


「ジャ、ジャン先生……！」


　しかしそんな真相を知りもせず、何やら感動した様子で呟くロビン。


「ロビン。お前は、弱く、脆もろい。しかし、お前はまだ若い。これからの成長次し第だいでは、私を超こえる可能性すらある」


　とっくに超えてるよ!!


　オレとイッコは、同時に叫びそうになったが、かろうじて堪こらえる。ジャンは続けた。


「そんな時、お前を支ささえる人間が必要になるだろう。それが誰だれの役目か……分かるな、カトリーヌ」


「はい、先生！」


　ロビンに肩を貸かし、涙なみだぐみながら、カトリーヌが答える。


「カトリーヌ……オレ、絶対、絶対いつかジャン先生を超えてみせる……あまりに大きな壁かべだけど。いつか、必ず」


「ええ、待ってる。あなたが強くなるのを、一番近くで見守ってる」


　ぎゅっ、と抱だき合あうロビンとカトリーヌ。


「良かったねー！」


　ノンが、もらい泣きしそうになりながら、満面の笑みで拍はく手しゆしてるが……オレとイッコは、正直、思った。


　勝手にしてくれ……！


　こうして、オレ達の『塾じゆく講こう師し代だい行こう』の任にん務むは、本当に終わりを告げた。


　オレ達、本当に何しに来たんだろう……？





　　　　※




　ロビン救出の、翌日。


「ったく、こんなに刃はこぼれさせて……これ、直すのに相当時間かかりますよ」


　夜の、エクス・ガリバー。営業終了後。


　文句を言いながら、菊きく一いち文もん字じを研とぐケンジ。


「ゴメンな、ケンジ」


「でも、ガキがやった事だし、本人も超ちよう反省してたし……許してやってくれよ？」


　オレとジャン、二人がかりで謝あやまる。


「ったく、だからガキは嫌きらいなんだ……」


　ブツブツ言いながらも、十二歳さい児じケンジは、手て際ぎわよく菊一文字を研いでいた。


　バァン！　突然、エクスの扉とびらが開いた。


「なっ……え？　セバス先生？」


　そう、そこに現れたのは、ガタイのいい白髪しらがの老人──紛まぎれもなくセバス先生だった。


「お、お、お前らなぁ！」


　頭に血が上のぼった様子で、セバス先生は口をパクパクさせていた。


「ど、どうしたんですか一体……？」


「つーか先生、検査はどうだったんだよ？」


「ん、ああ、どうも風か邪ぜだったらしい。生まれて初めて引いたもんで、わからんかったわ。どうりで最近調ちよう子しが悪いと思ったんぢゃ。三日寝たら、完全回復したわい！」


　嬉うれしそうに言うセバス先生。


　六五歳で生まれて初めて風邪引いたって……さすが、セバスチャン教室の親玉だ……！


「って、違う、そんな話をしに来たんぢゃない！　お前達、一体どんな授業をしとったんぢゃ!?」


　怒いかり狂くるった様子で、セバス先生は言う。


「え、どんなって……何でですか？」


「何でもクソもあるかぁぁ！　全員が全員、武器は一撃で壊こわれなきゃ意味が無いとか、モップと包ほう丁ちようこそ最強の武器だとか、ジャンケンとピッキングの授業をしろとか……ワケのわからん事ばかり繰くり返しおる！」


「え？　でもそれは、一応オレ達なりの哲てつ学がくを」


「バカ野郎！　ワシは武器屋としての授業を頼たのんだんぢゃ！　お前達のアホらしい哲学を植え付けおって……何がモップぢゃぁ！」


「す、すいません」


「もういい。態度で示せ。腕うで立たて五○○回」


「ええぇぇ～!?」


　絶望的な声をあげるオレとジャン。


「そこの刀かたなを研いでるコドモ。お前もやれ！」


「ハァッ!?　な、なんでオレも!?」


「いいからやらんかい！　ジャン、どこへ行くんぢゃ!?」
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「ひいぃぃ……」


　こうして、その夜エクス・ガリバーには、夜通し助けを求める声が響ひびき続けたという。


「クソ、なんでオレまでこんな目に……!?」







ＥＮＤ
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　【職しよく業ぎよう　れー七】【レンジャー】





　・レンジャーとは、視し覚かく、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、さらには触しよつ覚かく、味み覚かくを駆く使しし、ドラゴンとの遭そう遇ぐうを未み然ぜんに防ふせいだり、訓練された方向感覚で、複雑に入り組んだ洞どう窟くつからパーティを無ぶ事じ出口に導みちびいたりする、戦せん闘とうよりも、チームを生せい還かんさせる事を主しゆ眼がんとする職業。


　別名〝生き残らせ屋〟。


　自分が先頭に立つよりも、常にグループの二、三番手にいて、集団の雰ふん囲い気きを調整する、そういうポジションにいる人にオススメの職業。


　文句を言うより、文句を聞かされる機会の方が多い人が、プロとして大たい成せいするという統とう計けいもでている。







～『なりたい職業がきっと見つかる！　中央大陸版！』より抜ばつ粋すい～














　北の大地は、『ロス・グレイシス』と呼よばれる、天を貫つらぬきそうな、山さん脈みやくの如ごとき氷こおりの壁かべにより、南北に分ぶん断だんされている。


　そのロス・グレイシスを北に越こえると、そこからはもう、人外の魔ま境きよう・前人未踏領域ノース・エンデなんだけど──反対に、しばらく南へ向かうと、そこには『アスベルフロウ』という、雪山がある。


　アスベルの街まちは、そのアスベルフロウの麓ふもとにあるんだけど──残念ながらオレの入学したアスベルレンジャースクールは、わざわざ、そのアスベルフロウの山頂付近に、無理やりの様に造つくられているんだ。


　つまり、学校のある場所自体が、もう、とんでもなく高い場所にあるって事。


　にもかかわらず今オレは、ただでさえ高い場所にある学校の中の、一番高い場所──時と計けい塔とうの頂上に立っていた。


「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　一ミリも体を動かせないほどの恐きよう怖ふと、肌はだから血が出るくらい、もはや痛すぎて全身の感覚がなくなるような極ごつ寒かんの山風を喰くらい、とにかくオレは震ふるえて、叫さけんでいた！


「はい。試し験けん開始。がんばれよ」


　どんっ。


　オレの後ろにいた、腰こしの曲まがった老人講こう師しが、めんどうくさそうにオレを時計台頂上から突き飛ばす。


　オレの体は、冗じよう談だんみたいに宙に投げ出され──一いつ瞬しゆん、浮いたような錯さつ覚かくを覚えた後、遥はるか下の地面へ向かって猛もう烈れつな速度で落下した！　もう、とりかえしのつかない状況になった事を悟さとったオレの目から、爆ばく発はつ的てきに涙なみだが溢あふれ出でる！


「うおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　この学校以外に、怯おびえる生せい徒とを、時計台の頂上から突き飛ばす講師がいるだろうか!?


「やってやる──絶対この試験、合格してやるぅぅぅぅぅぅ!!」


　逆さかさまになって落下し始めて数秒後、オレは落下の風圧に耐たえながら、手にしていた分ぶん銅どうつきロープを時計塔に向かって投とう擲てき！　開いていた窓まどの枠わくを狙ねらう！　が。


　ガィン！


　とんでもない風圧と、速すぎる落下スピードに、オレの分銅は大きく窓枠から外はずれ、何も無い外がい壁へきに命中！　何かに引っかかる事もなく、あえなく弾はじき飛とばされてしまった。


　このままいけば、もう数秒後にはオレは地面と激突する──！


「ちっくしょう、でも、だいたい要よう領りようは摑つかんだ！」


　風と落下速度でどれくらい狙いがズレるのか、脳内で修正してから、


「もう一いつ投とぉ！　ていっ！」


　今度は、少し壁からせり出していた、鷲わしの形の像に向かってオレは投擲！


　ひゅんひゅんガシッ！


　像の周まわりを二回、三回とロープは回り、そのまま完璧に像を縛しばり上あげる。


　ビィン！　そしてオレが軍手越しに持っていたロープが張はり詰つめ、オレはそのまま、時計台の鷲の像に吊つるされた状態になった。


　地表までは、まだ二○メートルくらいは残っている。落下は止まった。


　よぉし！


「うおおおおおおおおおおおお！」


　塔の下のヤジウマ達が、叫ぶ声が聞こえた！


　そしてオレがロープ投げを失敗した場合、一応途中でオレを助ける予定になっていた、オレを屋上から突き飛ばした老人講師が、いつの間にかオレのぶら下がっている鷲の像の上にロープも無しで身軽に現れ、宣せん言げん！


「出席番号二一─一五八！　マーガス・アルニレックス！　落下時におけるドラマチックなロープ活用技術の試験、合格!!　通称〝ドラマチック・ロープ〟の単位を与える！」


「うおおおおおおおおおおおお!?」


　再び歓声をあげる、下にいるヤジウマ達！


「よし……これで単位は、四五個目。学年三位……！」


　オレは地面に降おりられるよう、ゆっくりロープの長さを調整しながら、ガッツポーズ！


　とうとう──とうとう一番の座が見えてきたぞ……!?





　　　　※




　アスベル本館校舎へ向かいながら、オレはなんか感慨深くて、ここに来るまでの経緯を思い出していた。





「けどさー。アタシ、思ったんだけど。マーガスって、レンジャーの素そ質しつない？」





　今となっては、懐なつかしい思い出だけど……。


　オレ達にエクス・ガリバーを売りつけたルイニ爺じいさんの策さく略りやくによって、オレ達が飛び火巣そう窟くつへ、灼しやく熱ねつ竜りゆうのウロコを拾ひろいに行くハメになった時。


　クソ暑い洞どう窟くつ内で見つけた泉のほとりで休きゆう憩けい中ちゆう、イッコがふと言ったその言葉こそが、オレがレンジャー道に入った始まりだったのかもしれない。


　人に少し褒ほめられたくらいで……と思われるかもしれないけど、誰だれだって、自分に〝素質〟や〝才能〟があるかも……って言われたら、少しはドキドキするんじゃないかなぁ？


　少なくとも、やりたい事や夢中になれる事が無かったその時のオレにとって、イッコのその言葉は、オレに新しい生いき甲が斐いを与えたといってもいいくらい重大な言葉で、その瞬間、オレは将来『プロレンジャー』になりたい──そう思うようになった。





　そして、天てん下か一いち武ぶ器き屋や祭さいからの長旅を終え、フランへ帰って来た直後だった。そんなオレに、


「私は、アスベルレンジャースクールへ、君をスカウトします」


　英えい雄ゆうロト・セブンの仲間にして、世界で唯ゆい一いつの五つ星プロレンジャー〝ライオネル・ベッケンバウナー〟さんが、アスベル留りゆう学がくという、大きな選せん択たく肢しを示しめしてくれた。


　アスベルレンジャースクールは、数々の有名プロレンジャーを輩はい出しゆつしてる、名門プロレンジャー育成校。


　プロレンジャーを目め指ざす人間なら、誰だって、アスベルに入れるものなら入りたいと思っている。けど、アスベルがあるのは、遥はるか海の向こう、北の大地……！


　自分に才能があると信じて、本気でレンジャーを目指したい気持ちと。


　エクス・ガリバーに残って、みんなと一いつ緒しよに大雪で崩ほう壊かいしたエクスを再さい建けんさせたい気持ちが、オレの中で激しくぶつかった。オレの中で、二つの想いは、まったくの互ご角かくだった。


　そんなオレの背中を押す出来事が起こる。


「そうよ。だからアタシは、サンク・マリカを、少しでも早く買わなくちゃいけないの。日に日に弱っていくママに……なんとかもう一度、クソ親おや父じを会わせてやりたいの！」


　イッコが、病弱なお母さんの為ために、ドラゴンキラーになって二○億ドルクを貯ためようとしている事を、オレはイッコ本人に聞かされたのだ。


　その時オレは思った。


　オレがプロレンジャーになる事で、イッコのドラゴンハント──母親の為の賞しよう金きん稼かせぎを、手助けできるんじゃないか？


　ほんの僅わずかだけど──その事実が、オレを吹っ切れさせた。


　オレは、アスベルレンジャースクールへ行く！


　イッコの為に──！


　そしてやっぱり、自分に〝才能〟があるというんなら、その才能を思う存分試ためして──〝一番〟を目指してみたい気持ちが、捨すてきれないから！


　こうして、オレはみんなにしばしの別れを告げ、海の向こう──アスベルレンジャースクールへ、一人で挑戦を開始したのだった。





　　　　※




　そして、アスベルに留学してきてから。


　忙いそがしい毎日を送ってるうちに、あっという間に、半年の月日が流れた。


　最初の頃は、イッコに会いに行きたくなったり、四し天てん王のうにボロ負けしたり、いろいろあったけど──最近は、ようやく、この学校にも慣なれてきた。


　ていうかこの学校の仕し組くみ、なんとなく、オレに合ってるんだよなぁ……。





　アスベルは、完全単たん位い制せい。一限～六限まで授じゆ業ぎようがあって、その時間に何の教科を勉強するかは、生徒が選べる。


　例たとえばオレの最近の時間割を公開すると、















一限目──食料調ちよう達たつＢ。二限目──現代レンジャー論。三限目──ドラマチック・ロープ。


四限目──基き礎そ体術Ａ。五限目──合法的スリ講座。六限目──ロック・クライミング。












　まあ、だいたいこんな取り合わせになってる。


　選んだ授業に三回出席すれば、放ほう課か後ご、その授業の実技試験を受けられて、それに見事合格すれば、その授業の単位はゲットできる。分かりやすい仕組み。


　その要領で、基本単位一○○、上位単位一五○、その後に出てくる最終単位六個。


　この二五六個ある単位のうち、二○○を取れば、その時点でオレ達生徒は卒業できる。


　ガンガン単位が取れる生徒は早ければ二年くらいで卒業できるけど、試験に受からず、単位の取れない生徒は、中々卒業できない。


　でもオレ的には、自分のやりたい授業だけ選べるから、全部の授業で、なんか高いやる気が出るし。おかげで、いつの間にか、一五○人以上いる新入生の中で、取った単位の数だけなら、オレは何故か学年で三番になっていた……。


　身のほど知らずと思われるかもしれないけど、オレだって男。ここまできたら、やっぱり学年一位を狙いたい……！　というワケでオレはここ最近、取りやすい単位はどんな下らない単位でも取得する、大忙しな毎日を送ってるのだった。





　　　　※




　そんな風に、ドラマチック・ロープの単位を取って、かなり興こう奮ふん気ぎ味みに本館校こう舎しやの廊ろう下かを歩いている時だった。


「おーい！　マーガス！」


　後ろから、明るくオレを呼び止める声が響ひびいた。


「……ん？」


　振り返ると、そこには、ショートのオレンジ髪に、オレンジフレームのメガネをした、小こ柄がらな少女が嬉うれしそうに立っている。


「おお、アカネ！　なぁ、オレ、ドラマチック・ロープ取ったぞ!?」


「見てた見てた。いや、まさかホンマにあんなアホな単位取るとは……。あの単位取った生徒、五年ぶりらしいで？」


　呆あきれたように笑いながら少女は言う。


　この娘この名前は、アカネ・オークボ。


　西の大陸のさらに西にあるという、謎なぞの島国から来た少女で、年ねん齢れいは一五。


　一つ年下だけど、今年入学のアスベル同期生だ。妙なイントネーションの訛なまった喋しやべり方かたが特とく徴ちよう的てきなんだけど、なんか波は長ちようがあうのか、オレとはよく喋る。


　アスベルでできた、貴き重ちような友達の一人。


「それよりマーガス、アンタ暇ひま？　ちょっと付きあわへん？　オモロイ話があるんやけど」


　ニコッと微笑ほほえみ、アカネはオレを見てきた。


「オモロイ話ぃ……？」


　一歩後あとずさるオレ。


　アカネのオモロイ話って、オレに言わせると、大概ロクでもない話なんだけど……？


「いや、晩ばんゴハンおごるし！　ウチ、竜りゆうの肉持ってんねん！」


「えぇぇ……？　晩ゴハンン？　うーん。……わかった」


　晩ゴハンに釣つられた。


　オレはアカネに連れられ、そのまま、アスベルの校庭へ向かった……。





　　　　※




　アスベルを遥はるか天空から見下ろすと、▽こんな形、に見えると思う。


　三角形の三つの頂点の部分に建物があり、左上には男子寮りよう。右上には女子寮。真下の頂点には、本校舎や時計台が存在してる。頂点と頂点を結ぶ線は、高い壁になっていて、壁の内部は寮と校舎を結ぶ長い廊下だ。


　で、オレとアカネが今向かった〝校庭〟と言うのは、その正三角形の壁の内側に広がる、巨大な密林の事。この密林の上には、アスベルのスポンサー、オズが造った特とく殊しゆな半透明の屋根がついていて、おかげでクソ寒いアスベルにもかかわらず、この校庭の中だけ、異様に蒸むし暑あつい。


　竜や動物が群ぐん生せいしてるこの校庭は、授業で頻ひん繁ぱんに使われるんだけど……授業が無くとも、アスベルの生徒は、ほぼ毎日この校庭を訪おとずれる。


　なんせアスベルでは、朝食・昼食は、本館にある食堂で無料で食べられるけど、昼食が済すむと、食堂は完全に閉へい鎖さされてしまうから……夕食時にはこの校庭で、ドラゴンでも、キノコでも、木の実でも、なんでもいいから自分で獲え物ものを狩って、それを食べなければいけないのだ。ほんとふざけてるけど、夕食すら訓練、それがアスベルの掟おきてなんだって……。


　オレ、狩り方面はそんなに得意じゃないし、だからアカネに食料を分けてもらえるのは、かなり助かる話ではあった。


　その、密林の中。


「はい、マーガス。アゲル」


　香こうばしい匂においのする、焼きあがったドラゴンの骨付きモモ肉を、アカネがオレに渡してくれた。


　周りを見渡すと、同じく食事をするために焚たき火びをする生徒がたくさんたむろっている。校舎に近いこの辺りは、いつも混こん雑ざつするんだよな。


「けどアカネ、よくこんないいドラゴン捕つかまえられたな？」


　オレは肉を受け取りながら感心した。


「ああ。まぁ、貰もらいもんやけどな。組そ織しきの連中から、情報と交換で貰ってん」


　肉をほお張りながら、淡たん々たんと言うアカネ。


　だから、組織って何なんだよ……？


　アカネの話には、ちょいちょい、この組織とかいう名前が出てくる。そのわりに、追つい及きゆうしても、絶対教えてくれない。だからオレは最近じゃ聞かないけど。


　他にもアカネは、選せん択たくする単位が睡すい眠みん薬やく製せい造ぞう法ほうとか、爆ばく薬やく操そう作さとか、うさん臭くさいものばかりだったり、たまに学園から行方ゆくえ不ふ明めいになったり、妙みような知識を持ってたり……一部で〝女スパイ〟という噂うわさが流れるほど、謎なぞの一面も持っている。




[image: ]


「で？　オモロイ話って何なの？」


　オレはそのアカネに、肉をかじりながら聞いた。


　肉を貰った以上、話を聞かねばなるまい。


　するとアカネは、ニッとうさん臭い笑みを浮かべ、


「マーガス。今日のドラマチック・ロープで、アンタの単位、四五個目やんな？」


　そう聞いてきた。


「へ？　あぁ、うん。そうやな……じゃなくて、そうだな」


「うん。で、ウチもこの前の睡眠薬の単位で、四一個目。サイモンも、確か昨日の時点で、四五個単位持ってたハズ。これで全員、単位は四○個以上になった」


　ちなみにサイモンっていうのは、オレのルームメイトで、まぁ、オレともアカネともかなり仲がいい男子。


「で？　ええと……？　四○個超こえたから、どうしたの？」


「アホ。これで来週の選せん抜ばつ試験、三人とも参加できるやんか」


　ニッ、と不ふ敵てきな笑顔でアカネは言う。


「な、なるほど。選抜試験の話か……」


　オレは納なつ得とくがいった。


　知ってる人もいるかもしれないけど、アスベルでは恒こう例れいの特別授業として、毎年各学年、三人の学年代表を、魔ま境きよう前人未踏領域ノース・エンデを探索するプロキャラバンへ同行させ、修しゆ行ぎようを積つませている。


　その学年代表を決める選抜試験の、新入生の部が、来週、いよいよ行われるのだ。


　オレ達新入生が挑戦する試験は、校庭内で生徒が講師からひたすら逃にげまくる、サバイバル・オニゴッコ！　これに最後まで生き残れた三人が、その年の学年代表に決定する！


　ただ、この試験に参加するには条件があって、新入生の場合、試験前日までに取得単位数が四○個を超えてないと、試験が受けられない。だから、結局試験を受けられるのは、新入生の四分の一くらい、三○人前後だ。


　で、一応、オレ、アカネ、サイモンはその条件を満みたしてるワケなんだけど……。


「マーガス。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言う。アンタ、試験の時、ウチとサイモンと手ぇ組まへんか？」


　何の話かと身構えてると、アカネは、意外な事を言い出した。


「手ぇ、組む？」


「うん。試験は基本的に個人戦やけど、チームを組むんは許きよ可かされてるやろ？　サバイバル・オニゴッコは、生徒手帳が奪うばわれるまでは、失格にならへんのが特とく徴ちようや。一人やったら絶対無理やけど、三人で協力すれば、たとえ講師に発見されても、あの化ばけ物もの講師どもを撃げき退たいできる可能性も出てくる。一人でいるより、グッと生き残る可能性高まると思わへん？」


　ニッ、と笑ってアカネは言う。確かに、そりゃそうだな？


「それに、どうせ前人未踏領域ノース・エンデ行くんなら、気心知れた三人で行きたいやん？　ウチと、アンタと、サイモンなら……結けつ構こう面おも白しろい課か外がい授じゆ業ぎよう。いや、授業っちゅうより、むしろ、修学旅行くらい面白くなると思うねんけど……どう？」


　改あらためてオレに聞いてくるアカネ。


　なんだ、こういう話だったのか。だったら、考えるまでもなく、もちろんＯＫだ。


　オレは元々、どんな手を使ってでも来週の試験で学年代表になって、前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに同行するつもりだった。


　前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに同行した場合、生徒は三ヶ月近く学校を離れて、前人未踏領域ノース・エンデで過ごさなければならない。だからその生徒はその間、一つも単位が取れなくなってしまう。


　そこでアスベルでは、前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに同行した生徒には、特別単位の『前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに同行』が与えられる事になってる。


　この単位がかなりスペシャルな単位で、なんとその単位一つで、通常の単位四○個分に換かん算さん！


　普通、三ヶ月で取れる単位の数は、かなり頑張っても、せいぜい二○個ちょっとだ。


　前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに同行できれば、同じ三ヶ月でも、二○個近く単位を多く稼かせげる事になる。本気で取得単位数ＮＯ．１を狙うなら、二○個の差は大きい。めちゃくちゃ大きい。


　だからオレは単位のためにも、なんとしても、来週の試験に合格するつもりだった。


「いいよ。組もう、アカネ」


　オレはアカネに右手を差し出す。合格率りつ、少しでも上げておきたいし。


「オッケイ。交こう渉しよう成立や。盛もり上がってきたな！」


　アカネはニッと笑い、オレの右手を握にぎり返してきた。


「で？　サイモンには、もうＯＫ貰もらったの？」


「貰ったよ。二つ返事でＯＫやったわ」


「フーン。アイツ、人とつるんだりするの、嫌きらいそうなのにな……」





　　　　※




　食事を済ませたオレは、アカネと別れ、少しダーツ投げの自主トレをした後、男子寮りようの自分の部屋に帰った。


　が。四階にある、自分の部屋の扉とびらを開けた瞬間──オレはウンザリした気分になった。


　例の男、サイモンが、いつも通りの事をやってくれていたのだ……！


「シッ！　シッ！　シッ！　シッ！」


　部屋の中から漂ただよってくる熱ねつ気きと、汗あせの匂におい。そして暑苦しい声。


「シッ！　シッ！　シッ！　シッ！」


　上半身裸はだか、部屋の中央で短く息を吐はきながら、汗だくで高速腕立てふせを続けているその男に、オレはいい加か減げん、非ひ難なんの声を上げた！


「おぉい、サイモン、部屋で筋きんトレする時は、窓開けろって言ってるだろ!?」


　オレはムカムカしながら少ししか開かない窓を開け、部屋に溜たまった熱気を外に逃にがす。


　アスベルの寮は、基本的に二人部屋なんだけど、二段ベッドと二つ並んだ勉強机づくえだけで、部屋が三分の二以上埋うまるくらい狭せまいから、すぐ熱気がこもるのだ。


「シッ！　シッ！　マーガス!!」


　オレが文もん句くを言ってるにもかかわらず、そのサイモンは高速腕立てを続けたまま、やたら元気な声でいきなり叫んできた。


「な……何？」


「俺の背中に、勉強机を載のせてくれ！」


「ハァ!?」


　オレは意味が分からず、本気で聞き返す。


「負ふ荷かをかけて腕立てがしたいんだ。頼む」


「い、嫌いやだよ！　アホか!?　潰つぶれたらどうするんだ!?」


「構わん。潰れたら潰れたで、俺はそこまでの漢おとこだったという事だっ！　俺はそれで死んでも、何の悔くいも残さん！」


「オレがめちゃくちゃ悔い残すんだよ!?」


　もう、コイツとの二人部屋、誰か代かわってくれよ!?


　オレは頭痛さえ覚えながら、自分のスペース、ベッドの上段に避ひ難なんした。


　この暑苦しい男の本名は、サイモン。サイモン・カパネルラ。


　東の大陸出身で、年齢はオレと同じ、現在十六歳。入学して、同じ部屋になって以来の付き合いだから、まぁ、アスベルにいる男子生徒の中では、一応、一番仲がいい。


　そういえば、このサイモンと初めてこの部屋で顔を合わせた時、オレは自分の目を疑うたがった。


　この男。肌の色こそ色黒だし、メガネの種類なんかも多少は違うのだけれど、基本的に容よう姿しは、なんと、つるっぱげにメガネ。


　身長も、体重も、その他、いろんな部分のパーツパーツが、あのフランのジャンにそっくりなのだ。


　その時点で既すでにオレはパニックだったんだけど、さらにオレを混乱させたのは、サイモンの性格。クソ真ま面じ目め。修行好き。寡か黙もく。誠せい実じつ。暑苦しい。


　さらにはけっこうモテるのに、


「女は修行の邪じや魔まになる」


　と女性をフリまくる、ストイックさ。


　もう、内面に関しては、ジャンと一八○度、完全に、真逆。


　さすがに今は随ずい分ぶん慣なれたけど、最初はそのギャップに、オレはどんなテンションで話せばいいのかわかんなかったんだよな……。


「そういえばマーガス。アカネから選抜試験の話は聞いたか？」


　オレがベッドにごろんと横になると、ようやく腕立てを終えたサイモンが、自分のスペース、下段ベッドに入りながら聞いてきた。


「聞いた、聞いた。サイモンも組むんだって？」


「ああ。少し想おもうところあってな」


　淡々と答えるサイモン。


「ふーん……？」


　けど、よく考えたら。サイモンも同じチームって事は、特別単位取っても、サイモンに単位数で差をつけられないな……。


　サイモンは超人的な身体能力を持っていて、学年でもトップクラスの優等生。単位数もオレと同じ四五だし、学年一位を目指すなら一応、差をつけておきたいライバル。


　ま、でも、いっか。


「まぁ、とりあえず当日はよろしくサイモン。三人で頑張って特別単位取ろうぜ！」


　オレは下のベッドにいるサイモンに、明るい声で言った。


　が。


「特別単位……？」


　下段ベッドからは、いぶかしげな声が返って来た。


　ん？


「何？　知らないの？　前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンに同行した生徒は、単位四○個分の特別単位が貰えるんだぞ？」


「いや、それは知ってるが……。……？」


　何故か黙だまり込むサイモン。何なんだ？


「そういえば……マーガス、お前、ドラマチック・ロープの単位を取ったらしいな？」


「へ？　ああ、うん。今日取ったよ？」


「そうか……そうか」


　それだけ呟つぶやくと、サイモンはもう、何も喋らなくなってしまった。


　何だろ？　もしかして、オレが単位数で並んだから、オレの事ライバルとして意識してるのかな……？





　　　　※




　そして、一週間後。


　とうとう、一年に一度の運命の日──選せん抜ばつ試験の日がやってきた。


　新入生の中で今年、試験に挑戦する生徒は全部で三二人。


　オレを含ふくめたその三二人は、校庭──巨大に生おい茂しげった密林の前に集められ、現在、試験監かん督とくの女子講こう師しによる最終説明を聞いている最中だった。


「いいか!?　校庭には、取得単位数の多い順に、一分おきに入るんだ！　そして最後の生徒が入り、五分したところで、オニである我々講師陣じん一○名が校庭に突入する！」


　叫ぶように説明する女性講師。


（あーあ）


　右隣どなりで、小声だけど、アカネが不満そうにボヤいた。


（マーガスとサイモンはええなぁ……。スタート、三番目と四番目やし。ウチなんか二九番スタートやで？　講師が出てくる直前や）


　ボヤくアカネに、オレは肩をすくめ、


（何をいまさら……分かってた事じゃん。とりあえず予定通り、沼ぬまのところで待ってるからさ）


（アンタらに合流する前に、ウチ、講師に捕つかまるかもしれんけどな……ハァ）


　ウンザリした顔で言うアカネ。


　うーむ……。まぁ、確かに、今回それが一番不安なんだよな……。


　三人で組むとは言ったものの、一分差で出発するオレとサイモンはともかく、アカネとは二五分以上離れたスタート。おまけにアカネは講師が放はなたれる直前のスタートになるし、オレ達、無ぶ事じ合流できるんだろうか？


　女性講師は、説明を続けている。


「講師に生徒手帳を奪うばわれた生徒は、その場で失格だ！　試験に制限時間は無し。最後の三人になるまで、何週間でも試験は続く。三人になった時点で放送を入れるが、それまではこちらからは一切、途と中ちゆう経けい過かは知らせないからそのつもりでいろ！


　試験期間は、過去最長で二週間！　過去最短で二時間だ！　平へい均きん的には、だいたい、四、五日だが、粘ねばれるだけ粘って、記録を更こう新しんしてみるがいい。講師への武ぶ力りよくによる抵てい抗こうも可、罠わなの設せつ置ちも自由だ。自分の持てる力を全て出し切り、〝生き残らせ屋〟としての生存能力を発はつ揮きしてみせろ!!」


　女性講師のその言葉に、全員が小さく頷うなずく。


　うーむ、いい感じに、燃えてきたぞ……！


　絶対、最後の三人に残ってやる……！


（おい、マーガス！）


　と、燃えていると、今度は左隣にいたサイモンが、珍めずらしく焦あせった声をあげた。


（へ？　何？）


（み、見ろ、あそこ！　ライオネル・ベッケンバウナーがいる！　帰って来たんだ！）


（えぇぇっ!?　ウソ!?）


　言われてオレは、慌あわててサイモンが目線で示す方向へ顔を向けた。


　並んで雑談してる講師達の一番左端。


　確かにそこに、おかっぱ頭で、小太りな体。人の良さそうな雰ふん囲い気きをかもしだしながら談笑する、一人の男が立っていた。


「ベ、ベッケンバウナーさん……！　帰って来てたのか……！」


　世界で唯ゆい一いつの五つ星プロレンジャーにして、英えい雄ゆうロト・セブンと同じパーティに在ざい籍せきする、怪物中の怪物、ライオネル・ベッケンバウナー！


　ベッケンバウナーさんは、アスベルの非ひ常じよう勤きん講師でもあるんだけど、今年はオレをアスベルに送り届とどけた後、そのままの足で前人未踏領域ノース・エンデへ向かったから、それきり学校には顔を出してはいなかった。サイモンが呻うめく。


（厄やつ介かいなタイミングで帰って来てくれたぞ……！　あの男が参加した年の選抜試験は、ヤツが一人で生徒を捕まえまくり、あっという間に終了する。過去最短の二時間も、あの男が打ち立てたものだ）


（マジで……!?　さ、さすがベッケンバウナーさん）


　当のベッケンバウナーさんは、オレに気づくこともなく、ひたすら楽しそうに隣となりの老人講師と談笑し続けているが……くっ、あの人が、敵に回るのか!?　とにかく、遭そう遇ぐうしないように、ひたすらに逃げまくるしかないな……。


「それでは、選抜試験を始める！　一番の生徒、中に入りなさい！」


　そんな中、とうとう、女子講師が試験の開始を告つげる。


　選抜試験が始まったのだ。


「ほな、とりあえず約束の場所で合流という事で」


「幸運を」


　オレ、サイモン、アカネは顔を見合わせ、覚かく悟ごを決めた。





　　　　※




　が。


「遅おそいなぁ……」


　試験が開始してから、二時間近く経過しただろうか？


　まだ朝なのに、生い茂った木のせいで薄暗く、そして蒸むし暑い密林の中で、オレはちょっとイライラと歩き回りながらそうボヤいた。


「少し気を静めろ、マーガス」


　沼の傍かたわらにある、大きく曲がって育っている大木の上からそう言い返したのは、周囲の様子を窺うかがっているサイモン。


「でも、二時間だぞ？　って事は、アカネがスタートしてからも、少なくとも一時間半以上経たってる。絶対アカネに何かあったんだって」


　そうなのである。


　オレとサイモンは、簡単に合流できたんだけど……集合場所でかなりの時間が経っているにもかかわらず、アカネが姿を現さなかった。


　予定だと、もうとっくの昔に三人で合流して、身を隠かくしてる時間帯……。そろそろ、ここにいるのが危き険けんな段階だ。


　この沼のほとりはスタート地点からもそう遠くないし、分かりやすい目印もあるから、集合場所に選んだけど……その反面、講師軍団にも間違いなく、目をつけられやすい。


　つまり、早く移動しないと、今度はオレ達の身が危ない。特別単位のためにも、ここで脱落する事は絶対に許ゆるされないんだ……！


「なぁサイモン。とりあえず移動しないか？　ここ、危険すぎだし」


　オレは、サイモンに提案。が。


「俺達はアカネと約束した。約束した以上、アイツが来るまでここを動くワケにはいくまい」


　淡々と反論してくるサイモン。うーむ……。オレは少し焦あせる。


「でも、正しよう直じき、そろそろそんな事言ってられない時間帯だぞ？　講師だって、とっくに森に入ってきてるし。そろそろどっかに隠れないとオレ達が」


「しかし俺達は、アカネと約束をしている」


　頑かたくなにその言葉を繰くり返すサイモン。


　うーむ……。


　言いにくいんだけど。オレは、ハッキリ言う事にした。


「なぁ……試験開始から、もう二時間だぞ？　二時間経って、まだここに現れないって事は……普通に考えて、その、アカネはさ……」


　試験から脱落している。


　たぶん、サイモンもうすうす感じてはいるだろうけど、時間的に考えて、それは間ま違ちがいなかった。


「……そうかもしれんな」


　静かな声でそう言うと、サイモンは、スタッ、と地面に降おり立った。


　お、分かってくれたか？　話が伝わって、ちょっとホッとするオレ。


　が。


　話は、伝わってはいなかった。


「仕方ない。俺はアカネを探さがしに行ってくる」


　短く言うサイモン。


　そしてサイモンは、スタスタどこかへ向かって歩き出そうとする。


「え!?　ま、待てって！」


　オレは慌ててサイモンの前に立ちふさがった。なに考えてるんだ、コイツ!?


「時間的に、ウロウロするのはもうヤバイって！　分かってるだろ、敵はあの講師軍団なんだぞ？　身を隠してても見つかるのに、ウロウロなんかしてたら、あっという間に試験脱落だ！」


　なんとかサイモンを説得したくて、必死にオレは言う。


　が。


　サイモンは、そんなオレを見て──どこか困こまったような表情で、意外な答えを返してきた。


「前から、気にはなっていたんだが……」


「へ？」


「いや……。お前、最近、何か勘かん違ちがいしてないか？」


「は？……勘違い？」


　何の話だ？


　意表をつかれすぎて、オレはビックリ固まった。


「いや……。特に役に立たないドラマチック・ロープの単位を取った辺あたりから、気にはなっていたんだが……。お前は、一体、何のためにこの学校に入っている？」


「な、何のためって……。そりゃ、プロレンジャーになるためだけど……？」


　なんでこんな当たり前の事を聞くんだ？　オレはワケが分からず答える。


「そうか……。では、ここ最近、取得単位数で学年一位になる事以外頭に無いのも、プロレンジャーになるためか？」


　冷たい声で言うサイモン。オレは、ますますワケが分からない。


「そ、そうだよ。だってたくさん単位を取れば、その分、早く卒業して、プロになれるじゃないか。サイモンだって、単位数一位目め指ざしてるだろ？」


「勿もち論ろん、学年一位を目指している点では俺も同じだが……」


　サイモンはそこで言葉を切り、言葉を探しながら、


「俺は……これでも、将来の目標の為に、学年一位を目指している。しかし……最近のお前の場合、取得単位数一位になる事そのものが、最終目標になっている、そういう気がするんだ。
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　分かってるとは思うが──どんなに調子よく単位を取って、人並なみはずれた速さでアスベルを卒業できたとしても、それはただ人より早く、プロレンジャーのスタートラインに立っただけ。戦いは、そこからまだまだ続く。学生の間に、プロレンジャーになった後、生活できるだけの能力が身についてなければ、アスベルに来た意味は何も無い」


「そ、そんな事、分かってるよ！　当たり前じゃないか!?」


　オレは言い返すが、


「いや。分かっているとは思えん。前はそうでもなかったが……最近のお前は、〝将来、自分に必要になるから〟ではなく〝単位として取りやすそうだから〟そういう基準で単位を選んでるようにしか見えん」


「そ、そんな事……！」


　言い返したかったけど、反論できない。


　そんなオレにサイモンはさらに、


「ではお前はなぜ、まだ脱落と決まったワケでもないアカネを放り出し、先に行こうと言ったんだ？　俺達は、パーティを生存させるエキスパート、プロレンジャーを目指しているんだぞ……？　ここでそんな行動を取る事が、俺達にどうプラスすると言うんだ。俺には、お前が単位惜おしさに仲間を切り捨すてようとしたとしか思えん」


「それは、その…………」


　そう言われたら……何も言い返せないけど……。


「……とにかく。お前がアカネを見捨てる方ほう針しんを取る以上、俺はお前と一緒に行動する気はない。俺はアカネを探しに行く。身を潜ひそめたければ、お前はそうしろ」


　そう言い残すと、サイモンは素早い身のこなしで、密林の中へ消えて行った。


「サ、サイモン……クソ……」


　な、なんだよ、分かった風な事言っちゃって……。


　単位欲しがる事の、どこが悪いって言うんだ!?


　オレはサイモンを追わず、ズンズン、サイモンとは逆方向の密林へと進んで行った。





　　　　※




　とか言いつつ、試し験けん、三日目の夕方。


（うぅ～う！　よく考えたら……サイモンの言う事、全部合ってるぅぅう……）


　密林の最さい西せい端たん、小さな泥どろ川がわの脇わきにある、藪やぶの中。


　そこに一人で身を潜めながら、オレはいつの間にか、猛もう烈れつに反はん省せいモードに入っていた。


　うぅ。あの時は、一応、ムキになって反論したけど。


　冷静になって考えると、オレ、正直いつの間にか──単位数で一番になるため、単位取れるならなんでもいいや、って考えになってた……クソ。


　いつからだ……!?　前は、絶対、そんな事なかったのに。いつの間にか、単位数一位を取る事が人生のゴール。みたいな思考になってた、オレ。


　クソ。サイモンの言う通りなんだよ。


　将来、自分がどのタイプのレンジャーになるか、具体的に思い描えがいて……その理想に近づくための単位を選ばなくちゃ、この学校に来た意味、ないんだよ。


　ホント、仲間を守るのが仕事のレンジャーが、単位欲ほしさに仲間見捨ててどうするんだ……!?　ちくしょうダメだ、オレは将来、そんなレンジャーになりたくないぞ。


　とりあえず、今はテスト中。落ち込んでる場合じゃない。


　サイモンには、試験終わったら謝あやまるしかないな……。


「それにしても……試験はいま、どういう状態なんだ？」


　オレは恐る恐る藪から顔を出して、慎しん重ちように辺りを見渡した。


　しかし、ハエの羽音、泥川のせせらぎ、あと遠くで、ドラゴンらしき獣けものの遠とお吠ぼえが聞こえるくらいで……どこにも、人間の気け配はいはない。


　試験三日目も、そろそろ日が暮れるけど……放送が入ってこないという事は、当然、生徒は三人以上残っていて、試験続行中って事だろう。でもそのわりに、講師はモチロン、生徒とも、誰だれ一人遭そう遇ぐうしないんだよなぁ……？　まあ、広い密林だし、そんなもんかもしれないけど。


「ていうか、一体、残り何人なんだ……？　あとどれくらい頑がん張ばれば……」


　さすがにアスベルに半年通かよっただけあって、密林でジッと気配を殺す生活も、正しよう直じきそんなに苦じゃないけど……火を焚たくと確実に見つかるから、火を使わないで済む、木の実なんかしか食べられないし、まだまだこれが続くとなると、結構キツいぞ……？


　なんて、そろそろ弱気になりだした、そんな時だった。


「んっ!?」


　ズズゥゥゥゥゥゥン──！


　突然、東の方角──オレのいる藪から、二○メートルくらいしかない距離で閃せん光こうが瞬またたき──


　そして地じ響ひびきと共に、凶きよう暴ぼうな爆ばく風ふうがオレのいる藪を襲おそった！


「な、なんだぁ!?」


　バササ！　藪から吹き飛ばされるオレ。


　そして、地べたに放り出されたオレは、寝ね転ころがったまま首だけを横に向け、なんとか状況を確認しようとしたんだけど──


　その瞬間、向こうから一人の少女が駆かけて来るのが視し界かいに入り──オレは驚きよう愕がくの声を上げた！


「ア、アカネェ!?」


「ハァ!?　マーガス!?」


　そう、息を切らしながらこっちに駆けて来るのは、なんとオレンジ髪のメガネ少女、アカネ・オークボだった！


「お、お前、生きてたのか!?」


「いや、生きてる事は生きてるやろ……？　って、そんな事言うてる場合やない！　ていうか、なんちゅうタイミングで出てくんねん、アンタ!?　とりあえず立ち！　アイツが追ってくる！」


　アカネはオレを無理やり立たせ、そしてオレの背中を押すと同時に、自分も再び走り出す！　並んで走りながら、オレは聞く！


「ア、アイツって!?」


「ベッケンバウナー！　ライオネル・ベッケンバウナー！　ウチとサイモンは、あのオッサンに見つかってもうてん！」


　泣きそうな顔で叫さけぶアカネ！


「ベッケンバウナーさん!?　っていうか、え？　それよりサイモンと合流できたの!?　サイモンは!?」


「とにかく話は後！　もうちょい離れんと作戦が……！」


「無む駄だです」


　その瞬間だった。


　遥はるか頭上から、柔やわらかい声。


　それが聞こえた次の刹せつ那な──ズンッ！


　オレとアカネの行く手を遮さえぎるように、目の前に唐とう突とつに、上空から落下してきた丸太が突き刺さった！


　すたんっ。続いてその丸太の上に、華か麗れいな身のこなしの小太りの男が、爽さわやかに着地。


「べ、ベッケンバウナーさん……！」


　オレは絶ぜつ句く。


　目の前に現れたのは、おかっぱに小太りの、ローブの様な服を着た男……正しよう真しん正しよう銘めい間違いなく、ライオネル・ベッケンバウナーさん！


　そのベッケンバウナーさんは、まずオレではなく、アカネの方を見ながら、


「いやいや、危あぶなかった。まさかあれほどの光量を持つ閃せん光こう弾だんを、試験中に自作して携けい帯たいしているなんて……君は、どうやらただの新入生ではないようですね？」


　楽しそうに笑うベッケンバウナーさん。アカネは舌した打うち。


「チッ……あんだけの閃光の中で、目ぇも閉じひんかったクセによう言うわ……」


「あっはっは。いや、しかし、一瞬目は眩くらみましたよ？　おかげでもう一人のスキンヘッドの子を取り逃にがした……！　選せん抜ばつ試験でこんな事、初めてですよ」


　嬉うれしそうに笑い、そしてベッケンバウナーさんは丸太から降おりた後、ゆっくりオレとアカネに近づき始めた。


（マーガス！）


　その瞬間、隣となりでアカネが、切せつ羽ぱ詰つまった声で耳打ちしてきた。


（二ふた手てに分かれるで！　今やったら、間違いなくあのオッサンはウチを追ってくる！）


（で、でも、それじゃアカネが……？）


（ええからええから。あのオッサンも言うてたやろ？　ウチ、タダ者やないんや）


　アカネは不ふ敵てきに笑って言うけど……あのベッケンバウナーさんは、もっともっとタダモノじゃないぞ!?


　ていうか、嫌いやだ。


　オレ、一回アカネを見捨てた借かりを、返さなきゃいけないし……何より、こういう場面でノコノコ逃げ出すようなレンジャーに、将来オレは、なりたくない！


「アカネ。オレが、ベッケンバウナーさんを足止めする。お前、逃げろ！」


「ハァ!?　い、いいから、アンタ逃げぇな！」


「いや、逃げない。借りを返す！」


「なにゆうてんねん!?」


　この期ごに及んで言い合うオレとアカネ。


　が。


「すいません、言いにくいのですが。そもそも、二手になんて分かれさせませんよ？」


　言い争ってる暇ひまもなかった。


　ゴウッ！　その瞬間、地面を蹴けり、恐るべき速さで加速したベッケンバウナーさんは、一瞬でアカネの後ろに回りこみ──たんっ！　首筋に手しゆ刀とうを叩たたき込む！


　どさっ。力なく倒れこむアカネ。


　ウ、ウソォ!?


　アカネが、秒びよう殺さつされた!?


　そしてベッケンバウナーさんは、


「さて、次はあなたの番です、マーガス君。久しぶりにあった事だし、ゆっくり話でもしたいんですが……特別扱あつかいするワケにもいかないですしね？　早さつ速そく気き絶ぜつしてもらいます。準じゆん備びはいいですね？」


　ニコッと笑いながら、恐おそろしい事をオレに聞いてくるベッケンバウナーさん。


　じゅ、準備いいわけない──答えようとした、その瞬間！


　ゴウッ！　残念ながらベッケンバウナーさんは、オレの答えも待たずに、凄すさまじい速さでオレに向かって突進を開始！


　や、殺やられる!?


「……ん？」


　しかし、そう思ったその刹那──


　オレは、ある事に気づく。


　待てよ……？　凄まじい速さでオレに突進……？　凄まじい速さだって？


　ブンッ！　次の瞬間──オレは髪の毛を少し刈かり取られながらも、ベッケンバウナーさんが首筋に繰くり出したチョップを、しゃがんで回避した！


「なっ」


　オレに手刀をかわされたベッケンバウナーさんは、そのまま勢いきおい余あまってオレから二、三歩離れていく。


　オレは──衝しよう撃げきを受けていた。


　アスベルに入学する前まで……オレは、ベッケンバウナーさんが素早く動いた場合、残ざん像ぞうすら見る事ができず、完全に目の前から消えたとしか認識できていなかったのに……！


　なのに、今はどうだ？


　もちろん、ベッケンバウナーさんの動きは凄まじく速いけど……凄まじく速い、と認識して……おまけに攻撃をかわす事さえできちゃったぞ!?


「…………」


　ベッケンバウナーさんは、そのまま、無む言ごんで攻撃を再開！


　ブンッ！　シュッ！


　ブンッ！　シュッ！


　その後もオレは二回連続、紙かみ一ひと重えのところでベッケンバウナーさんの攻撃を回かい避ひする事に成功！


　オイオイ、もしかしてオレ……この半年で、結構成長してる!?


「……ほう」


　それに気づいたのか、ベッケンバウナーさんも、どこかいつもより攻撃的な笑みを浮かべ、低い声でそう唸うなった。


　戦える──!?


　もちろん、勝ち目は限りなくゼロだけど──以前なら、戦う事すらできなかったベッケンバウナーさんと、今のオレなら、戦えるのか!?


　俄が然ぜんやる気になったオレは、ポーチ（ペジナの塔とうで潰つぶれたからスナイパーではない）から、ドラマチック・ロープの時に使った、分ぶん銅どうつきマイロープを取り出し、構えた。


　やってやる！　ベッケンバウナーさんを……倒してやる！


　ゴウッ！　目の前で、ベッケンバウナーさんが加速、先制攻撃をしかけてきた！


　ブンッ！　シュッ！


　ブンッ！　シュッ！


　さすがはライオネル・ベッケンバウナー。繰り出してくるのは、嵐あらしのような拳けん打だ。オレはよけるだけで精一杯。直撃はしていないとはいえ、全身の皮ひ膚ふが、拳けん圧あつで切り傷だらけになる。けど……チャンスはあった！


「そこっ！」


　オレは高速で動き回るベッケンバウナーさんの右足に狙ねらいを定め、分銅ロープを投とう擲てき！　塔とうから落ちている最中さえ、窓まど枠わくを狙えたんだ！　いくら高速で動いてるからって、ベッケンバウナーさんにだって、当たるかもしれない！


　ひゅんひゅんがしっ！


　そして、なんと。オレの狙いは成功した！


　オレの投擲した分銅ロープは、ベッケンバウナーさんの右足の周りを素早く回転、そのままあっという間に、見事にがんじがらめにしてしまう！


「や、やったぁ!?」


　思わず叫ぶオレ。


「……ふっ」


　そしてベッケンバウナーさんは、自分の足に絡からみついたロープをゆっくり眺ながめ、少しだけ笑った。


「入学半年で私の動きを捉とらえられるようになる、か……。素す晴ばらしい。が」


　喜よろこぶのは、早すぎたらしい。


　しゅばっ！　ベッケンバウナーさんが、ロープの絡まっていた右足を蹴けり上げた途と端たん──まるでロープは生き物のようにベッケンバウナーさんの足から離れ──そして、そのままオレに向かって襲おそい掛かかってきた。


「ハァ!?　ウ、ウソォ!?　そんなのアリ!?」


　為なす術すべもなかった。オレはそのまま、一瞬で自分のロープに全身を縛しばられ、身動きが取れなくなってしまう。


「私にロープ術じゆつで挑いどむのは、まだ早いようですね」


　ニコッと笑うベッケンバウナーさん。


　ク、クソォ……負けた。がっくりうなだれるオレ。


　しかし！


　なんと、戦いはまだ終わっていなかった！


「その程度で五つ星？　笑わせる」


　ガンッ！　凄まじい打撃音！


　音のした方を見ると……なんと、ベッケンバウナーさんの脳天に黒い棒──棍こんが直撃している！


「え!?　えぇぇっ!?」


　さらに。


「ホンマホンマ。今までの新入生と一いつ緒しよにされたらかなわんで」


　ブンッ！


　どこからともなく緑色の球体がベッケンバウナーに向かって飛ひ来らいし、


　シュババババ！　いきなり破は裂れつしたかと思うと、凄まじい勢いで中から布の様な物体が飛び出し、ベッケンバウナーさんを覆おおいつくし始めた！　数秒後、ベッケンバウナーさんは為すすべなく、布に巻かれてミイラ男のような姿に成り果ててしまう……。


「ウ、ウソォォ……!?」


　一瞬の間だった。オレは目を疑った。


　ベッケンバウナーさんに棍での一撃を喰くらわしたのは、つるっぱげにメガネの男、サイモン。


　そしてあのワケの分からない物体を投げつけたのは、気絶していたハズの少女、アカネ！


「お、お前ら……えぇぇ？　どういう事？　サイモン、どこから出てきたの？」


「どのみち、まともに戦っても勝ち目は薄そうなんでな。閃せん光こう弾だんで一度二手に分かれ、アカネがあえて捕つかまりスキを作った後、俺が攻撃する、その作戦を選択した。お前が合流した事で、状況は複雑になったが……おかげで、かなりのスキが生まれた」


　淡々と言うサイモン。えぇぇぇ……!?


「で、でも、アカネは？　お前、ベッケンバウナーさんに手刀喰らって気絶してたんじゃ？」


「はっ。あんなぬるい手刀で気絶するかいな。一応、気絶しーひんように鍛きたえる訓練、組織で散さん々ざんやってきてるからな」


　首をコキコキやりながら言うアカネ。だからお前は何者なの……!?


「でもまさか、アンタが、あそこまでベッケンバウナーと渡り合うとは思わんかったわ」


　アカネが、オレを見ながら感心したように言っている。


「確かに。……あんな説教じみた事を言っておきながら、結局助けられたんじゃザマないな」


　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら言うサイモン。


　おれは慌あわててそれを否定。


「い、いや。オレ、サイモンのおかげで目ぇ覚めたし。ていうかオレ……確かに最近、単位数にばっかりこだわってたよ……実際。たまたま、ドラマチック・ロープは役に立ったけど……やっぱり、ちゃんとプロになってからの事考えて学生生活過ごさなくっちゃって、反省した。その、ありがとな、サイモン」


　オレは、少しだけ照てれながら、サイモンに気持ちを伝えた。


「サイモン。良かったな」


　するとその瞬間。


　バンッ！　とアカネがサイモンの背中をはたいた。


「マーガス。サイモンは昨日今日と、アンタに言い過ぎたかもって、珍めずらしくウジウジしてたんやで？」


　アカネはニヤニヤ笑いながら言う。


「そ、そうなの!?」


「アカネ……俺は、お前のそういう口の軽いところが嫌きらいなんだ」


　面おも白しろくなさそうに吐はき捨すてるサイモン。


　ふはは。なんか、ちょっとケンジみたい？


「うっふっふ。さてさて！　男同士の友情も無ぶ事じ復活した事やし、そろそろ行こか？」


　アカネが嬉うれしそうに言う。


「そうだな。他の講こう師しが来る前に、どこか、隠かくれ場所を探さがそう。ベッケンバウナーがやられたのをかぎつけて、他の講師がここへ来るかもしれんしな」


　淡々と言うサイモン。


「ベッケンバウナーさんといえば……サイモン、あんな思いっきり棍で叩たたいて、大だい丈じよう夫ぶだったのか……？」


　オレは、それがちょっと心配だった。直撃だったし……。


　サイモンは肩をすくめ、


「心配ないだろう。相手はあの伝説のレンジャー、ベッケンバウナーだぞ？　あれくらいでちょうど……」


「ちょうど。なんです？」


　唐とう突とつに──優やさしい声。


　え……!?　オレ、サイモン、アカネは、弾はじかれたように、ミイラがある後ろへと振り返った！


　しかし、そこには……ベッケンバウナーさんを覆おおった布のかたまりが、まだちゃんと存在している。……あれ？


「どこを見ているんですか？」


　その声は、後ろからだった。再び振り返るオレ達三人……！


　そしてそこには、今度こそ、ニコニコと笑うベッケンバウナーさんが……仁に王おう立だちになっていた。


「ウ、ウソや！　だってアンタは、ウチの作ったホールドボールに……！」


　驚きよう愕がくするアカネ。


「あっはっは。危あぶなかったですけどね。かろうじて変わり身を作れましたよ。あの中にあるのは、さっき使った丸太です」


「なっ……」


「し、しかし、俺の一撃は確かに喰くらったハズだ！　何な故ぜもう動ける!?」


　一番動揺しているのは、サイモンだった。


「いや。本当に申し分ない一撃でしたよ？　気け配はいの殺し方も完かん璧ぺき。身体能力に関して言えば、歴れき代だいアスベル生の中でも上位に入る素そ質しつを持っているかもしれません。ただ、私は身体の一部を、瞬間的に硬こう化かする事ができるんですよ」


　嬉しそうに説明してくれるベッケンバウナーさん。


「さてと」


　そしてベッケンバウナーさんは、オレ達に向けて、ニッコリ笑顔を向けてきた。


　次の瞬間──！


　じわわ！　突然冷ひや汗あせが、オレの全身から滝たきのように噴ふん出しゆつし始め、さらに毛け穴あなが開きまくり、体中を寒気が駆かけ巡めぐり始はじめた。


　な、なんだ!?　いきなりどうなったんだ、オレの体!?


　まるで、何かに怯おびえるように、体が震ふるえ始めてる。


　オレだけじゃない。隣となりにいるサイモンも、アカネも、ガタガタと震えている！


　ま、間違いない。正面でニッコリ笑ってる、ベッケンバウナーさんから……桁けた違ちがいの、威い圧あつ感かんや、殺さつ気きの様なものが放出されている……！　な、なんで？　ベッケンバウナーさん、笑ってるのに……？


「あ、あの、ライオネル様？」


　恐きよう怖ふを感じたのか、アカネが様付けでベッケンバウナーさんに話しかけた。


「はい？　どうかしましたか？」


「い、いや、どうしたもこうしたも……す、凄い殺気を感じるんですけど……？」


　ギャア、ギャア！　ウォォォン！


　周囲の鳥や動物達も殺気を感じ取ったのか、凄まじい勢いでこの界かい隈わいから逃げていく。


「殺気？　ですか？」


　満面の笑みのまま、ベッケンバウナーさんは聞き返してくる。


「は、はい、そうです。あの、もしかして、なんですけど。ベッケンバウナー様……顔は笑ってるけど……。実は、怒ってません？」


「あっはっは。何な故ぜです？　何か心当たりでも？」


　笑うベッケンバウナーさん。


「い、いや、その……」


「例たとえば、女子だからと手刀を手て加か減げんしたにもかかわらず、その手刀をぬるいと言われたとか？」


「ウッ!?」


「例えば、実力を測はかるため、わざと棍の一撃を喰らってみたら……案外、痛かったとか？」


「そ、それは、俺のせいなのか!?」


「挙あげ句くの果はてには、加減して戦っているにもかかわらず、まるで私と渡り合えているような勘かん違ちがいをし、一人の青年が生なま意い気きな笑顔を浮かべたとか？」


「うわ、絶対オレの事だぁぁ！……」


　一人一人に、皮ひ肉にくを言ったベッケンバウナーさんは……とうとう、常に顔に浮かべていた柔やわらかい笑顔を消し、ペッ、とこなれた調子でツバを地面に吐き捨てると、


「あまり調子に乗るなよガキども……！　お前らのカスみたいなプライドを粉こな々ごなにする事など、そんなに難むずかしい事でもないんだぜ……？」


　手の骨をボキボキやりながら、魔王の様な苦笑を浮かべ、静かに言うベッケンバウナーさん。


　え、えぇっ!?　ベッ、ベッケンバウナーさんが豹ひよう変へんした!?　ていうかまさか、いつもの丁てい寧ねいな物もの腰ごしは造られたもので、この人、これが地なんじゃ……


「いまからたっぷり教えてやるよ……。お前らの実力など、プロから見れば、ゴキブリ以下だという事を、な……！」


「ひいぃっ!?」


　そして。


　完全にブチ切れたベッケンバウナーさんの強さは、鬼おにそのものだった……。


　ゴスッ！　ドゴッ！　メキャッ！


　オレも、サイモンも、アカネも。その音を聞いた後の記憶は、完全に無かった……。





　　　　※




「おい。起きろ。起きろ、マーガス」


　体が揺ゆすられ──オレは、ぼんやり目を覚ます。


　目を開き、体を起こすと──そこにいたのは、つるっぱげにメガネの男だった。


「なんだ、ジャンか……」


「サイモンだ。寝ぼけるな」


　ぱしっ、と頭を軽くはたかれ、オレは完全に目を覚ました。


　あれ？　ここ、どこだ？


　周囲を見渡すと、見み慣なれた景色。


　ああ、ここ、選せん抜ばつ試験が始まる前に、説明を聞いてた校庭の入り口か……。


「うぅ～ん……」


　と、けだるげな声をあげて、どうやら隣となりに寝てたらしい、アカネも目を覚ました。


「……あれ？　なんで、ウチらこんなところに？」


「恐おそらく、気絶した俺達を、ベッケンバウナーが運んできたのだろう」


「って事は間ま違ちがいなく……オレ達、試験失格って事か……」


　はあ～。未いまだ試験中であろう校庭を見つめながら、オレ達三人はため息をついた。


　試験参加する前は、単純に単位のためだけに試験合格したかったけど……でも、それ抜きにしても、やっぱり、前人未踏領域ノース・エンデ行きたかったな……。


「まあ、でも。来年があるやん！」


　と、オレの考えを読んだのか、隣のアカネが明るい声で言った。


　するとサイモンも、


「確かに。今年は不ふ覚かくを取ったが……一年もあれば、俺達はいくらでも成長できる」


「まぁな……オレ達、新入生なのに、あそこまでやれたんだもんな……！」


　オレ達は顔を見合わせた。


　来年こそ、この三人で選抜試験を突とつ破ぱして──前人未踏領域ノース・エンデへ行く！


　言葉にするまでもない。間違いなく、三人とも、そう決意していた。


「ああ。気がつきましたか？」


　ビクッ！　その時、背はい後ごから優やさしい声が響ひびき、オレ、アカネ、サイモンは慌あわてて飛び上がった。


　笑顔で現れたのは、オレ達を気絶させた男──手に何故か何枚かのジャケットを持っている、ライオネル・ベッケンバウナー……。


「お、お疲れ様です！　ベッケンバウナー教官！」


　異常なほどに背せ筋すじをピンと伸ばし、オレ達三人はベッケンバウナーさんに敬けい礼れいした。


　や、やっぱり、さっきの恐怖が体に染しみ付いている……！


「あっはっは。そんなにかしこまらないでくださいよ？　言っておきますけど、さっき怒おこってる風に見せたのは、演えん技ぎですよ？　演技」


　朗ほがらかにベッケンバウナーさんは言うが……スイマセン、信じられません。むしろ、いつものその優しさの方が、演技に見えるんですけど……？　もう、この人、怖こわいよ……。


「それより、ライオネル教官。しょーもない事聞きますけど、ウチら、何番目に捕まった生徒なんですか？　いま残ってるんは何人？　参考までに聞かせて欲ほしいんですけど」


　興きよう味み津しん々しんに聞くアカネ。むぅ、確かにそれは教えて欲しい。オレもサイモンも頷うなずく。


　が。その質問に対し、ベッケンバウナーさんは、目を丸くして驚おどろいてみせた。


「は？　何を言ってるんですか、あなた達は？」


「へ？　何をって」


「もしかして……まだ伝わってないのですか？」


「は？」


「あなた達ですよ……？　今回の選抜試験、最後まで残っていた三人は」


　困こまったように言うベッケンバウナーさん。


「……？　は？」


　その言葉に。


　ぽかん、とオレ達三人は顔を見合わせた。


「え、えぇと……え？　それは、つまり」


「ええ。つまり、あなた達三人が、今年度の前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバンに同行する、新入生の、学年代表です」


　あっさりそう告つげるベッケンバウナーさん。え、えぇ？


「えええぇぇぇぇ!?」


　ワケが分からず、オレ達はとにかく叫んだ！


「ど、どど、どういう事です？　嬉うれしいですけど！」


「だ、だって、ウチら、最後に残った三人やないやろ!?」


「いやいや、それが……。うーむ、私が説明しなければならないのか？　とにかく、言いにくいんですが。実はあなた達三人は、初しよ日にちの時点で、既すでに最後に残った三人だったんです」


「はぁっ!?」


「そう。初日の午後の時点で、既にあなた達三人以外は、全員脱落していたんです。なので、合格の放送を流そうとしたのですが、どうも機械の調子が悪くて……。まあ、我々講師にもプライドがありますし。どうせなら、あなた達を直接見つけようと、試験が続行されていたのですよ。けれどあなた達の潜せん伏ぷく能力が、存外高くて……結局、私があなた達を見つけるまでに、三日かかった。そういう事です」


　ニコッと笑いながらベッケンバウナーさんは言う。


　が、いやいや、ちょっと待てよ!?


「で、でも、だったらベッケンバウナーさん、何でオレ達に襲おそい掛かかってきたんですか？　試験の終了を告げればいいだけなのに……？」


「いや～、申しワケない。キミ達の実力を測はかろうと思ってね。まぁ、キリのいいところでタネあかしをするつもりではあったんですが、なんというか、私もつい盛り上がっちゃって、本格バトルになっちゃいましたね？　あっはっは」


　な、なんだそりゃ……!?　愕がく然ぜんとなるオレ達三人。


「まあ、そう怒らないで下さい。仕方がないと思いませんか？　私自身、あんなに気分を高こう揚ようさせる生徒に出会ったのは、本当に久しぶりだったんです。しかも、一人じゃない。同時に、三人も現れたんだ。困りましたよ」


　暖かい笑顔で言うベッケンバウナーさん。


「サイモン君の身体能力と、アカネ君の妙な専門知識は新入生の中では飛びぬけています。


　そしてマーガス君。やはり君は、この試験に生き残った。私が見込んだとおりの生存運を見せてくれましたね。なにより、いくら手て加か減げんしたとはいえ、今日の私の攻撃は、半年前のあなたなら、見る事も不可能だったハズですよ？　あなたは、私が思ってる以上に成長してくれた」


「あ……！　ありがとうございます！」


　オレは、思いっきり頭を下げる。自分をアスベルに導みちびいてくれた、恩おん師しベッケンバウナーさんにそんな言葉をかけてもらえて……泣きそうなくらい、オレは嬉しくなった。


「でも、大事なのはこれからですよ。自分をこれからどう成長させるか、しっかり計画して過ごさなければ、絶対プロのレンジャーにはなれません。あなた達、三人ともね」


　最後にベッケンバウナーさんはそう締しめくくる。


　自分をどう成長させるか考える。サイモンにも同じ事を言われたけど、やっぱりそれが大事なんだよな……。これからは、そこを踏ふみ外はずさないようにしないと……。








「さて。小言はこれくらいにして。これを渡しましょうか」


　そう言うとベッケンバウナーさんは、手に持っていた、渋しぶい茶色のジャケットを、オレ達に渡してきた。


「オズが造った、対前人未踏領域ノース・エンデ用、学年代表ジャケットです。これは、あなた達の分ですよ？」


「おお!?」


　オレ達三人は喜び勇いさんでそれを受け取り、早さつ速そく羽は織おってみた。


　学年代表ジャケットは、腕うでにＯＺのロゴのついた、落ち着いたデザインのジャケット。


「な、なんか、段々実じつ感かん湧わいてきた……！」


　三人同時にこれを着た瞬間、急に、オレはそう思った。


　オレ達、あの伝説の前人未踏領域ノース・エンデに行けるんだよな……!?


「教官。教官も、一緒にキャラバンに参加するんですよね？」


　アカネが、ベッケンバウナーさんに聞く。


「いえ。今年は、我々一味は参加しません。いろいろ、やる事が多くてね。だから、我々の分も、たっぷり成長して帰ってきて下さい。大丈夫。あなた達なら、前人未踏領域ノース・エンデでもきっと大おお暴あばれできる──楽しみにしていますよ？」


　そのベッケンバウナーさんの力強い言葉に、ジャケットを羽織ったオレ達三人は、しっかり頷く。


　待ってろよ、前人未踏領域ノース・エンデ……！　オレ達、大暴れしてやるからな。





　こうして、オレ達の選抜試験は、試験合格という最高の形で、無事終了した。


　当然、この時のオレ達は、まだ知らない。


　自分達が前人未踏領域ノース・エンデで、想像を絶する事件に巻き込まれる運命にある事を……！
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　靴くつの底が、焼け落ちそうに熱い。


　一歩踏ふみ出す毎ごとに足が砂に沈しずみ、体力がかなり奪うばわれる。


　もう、もはや汗も出ないほど、体は渇かわいていたけど……。


　それでも、オレ、アカネ、サイモンは、普段の倍くらい輝かがやいてるように見える灼しやく熱ねつの太陽の下、一心不乱に、三人だけで広大な砂さ漠ばくを歩き続けていた。


「もう、どれくらい歩いたんだろうなぁ……？」


　オレは、砂を吸すい込んでガラガラになった声で、前を歩く二人に聞いてみた。


　が。


「…………」


　返事は無い。アカネも、サイモンも、疲れきった雰ふん囲い気きで黙もく々もくと歩いているだけ。


「本隊のみんなは、オレらの事、探さがしてくれてるかなぁ……？」


　オレは、めげずに、もう一度呟つぶやいたが、


「…………」


　やはり前の二人から返事はない。


　ヤバイ雰囲気だよな……。


　二人とも、限界が近いみたいだ。けど、こうも殺さつ伐ばつとした雰囲気じゃ、オレ達どんどんネガティブな流れに落ちていっちゃうぞ……？


　こういう時、ノンとかいれば、場の雰囲気を和やわらげてくれるんだろうけど……。


　まぁ、泣き言いっても仕方がない。


　オレは、場の雰囲気を和やわらげるため、もはやウザがられるのを覚かく悟ごで、ひたすら一人で喋しやべり続ける。


「いや、しかし暑いねぇ？　アカネは暑いのと寒いのどっちが苦にが手て？」


「…………」


「なるほどね。オレは暑い方が苦手。サイモンはたぶん寒い方が苦手だよな？」


「…………」


「分かる分かる。でも、寒いのって服を着込めばなんとかなるけど、暑いのっていくら服脱ぬいでも暑いことは暑いじゃん？　だからオレはさぁ」


　と、泣きそうになりながら、そこまでオレが一人で喋り続けた瞬しゆん間かんだった。


「アホやでアイツ……」


「ふっはっは」


　前を行く二人が、一瞬笑い声を漏もらしたのが聞こえてきた。場の雰囲気が、一瞬だけ和らぐ。


　お、おお。よかった。一応、空気和なごませられた？　失しつ笑しようされただけだけど。


　しかし。


　バッ!!　せっかく空気が和んだ──その次の瞬間。


　アカネとサイモンが、今度は急に緊きん迫ぱく感かんを撒まき散ちらしながら、鋭するどくオレの方へ振り返った。


「へ？　な、何？　いくらなんでもオレ、ウザすぎた？」


　なんて事をオレはノンキに言ってたんだけど、


「アホ！　何寝ぼけてんねん！　後ろ見てみぃ！」


「マーガス！　領域転生エンデ・エンドだ！　来るぞ！」


　二人の切せつ羽ぱ詰つまった声に、オレも、ようやく状況を悟さとった！


「え……領域転生エンデ・エンド……！」


　アカネとサイモンは、オレのために振り返ったんじゃない。


　オレの後方の空を確認してたんだ！


　オレも恐おそる恐る、アカネ達が向いている方角の空を見上げた。


「で、出た……」


　もはや、そんな言葉しか出てこなかった。


　オレ達三人の視線の先──真っ青な青空には……砂漠に全然似につかわしくない〝ピンクがかったオーロラ〟が、突とつ如じよ浮かび上がっていた。


　そして、その出しゆつ現げんしたピンクのオーロラは、不ぶ気き味みな風と共に瞬またたく間に面積を増ましていき、数秒後には、空全体を埋うめ尽つくす。不ふ吉きつ極きわまりない光景……。


「け、けどさ。ラッキーかもよ？　どんな世界だろうと、砂漠よりはマシだろうし……」


　オレは精一杯の気休めを言ったけど、


「いや……砂漠世界は見通しもいいし、比較的安全だったんだ」


　サイモンは、悔くやしそうに答えた。仕方ない。


　オレ達は、できるだけ体を寄せ合った後、覚悟を決めて上空のオーロラを見上げた。


　まぁ、ある意味オレ達三人、このオーロラが出た後に起こる〝前人未踏領域ノース・エンデ独特の現象〟には、だいぶ慣なれてるから……。こうなったら、逃にげも隠かくれもできない事は、十分承知してるんだよなぁ……。


「そろそろやで……！」


　アカネが緊きん張ちよう感たっぷりに呟いた、その瞬間！


　グゴゴゴゴ！


　オレ達がたった今まで立っていた砂漠が、突如、空と同じピンク色に変色。


　同時に、立ってられないほどの地響きも巻き起こり、ピカァァァァァァ！　辺あたりを、強烈な閃せん光こうが支配する！


「神様……」


　オレ達はそれぞれ祈いのりつつ、固く、固く目をつむった……！





　　　　※




　そして、ほどなく光が収まり、再び目を開いた時。


　オレ達三人は、目の前に広がる光景に──言葉を失った。


　ずぶずぶとオレ達の足を呑のみ込む、深い雪。


　さっきまであんなに青かったのが、自分の記憶違いだった様にすら思えるような、どす黒い空。


　そして。


　ビュュウオオオオオオオオオオオオ!!


　猛もう獣じゆうが咆ほう哮こうしているとしか思えないような唸うなりをあげ、オレ達に襲おそい掛かかってくる、猛烈なる吹雪ふぶき！


「よかったやんマーガス……」


「そうだな……お前、寒いの得意なんだろ……？」


　アカネとサイモンが、凍こごえながら呆ぼう然ぜんと言うが……


「限度が……限度があるだろぉぉ!?」


　寒い！　寒すぎる！


　頭がおかしくなりそうだった。もはや、叫さけばずにはいられなかった！


　さっきまで砂漠世界だと思ったら、今度は吹雪の世界!?　いい加か減げんにしろ！　こんな狂くるった土地に付き合ってられるか！


　限界だ！　肉体的にも！　精神的にも！


「もうイヤだ……誰か……誰か助けてくれぇぇ!!」


　オレは喉のどが裂さけそうなくらい叫んだけど──当然、叫びは、一瞬で吹雪にかき消される。


「なんかもう……疲れた」


　完かん敗ぱいです。自然の前に、人間は、完敗ですわ。


　精せいも魂こんも尽つき果はてたオレは、そのまま、フラフラ雪の上に座すわり込む。


（あなた達なら、前人未踏領域ノース・エンデでもきっと大おお暴あばれできる──楽しみにしていますよ？）


　選せん抜ばつ試し験けんの時に聞いたベッケンバウナーさんの言葉が、ワケもなく、頭をよぎる。


　ベッケンバウナーさん。大暴れどころか……オレ達、このまま、死んじゃいそうなんですけど!?


　あんなに必ひつ死しに頑がん張ばって学年代表になり、やっとこさ同行した、憧あこがれの前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバン。


　しかし、ここにいるのは、オレ、アカネ、サイモンの、新入生三人組のみ。


　それは何な故ぜか。


　何故なのか!?


　答えは簡単。


　オレ達三人は──現在キャラバンをはぐれ、たった三人で地じ獄ごくの大地前人未踏領域ノース・エンデを、遭そう難なん中ちゆうなのである！　もう、ホント、疲れたよ……！





　　　　※




　前人未踏領域ノース・エンデには〝領域転生エンデ・エンド〟という、常じよう識しきを無む視ししたトンデモナイ現象が不定期に……多い日だと日に数回、少なくても週に一度くらい巻き起こる。


　領域転生エンデ・エンドで巻き起こる現象は、今、見てもらった通り。


　あのピンクのオーロラが空に発生すると、前人未踏領域ノース・エンデは、今まで存在していた姿を忘れて、いきなり、全く別の世界として生まれ変わってしまうのだ。


　一説には、前人未踏領域ノース・エンデには人間を憎にくむ意い思しがあり、そいつが侵しん入にゆう者しやを拒こばむためにこんな仕打ちをすると言われてるけど……真相は分からない。


　とにかく、この領域転生エンデ・エンドに、人間はずっと苦しめられてきた。


　暑い場所用と寒い場所用の衣類が必要で、荷物がかさばる。


　マッピングが大変（一応、世界が変わるだけで、現実に立っている位置自体は変わらないけど）。


　地形そのものも変わるせいで──極端に言うと、今自分が立っている場所がいきなり盛もり上がって、そのまま標ひよう高こう何千メートルもある山さん脈みやくの頂上に変化する場合だってある。


　そしてオレ達が、遭難するハメになったのは……まさにこの〝領域転生エンデ・エンドによる高低変化〟が原因だった。





　竜との戦闘中に巻き起こったから、弱いオレ達が、キャラバン本隊から少し（って言っても五メートルくらいだけど）離れてたのも、原因の一つなんだけど……。


　オレ、アカネ、サイモンの三人は、三日前。


　領域転生エンデ・エンドの末、気がつけば、雲の上に突き出た、ゴツゴツした断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの頂上に、三人だけで取り残される形になってしまっていた。


　たった数秒前までキャラバン本隊のみなさんがいたハズの五メートル離れた場所には、雲しかない。


　要するにオレ達は、五メートルの差で、片方は断崖絶壁の頂上へ、片方は、雲の下の大地へと、隔へだてられてしまったのである。


　ただ、この時は、オレ達はさほど慌あわてなかった。


　今は、高さのせいで何千メートルも離れてるとはいえ、地形が平たいらに戻もどったら、双そう方ほうの距きよ離りは五メートルしか離れてない。


　こういう場合は動かず、その場で次の領域転生エンデ・エンドを待つキャラバンの決まりも知ってたし、オレ達は取り乱さず、岩山の頂上でもう一度領域転生エンデ・エンドが起こるのを待つ事にした。


　高さが幸さいわいしてドラゴンどもも襲ってこないから、そこでの生活はそんなに大変じゃなかったし、数日もすれば、五メートル向こう──雲の下でオレ達を待ってるキャラバンと、問題なく合流できるだろう。オレ達はそう信じきっていた。


　そして、三日後。つまり今日。


　とうとう、待ちに待った領域転生エンデ・エンドが巻き起こった。


　岩山は砂漠になり、オレ達は予定通り、平らになった地面に戻ってこれた。


　しかし、そこでオレ達を待っていたのは、予定外の事態……。


　周囲に広がる砂漠を見渡しても、そこで待っているハズの先せん輩ぱい達の姿が、どこにも見当たらなかったのだ。


　燃やせる物を燃やして、はぐれた時用の狼煙のろしをあげたりしたんだけど、何の応答も無い。


　焦あせるオレ達。


　ここは、世界で一番危険な場所、前人未踏領域ノース・エンデ……！


　二○人近くいるキャラバンの超プ人ロのみなさんが、全員で戦ってやっと倒せる──それくらい強い〝Ｓ級ドラゴン〟が、ウジャウジャそこらを闊かつ歩ぽしている土地。


　いくら成長したとはいえ、プロが周りにいないオレ達三人なんか、Ｓ級ドラゴンからみれば虫みたいなもんだ。見つかった瞬間、為すすべなく、確実になぶり殺しにされる。


　そして残念ながら、本隊との合流を諦あきらめて、オレ達だけで前人未踏領域ノース・エンデを脱出しようにも、ここは既すでに、キャラバンが一ひと月つき半かけて進んできた位置。帰るには、行きと同じく一月半かかる。


　つまり、一秒でも早く本隊と合流しない限り、オレ達に待っている未来は、竜のエサになる事のみ……！


「なんでいきなりこんな絶体絶命なんだよぉぉ……!?」


　こうしてオレ達の、薄はく氷ひようの上を歩くような、壮そう絶ぜつなるキャラバン捜そう索さく生活が幕を開けたのである……。





　　　　※




　ビュュウオオオオオオオオオオオオ!!


　そして……オレ達の遭難生活は、吹雪の中、三日目にして絶体絶命の状況を迎むかえていた。


　オレ達には風を避さけるテントすら無い！　カマクラを作れる吹雪じゃないしこのままじゃ、数時間も持たずに凍とう死ししてしまう！


「さ、寒い……死んでまうでぇ……？」


「とにかく、どこか吹雪を避けられる場所を探さがそう！」


　黙だまって凍死するワケにはいかない。なんで課か外がい授じゆ業ぎようの一いつ環かんで、死ななきゃいけないんだ！


　というワケで素早く防寒着に着がえたオレ達は、どこか吹雪を避けられる場所を探すべく歩き出す。


　が、吹雪の勢いは凄すさまじく、もはや左右どころか、上下さえも真っ白でどっちがどっちか分からない状況だった。オレ達、ちゃんと前に進めてるのか……!?





　そして、どれくらいの時間、彷徨さまよったのだろうか？


　オレ達は死ぬ気で探してるんだけど、進めども進めども吹雪を避けられそうな場所は……というか、雪以外の物が見当たらなかった。


　なんのかんの、一時間くらい彷徨ったか……？


　疲労と寒さで、少しずつ、目が霞かすみ始はじめる。


　マズイな……。マジでシャレにならないぞ、これ……!?


　ドサッ。


　そんな時だった。


　急に、何かがオレの体へ倒れこんできた。


　反はん射しや的てきに受け止めると、それは、女の子──アカネの体。


「って……おい？　アカネ？　何やってんだよ？」


　オレはワケが分からず呼びかけようとしたけど……その瞬間、ギョッとした。


　アカネが、いつものあの陽気な雰囲気とはまったく違う──まさに氷ひよう像ぞうのような白い顔で、静かに目を閉じている。


「お、おい……。まさか……。ウソ。そんな、アカネに限って」


　笑えなかった。ウソだろ？


　白い頰に数回ビンタしたけど、反応ナシ。


　アカネは……既すでに意識を失っていた。


　オレは──体中の血が逆流したようなパニックに襲われた！


「サ、サイモン！　アカネがヤバイ！　肩、貸かしてくれ！」


　必死に少し前を歩いているサイモンに呼びかける！


　ビュュウオオオオオオオオオオオオ!!


　……しかし、サイモンの返事がない。


　凄まじく……嫌いやな予感がした。


「お、おい。サイモン！　サイモン!?」


　アカネを右肩で支ささえつつ、オレは、ザグザグ雪を搔かき分わけ、サイモンがいたハズの方向へ進む。


「サイモン！　返事しろ、サイモン！」


　呼んでも呼んでも返事が無い！


　ウソだろ!?　サイモンまで!?　そんな遠くへ行ってるハズないのに、はぐれたのか!?


「……マーガス……」


　焦あせりが頂点に達した、そんな時だった。


　右方向から、かすかにオレを呼ぶ声が聞こえた。オレは少しホッとして、アカネを背負ったまま、そこへ向かう。


「マーガス……」


「サイモン！」


　サイモンは、オレが思ってたより少し東の方角にいた。


　吹雪の中で、棒ぼうの様に立ち尽つくし、オレの方を見ている。


　よかった……これでサイモンとまではぐれたら、ホントにおしまいだったぞ？


「サイモン！　アカネがヤバイんだ！　手伝ってくれ！」


　オレは、必死に言ったが、


「……マーガス……アカネが動けないなら……置いていけ」


　サイモンは、いきなり、ワケの分からない事を言い出した。


「な、なに言ってる？」


「お前は……寒さに強いんだろ……。動ける人間だけで……行け」


　ドサッ。それだけ言い残すと、サイモンも糸が切れた操あやつり人形のように、そのまま前のめりに雪に向かって倒れこんだ。


　な……何だよこれ。何だよこれ!?


「お、起きろサイモン！　一番優秀なお前が、そんなにアッサリ倒れてどうするんだよ!?　オレは……お前を頼たよりにしてるんだぞ！」


　オレはすがるようにサイモンに摑つかみかかった。


　しかし、いくら起こそうとしても、サイモンも意識を取り戻さない。


　ビュュウオオオオオオオオオオオオ!!


　益ます々ます勢いきおいを増まし吹き荒れる吹雪。オレの周りには、もはや一言も話さなくなった、アカネとサイモン。


　オレは吹雪の中、かつてないほど強きよう烈れつな孤こ独どくを感じ──情なさけない話、泣きそうになった。


「うううぅぅぅ……クッソォ」


　けど、このままアカネとサイモンを見み捨すてるワケにはいかない。まだ助かる見込みはある。


　オレが……オレが、しっかりしないと！


　オレは、重いサイモンを背中に背負い、比較的軽いアカネを腕で抱かかえながら、再び一人で吹雪の中を歩き始めた。


　が。


　いくらオレがチョット寒さに強いって言っても、所しよ詮せん人間……。


　歩き始めて数分もしないうちに、とうとう、オレの意識もあやふやになり始める。


　人生で感じたことのないような強烈な眠気がオレを襲う。


　おまけに吹雪の中で二人を運ぶ作業は、予想以上にオレから体力を奪うばっていった。視界が、ますます、霞かすんでいく……！


「クソ……そんな……」


　こんな……こんなところで死ぬのか、オレ……!?


　踏ふみとどまりたかったけど、踏みとどまろうとすればするほど、意識はどんどん遠ざかっていく……。


　オレはとうとう、アカネとサイモンと折り重なるように、そのまま雪の上へと崩くずれ落ちてしまった……。


　とにかく眠かった。吹雪の中に、オレ達三人は、消えていく……！





　　　　※




　どこからともなく、花の、いい香りが漂ただよってきていた……。


　……ん？……花？


　吹雪の中で？


「あ、あのう。そ、そろそろ、おきてもらえないでしょうか？」


　寝ね起おきのボンヤリした頭で考えていると、今度は、耳元で頼たよりなさそうな女性の声が聞こえてくる。


「うぅ……？」


　何が……どうなったんだ？


　まだ猛もう烈れつに眠かったけど、オレは、ワケが分からないまま、体を起こした。


「おはようございま……って……えぇ!?」


　起きて、周囲の景色を見た途と端たん。


　驚きのあまり、一瞬でオレの眠気がすべて吹き飛んだ。


　ふ……吹雪はどこにいったんだ!?


　オレの周囲に広がっているのは──気を失う前まで広がっていた景色とまったく違う──あまりに、のどかな光景。


　一面、どこまでも咲さき乱みだれている、黄色やピンクの色とりどりの花々。


　リンゴの生なる大きな木がところどころに立っていて──そこから飛び立った小鳥達が、青い空の下を、楽しそうに飛び回っている。


　ウ、ウソだろ？　この光景って……まさか……まさか……


「天国……!?」


　自分の口から出たその言葉に──オレは自分で恐怖した。


「ウソぉ……！　マ、マジ!?　オレ、死んだの!?」


「い、いえ。あなたは、死んでません」


　驚きよう愕がくしていると、さっきオレを起こした声が、慌あわてるように忠告してくる。


　な、なんだ……よかった、死んでないのか。


「ていうか……誰だれだ？」


　オレは、自分に話しかけてきた女性を見つけようと、周囲を見渡し探した。


　が、周囲には花畑が広がってるだけで……女性の姿なんてどこにもない。


　……あれ？


「す、すいません。誰か、いるんですよね!?」


　オレは、仕方なく周囲一帯、どこにいても聞こえるように、大声で呼びかける。


　ビクッ！　その瞬間、一瞬だけ、地面が揺れた。


「は、はい。い、います。わたし、ここにいます！」


　そう答える例の声。


「は、はぁ、そうですか。えっと……？」


　が……周りを見渡しても、やはり、相変わらず誰もいない。


「え、えっと……。すいません、ここって、どこです？　姿、見えないんですけど……？」


　ビクッ！　オレがもう一度聞いた瞬間、再び、一瞬だけ地面が揺れる。


「ご、ごめんなさい。えっと、その、なんていうか……わかりづらいとおもうんですけど。わたし、あなたの、あしもとにいます」


　やけにテンパった調子で、必死にその女性は言う。


「あ、足元？」


　オレは意味が分からず、つられるように自分の足元を見た。


　オレの足元には、雑ざつ草そうや花が咲きまくってるだけで、後は、土しかない。


「も、もしかして……花の精か何か？」


　オレは知らないうちに踏ふんでいた花から、慌てて飛びのきながら言う。


　が。


「い、いえ。わたしは、はなのせいじゃありません。もっとしたの……つまり、わたしは。大地です」


「は？　わたしはダイチです？」


　何を……言ってるんだこの女ひとは？


〝わたしは大地です〟


　あまりにイカれた自己紹介に──オレは一瞬ゾッとした。


　なんかオレ、ヤバイ女性と関わろうとしてるんじゃ……！


「す、すいません。オレ、そろそろ行かないと。じゃ！」


　とりあえずオレは逃げようとしたが、


「ま、ままま、まってください！　ウソじゃないんです！　わたしは大地で……あうぅ、あ、そう！　あなた達のことばで、もっとわかりやすくいうと！　わたしはノース・エンデ！　ノース・エンデの〝意い思し〟なんです！」


「はいぃ？　前人未踏領域ノース・エンデの意思ぃ？」


　な、なんか、余計ウサン臭い事言い出したぞ、この女ひと……。


「いや、あの、そんな突とつ拍ぴよう子しもない話とても信じるワケには……」


「じゃ、じゃあ、しょうこみせます！」


　その女性がムキになって言った、その刹せつ那なだった！


　しゅん！


　一瞬で──周りの花畑が消え去った。


　辺あたりに現れたのは、あの憎にくらしい、灼しやく熱ねつの砂漠！


「おお!?」


「い、いちおう、わたし、ノース・エンデの意思ですから」


　しゅん！


　しゅん！


　一瞬にして、景色は砂漠から高原へ、高原から荒野へと移り変わる。ウソォ!?


「このあたりをサイコウチクするだけなら、かんたんにできます！」


　しゅん！


　しゅん！


　景色は、冗じよう談だんのように瞬またたく間に切きり替かわっていく。


　ひゅん！


　ビュオオオオオオ！


　そして景色は、再びあの恐るべき吹雪世界へと辿たどり着つく。


　その吹雪は、作り物ではなく、本物……！


　オレはゾッとする。


「ま、まさかあなた……。ホントに前人未踏領域ノース・エンデの意思なんじゃ……!?」


「だ、だから。そういってるじゃないですか！」


「え……えぇぇぇ!?」


　ホ、ホントに本当なのか？　前人未踏領域ノース・エンデの意思って、あの前人未踏領域ノース・エンデの意思!?


　で、でも、本物だとして、なんでだ？　オレ、確か吹雪の中で気を失ったんだよな？　そこから、なにがどうなって、こんなシチュエーションになってる!?


　ビュオオオオオオ！　オレが考えをめぐらせている間にも、吹雪は吹き荒れ続ける。


　な、なんか段々冷えてきた……。


「あ、あの。信じます。とりあえず信じますから、元の世界へ戻してくれませんか？　ここ、寒くて」


　オレは、必死に頼みこむ。


　しゅん！


　すると世界は、一瞬にして、あののどかなお花畑世界へと姿を戻もどした。


「よ、よかったあ。しんじてもらえて。ホッ」


　ヒュウオオオオ！　ノース・エンデ的には安あん堵どのため息のつもりなんだろうが、ノース・エンデがホッと言った瞬間、物凄い突とつ風ぷうが花畑を通過する。


　ど、どうやらこりゃこの女ひと、本当にノース・エンデの意思っぽい……！　オレはちょっとだけ緊張しながら、言葉を一応敬語に直し、聞く。


「あ、あの。それでノース・エンデ様。ここは、どこなんでしょう？　どういった経けい緯いで、オレはここに……？」


「ここは、ノース・エンデの真ん中ですよ。ノース・エンデのおヘソなの。吹雪のなかでたおれてるあなたを、わたしがここへよんだんです」


「？　ノース・エンデ様が、オレを助けてくださったんですか？」


　不ふ思し議ぎに思ってオレは聞く。


　だって、ノース・エンデの意思は、人間を憎にくんでるんじゃ……？


「はい。でも、あなたたちを吹雪でおそったのも、わたしなの……」


「は、はぁ……」


　結局何が言いたいんだろう、この人は……？


　困っていると、


「あ、そうだ。あなたのおともだちもここにいるんですよ？」


　ノース・エンデは、思い出したように、いきなり声高らかにそう叫んだ。


　その瞬間──サァァァァ！


　優しい風が吹いて、オレの周囲に咲き誇ほこっていた花が、空に向かって舞まい上がっていく。


　すると、なんと！


　花が舞い上がってむき出しになった地面の上に、横たわってるアカネとサイモンの姿が突然現れた！


「ア、アカネ！　サイモン！」


　二人も、ここに来てたのか!?


「ア、アカネ達は無事なんですか!?」


「はい。げんきがなくなっていたから、すこし、げんきをわけてあげていたの。もうだいじょうぶだとおもいます」


　ノース・エンデがそう保証した、その瞬間だった。


「な、なんや……？　マーガス？」


「ここは……どこだ？」


　ボンヤリした声で、二人は、同時に目を覚ます。


　よ、よかったぁ……！　二人とも、吹雪の中では死んだみたいになってたけど、いちおう、元気になってる……！


「で、でも、なんでここまでしてくれるんですか……？　前人未踏領域ノース・エンデの意思は、人間を憎んでるってオレ聞いてたんですけど……？」


　恐る恐る、オレはノース・エンデに聞く。


　ビクッ。その瞬間、例によってノース・エンデは震ふるえた。前人未踏領域ノース・エンデの意思っていうワリにはビビリなんだよな、この女ひと……。


「じ、じつは。みなさんをたすけたのには、ちょっと、りゆうがありまして……」


　やけに切り出しにくそうに言葉を濁にごす、ノース・エンデ。理由……？


　なんか……途方も無くややこしい事になりそうな予感がするけど……。一応、オレ達この女ひとに生かされてるワケだし、聞かないわけにはいかないよなぁ……？


　仕方が無い。オレは、とりあえず一緒に頭を抱えてくれる仲間を増やすべく、アカネとサイモンに事情を説明する。





「はあ。ノース・エンデの意思さん、ねぇ」


「うーむ」


　アカネもサイモンも、さすがに半はん信しん半はん疑ぎだったけど、まあ、オレがこの状況でウソをつくワケないって事もあるし。とりあえずこの女性の声がノース・エンデの意思だという事を、信じてくれたようだった。


「まあええわ。ウチはアカネ。よろしく、イシちゃん！」


　さっそく、地面に向かって呼びかけるアカネ。


「よ、よろしくおねがいします。でも、え？　イシちゃんって、わたしのことですか？」


「そ。ノース・エンデの意思さん、なんて呼びにくいやん。嫌？　イシちゃんってあだ名」


「い、いえ、そんな！　めっそうもない！」


　ブンブン、と首を振るように、そこら中のリンゴの生る木を折れそうなくらい揺らして否定するイシちゃん。


「わ、わたし、あだ名なんてつけてもらったの、うまれてはじめてなんで……その、なんか、ふしぎなきもちになっちゃって……」


　ちょっと涙声でノース・エンデ……じゃなくて、イシちゃんは言う。なんか、人間くさい大地の意思だなぁ……。


「サイモンだ」


　サイモンも、地面に向かって頭を下げながら自己紹介。


「詳くわしい事情は分からないが、イシちゃんが俺の命を救ってくれたのは事実だ。この借かりは必ず返す。たとえこの身滅ほろびようともな」


「は、はい……？」


　サイモンの自己紹介に、ぽかんとした返事を返すイシちゃん。サイモン、お前の自己紹介、重すぎるよ……。


「で、自己紹介してなかったけど、オレ、マーガス。マーガス・アルニレックス。えーと。結局、タメ口でいいのかな……？」


「もちろん！　よろしくおねがいします！」


　嬉うれしそうに答えるノース・エンデ、じゃなくてイシちゃん。うーむ……？


「えっとさ。最初に確認したいんだけど……イシちゃんは、人間の敵なの？　味方なの？　なんかイマイチ、イシちゃんの立場がよくわかんないんだけど……？」


「わたしは……うぅん、そうですね……。いちおう、にんげんのてきだとおもいます」


　迷った挙あげ句く、そう答えるイシちゃん。


「いちおうって……？」


「いちおうっていうのは、その……。わたし、もともと、にんげんを〝向こう側〟にとおさないためにつくられたから……」


　遠い昔を振り返るように言うイシちゃん。


〝向こう側〟……？


「向こう側ってもしかして……オレ達がまだ誰も行った事のない……前人未踏領域ノース・エンデの北側の世界の事？」


　オレは、ちょっとドキドキしながら聞いた。


　前人未踏領域ノース・エンデはこんな何でもありな空間だし、おまけに北に行くほど竜は強くなる。


　そのせいで、人類は未だに前人未踏領域ノース・エンデの最北端には辿り着けておらず、前人未踏領域ノース・エンデの北に何があるのかは、世界中、誰も知らないのだ。


　そして、イシちゃんは、オレの期待に応こたえてくれた。


「そうです。わたしは、そのせかいに住む存在に造られたの」


　アッサリ歴史的な発言を繰り出すイシちゃん。


「そ、存在!?　って事は、向こうにも、人間が住んでるの!?」


　世紀の発見に、オレ達は本気で震しん撼かんしたが、


「あ、ううん、人間かどうかはおぼえてないの。あんまり昔のことだから……わたし、もうじぶんを造った存在のことも、向こう側になにがあるのかも、ちゃんとはおもいだせなくて……。ゴメンなさい」


　しゅんとなって謝あやまるイシちゃん。


「い、いや、別に謝らなくてもいいんだけど……」


　ていうか、向こう側に誰か住んでる世界があって、その連中が前人未踏領域ノース・エンデを造ったって分かっただけでも、とんでもない発見だぞ……!?


　人類が、誰も辿り着いた事のない世界。


　なんて燃えるキーワードなんだろう。


　いつか……それこそ、イッコなんかとそこへ辿り着いたりできたら、もう興こう奮ふんのあまり悶もだえ死んじゃうかも、オレ……！


「でも、て事は、役割からゆうたらイシちゃんは絶対ウチらを助けたらアカンやん。せやのに、ウチらを助けた。理由があるって言うてたけど……その理由ってのはなんなん？」


　不思議そうに尋ねるアカネ。そう、本題は、それなんだ。


　視線がなんとなく、イシちゃん──地面に集まる。


　するとイシちゃんは、一いつ拍ぱく迷まようように間を置いてから、ゆっくりと答えるのだった。


「じつは……どうしてもおねがいしたいことがあって……それで、みなさんを、ここへよんだんです」


「お願い？」


　オレ達が聞き返すと、イシちゃんはそれに答えるように、オレ達のすぐ近くにあったリンゴの生る木をしゅるんっ、といきなり消しよう滅めつさせた。


　すると、その木の中に隠かくす様に置かれていた物が、姿を現す。


「なんやアレ……？」


「剣……？」


　そう。


　木が消え、むき出しになった地面には──古ぼけて、ひどく錆さびた、ボロボロの一本の剣が突き刺さっていた。


「この剣は、ウラヌスちゃんです」


　唐突に言うイシちゃん。


「ウ、ウラヌスちゃん……？」


「はい。少し前に、空から落ちてきた、わたしの、たったひとりのおともだち……」


　こうしてイシちゃんによる、ウラヌスちゃん話がスタートする。


　このウラヌスちゃんとやらが、オレを──そして、イッコを、ジャンを、ノンを……ドノヴァンを、ミニィちゃんを、そしてケンジを巨大な事件に巻き込んでいくなんて……。


　この時は、想像もしてなかったよなぁ……。





　会話する事に慣れていないのか、イシちゃんの話は、恐ろしく要よう領りようを得えず、しかもグルグル同じ話が繰り返される長い話だった。


　途中までをまとめると。


　要するに、とりあえずあの剣は、昔、天から降ふってきた剣で……おまけに普通の剣じゃなく、中に、〝女の子の精神〟が入った、不ふ思し議ぎな剣らしい。


　イシちゃんは、自分の上に剣が降ってきた事を、それはそれは喜んだ。


　何な故ぜならイシちゃんは、一応、花木やドラゴンと会話する事もできるけど、花木はほとんど会話能力を持たないし、ドラゴンには、話しかけてもほとんど無む視しされている。


　しかし、剣の中にいる精神体、ウラヌスは──イシちゃんが潜せん在ざい意識にアクセスしてみると、断だん片ぺん的てきにだが、会話を行ってくれた。


　イシちゃんにとってウラヌスは、生まれて初めてできた、ちゃんとした話し相手だったのである。





　しかし、イシちゃんはウラヌスの潜在意識と断片的な会話をしているうちに、幾いくつかの事を知った。


　・この剣は、何らかの目的で、（あのおとぎ話で有名な）天てん空くう郷きようアトラから地上に送り込まれた物である事。


　・剣の中にいるウラヌスは、天空郷の王女の精神体である事。


　・ウラヌスは、意識の中では、故郷アトラへ帰りたがっている事。


　・ウラヌスが故郷に帰るには、詳くわしくは分からないが、人間の力が必要である事。





「て事は、イシちゃんがオレ達へお願いしたい事って……？」


　話がそこまで進んだ時、ピンときたオレは聞いた。


「はい。わたしがみなさんにおねがいしたいのは、ウラヌスちゃんのことです。みなさんの力で……ウラヌスちゃんを、なんとか、天空郷へ帰してあげられませんか？」


「うーん……？」


　オレ、アカネ、サイモンは……改めて、困ったように顔を見合わせた。


　いや、面おも白しろそうではあるんだけど……。オレ達、一応、授業で前人未踏領域ノース・エンデに来てる学生の身分だし……さらに言えば、遭そう難なん中だしなぁ……？


「ていうかイシちゃん」


　すかさずアカネが、不思議そうにイシちゃんに尋たずねる。


「な、なんでしょう？」


「あのさ。イシちゃんは、その剣、少し前に落ちて来たって言うてたよね？　て事は、いくらここが前人未踏領域ノース・エンデやいうても、ウチらが来るより前に、他の人間も幾いくらかは来てるハズやん。その人達には声かけへんかったん？」


「…………」


　その質問が飛び出した瞬間、何故かイシちゃんは、気が重そうに押し黙だまった。ん？


「もしかして、何回も頼んでみたけど……みんなに無視されたとか？」


　オレは心配になって聞いてみたけど、イシちゃんは首の代かわりに木を振って否定。


「じゃあやっぱり、ノース・エンデの本能っていうか……敵である人間には頼めない、みたいな……そういうのが原因で、誰にも声かけられなかったとか？」


「それは……あるかもしれませんけど……」


　困ったように言うイシちゃん。


「わたしは、わたしを造った存在に、人間はこわい存在。しんようしちゃいけない。ようしゃなくこうげきしろ。そういうふうにおしえこまれてましたし……」


「じゃあ……」


「でも、ちがうんです。あの……。じつは、まえに、いちどだけ……人を、ここに、よんだことがあるんです」


　辛つらい思い出を告白するような口調で、イシちゃんは言う。


「剣がおちてきて、しばらくした頃でした……。わたしは、ウラヌスちゃんのために、このおヘソの辺りへくるひとのなかで、剣を託たくせそうなひとがいないかどうか、探さがしてたんです」


　神しん妙みような声で言うイシちゃん。


「ん？　ヘソの辺りって？　前人未踏領域ノース・エンデの入り口の付近にいた人とかはダメなの？」


　話の腰こしを折る様だけど、妙に気になったんでオレは聞く。


「あ、そうじゃなくて……。わたしが見渡す事ができるのが、このおヘソの近くだけなんです。もっとむかしは、とおくの事までわかったんだけど、わたし、だんだん、ちからがよわくなってきてて……。世界の再構こう築ちくも、最近じゃ自分の意思で行えるのはこの辺りだけ。他の場所は、わたしが寝てる間に、勝手に生まれ変わっちゃうし……」


　しゅんとした声でイシちゃんは言う。


　ん？　って事は……オレ達が本隊キャラバンとはぐれた時の領域転生エンデ・エンドなんかは、イシちゃんが意い図としてやったワケじゃなかったのか。


　ていうか、この辺りしか見渡せないって事は、イシちゃんに本隊キャラバンを探してもらう事は無理なのか……！　密ひそかに期待してただけに、けっこうショック。


　オレのショックなどつゆ知らず、イシちゃんは話を続ける。


「剣を託せそうなひとを探し始めてしばらくたったころ……わたしは、ひとり、よさそうなひとをみつけました。うごくお人形をつれた、やさしそうな女のひと。わたしは、思い切って、そのひとをここへよびました」


「お、おお。それで？」


　ちょっと身を乗り出すオレ達三人。


「それで……。事情を話したらそのひと、ウラヌスちゃんを、天空郷へ送り届けてくれるっていってくれたんですけど……」


「？　ほな、めでたしめでたしやん。なんで剣がまだここにあんの？」


　アカネが聞く。


「それが、その……。わたし……じつは……。ひとが喋しやべってるとき、同時に、心の中で思ってる声も、勝手に聞こえてきちゃって……」


「えぇっ!?」


　まさかの告白に、一瞬、動どう揺ようするオレ達三人。て事は、オレ達が心の中で考えてる事も、全部つつぬけって事か!?


　ん？　いや、でも冷静に考えたら、相手は大地の意思なんだし……ある意味、本ほん音ねくらい見み透すかされてもあたりまえなんじゃないのか……？


　アカネとサイモンも、最初こそビックリしてたみたいだけど、あっという間に普通の様子に戻ってる。


「あ、あの。おどろかないんですか……？」


　逆に、イシちゃんが驚おどろいたように聞いてきた。


「いや、ウチも一瞬驚いてはみたけど……よう考えたらウチ、そんなに、言ってる事と思ってる事に差ぁないし……」


「俺もだ。噓うそは好かん」


「確かに、実はそんなに問題ないよな……？」


　心を見透かせるって言われてこんだけしか動揺しないオレらって……もしかして、アホなんだろうか……？


「まぁ、ウチらの事は気にせんといて。で？　イシちゃんは、その女の人の本音を読んだんやな？　どうやったん？」


「あのひとは……ニッコリわらって、まかせて♪　っていってくれたんですけど……心の中では、すぐ剣をぶんかいして、それでてにいれたきんぞくで、あたらしい人形を造るんだって……。


　わたし、ビックリして、そのひとをおもわず追い出しちゃいました。それっきり、ひとはここにはよんでません。なんか、こわくなっちゃって……」


　すごく悲しそうに言うイシちゃん。


　まぁそりゃ、初めて出会った人間に早さつ速そくそんなウソつかれたら……人間不信にもなるよなぁ。


「でも、じゃあ、オレ達は？　オレ達は、なんでいきなりここに呼ばれたの？」


　不思議に思い、オレは聞いた。


　イシちゃんは、真剣な声で言う。


「……あれから、すこし、時間がたって。わたしのちからは、まいにち、どんどんよわくなってる。なんとなくわかるんです。わたしのいしきは、そう遠くないウチに、きっと消えちゃう……」


「え!?　で、でも、イシちゃん大地の意思なんでしょ？」


　オレ達はビックリして聞いたが、


「うん……でも、なんとなく、そんな予感がするの……。そして、もしわたしがきえたら、ここに残るのはウラヌスちゃんだけになっちゃう。それじゃダメ。


　だってあの女のひとを追い出した後……ここへ、うごくお人形たちをつれたひとが、ウラヌスちゃんをもっていこうと、たまに来る様になったから……」


「え？　その女の人じゃなくて？」


「はい。来るひとは、時間がたつといれかわるんですけど……ぜったいみんな、うごくお人形といっしょなんです。たぶん、あの女のひとから、剣のことをきいたひとなんだと思います。心をみると、剣を分解することであたまがいっぱいだし……。


　もしわたしが消えちゃったら、ウラヌスちゃんは、あのひとたちにもっていかれちゃうと思う……。


　だからわたしは……自分が消える前に、もう一度、剣を託せるひとを探し始めたの。そしたら、あなたたちが、ここへちかづいてきて……」


　なんとなく、オレ達を見つめるイシちゃんの視線が熱を帯びるのを感じる。


「最初は、こわくて、雪で攻撃しちゃったけど……。マーガスさんが、フラフラになりながら、アカネさんとサイモンさんをおぶってる姿を見て……なんか、このひとなら大丈夫、そんな気がして……それで……」


　イシちゃんはそこまで言うと……ポロッ、ポロッと空から雨粒を降らせてきた。


　えぇっ!?　イシちゃん、感極きわまって泣いてる!?　なんで？


「最初の女にウソをつかれた事が、かなりのトラウマになっているみたいだな……」


　難むずかしい顔をしながら、サイモンは分ぶん析せき。


　そ、そうかぁ……。


　なんか、可哀かわい想そうだなぁ。オレは思った。


　たまたま、最初に会ったのが悪い人間だったせいで……世の中、良い人間だって、たくさんいるぞ。


「なあ、サイモン。アカネも。ウラヌスちゃんを天空郷へ送り返す件、引き受けてあげようぜ？　このままじゃ、人間、冷れい血けつ漢かんばっかりだと思われちゃうぞ？」


　オレは、アカネとサイモンに言う。


「賛さん成せいだな。前人未踏領域ノース・エンデの意思に、少しはマシな人間がいると証明すべきだ」


　サイモンも言い、オレとサイモンは、イシちゃんのお願いを聞くべきだ、という姿し勢せいを見せた。


　が。


「ちょっとアンタら……女の涙なみだに燃え上がんのも分かるけど。自分の置かれてる立場分かってて、そのセリフ言うてるんやろうな？」


　アカネは、クギを刺さすような口調でオレとサイモンに言ってきた。


「ウチらは現在、世界で一番危険な地域、前人未踏領域ノース・エンデで遭そう難なん中なんやで……？　本隊と合流せぇへん限り、剣を預あずかっても、のたれ死ぬんがオチや」


　吐はき捨すてるように言うアカネ。


　そ……そうだった。


　オレとサイモンは、状況を思い出し、言葉を失った。


　確かに、人の心配してる場合じゃないのか……？　オレ達も、生きるか死ぬかの問題に直面してるんだよな……！


「あ、あのう！」


　と。オレ達が言い合ってると、泣いてたハズのイシちゃんが、いきなり会話に割りこんできた。


「へ？　な、なに？」


「もしかして、みなさん、迷まい子ごなんですか!?」


　なんか、嬉うれしそうに言ってくるイシちゃん。


「ま、迷子って言われると、レンジャーの卵たまごとして抵てい抗こうあるけど……ま、まぁ、実際、そうかな……」


　情なさけないけど、否定できない。ホント、オレ達、迷子みたいなモンだもんな……。


　しかし、オレがそう言った瞬間。


　イシちゃんは、思いもつかぬ提案を持ちかけてくるのだった。


「だ、だったら！　わたし、みなさんのおともだち、さがしますよ！　さがしだして、ここまで、ゆうどうしますっ！」


「へっ!?」


　まさかの言葉に、声をあげるオレ達。


「ど、どういう事？　そんな事、できるの？　だってイシちゃん、この辺しか見渡せないって、さっき」


「だいじょうぶ！　ほんきだせば、わたし、はしからはしまで見渡せます！」


　やる気満々にイシちゃんは言う。


　はぁ!?　本気出せば!?


「ア、アホォ！　普段から本気出しぃや!?　人間、楽ラク覚えたらおしまいやで!?」


「まったくだ！　若いうちからそんなだと、自分の限界が分からなくなるぞ!?」


　完全に相手が大地の意思だということを忘れて、アカネとサイモンが説教するが、


「ち、ちがいます！　ああ、うまれてはじめてのおせっきょう、うれしいけど……そうじゃなくって。いっかいほんきだすと、わたし、はんとしくらいきをうしなっちゃうんです」


「な、なんや。そういう意味かいな」


　頭をポリポリ搔かいて押おし黙だまるアカネ。


「え？　で、でもじゃあ、キャラバンを見つけるかわりに、イシちゃんは半年間もぶっ倒れちゃうって事？」


　オレは心配になって聞く。


「いいんです！　でも、その代かわり……！」


　そこで言葉をきるイシちゃん。


　その代わりに、ウラヌスちゃんを天空郷へ送り届とどけろ！　そういう事か……！


　うーむ……！　その気き迫はくに思わず唸うなりながら、オレ達三人は顔を見合わせた。


　そこまでしてウラヌスちゃんを無ぶ事じ天空郷へ送り届けたいのか……！


「まぁ、どのみちウチらも、ここままやったらのたれ死ぬのは間違いなかったし……」


「ああ。もはや賭かけてみるしかあるまい。借かりもある事だし」


「ま、この状況で依い頼らいを断ことわるようじゃ、レンジャー失格だよな……」


　話はまとまった。


　こうして、前人未踏領域ノース・エンデで迷子になったオレ達学年代表三人は、恐らく世界で初……前人未踏領域ノース・エンデの意思、イシちゃんと約束──キャラバンを見つけてもらう代わりにウラヌスちゃんを天空郷へ送り届ける──をかわしたのであった。





　　　　※




　相談の結果、突き刺さっている剣を抜くのは、吹雪ふぶきの中でアカネ達を背せ負おったりしてここへ来るきっかけを作った……オレという事になった。


　しかし。


　天空郷から送られてきたボロ剣は、オレが地中から引き抜いても何の変化も起こさず、ウラヌスちゃんとやらも出て来なかった。


　うーん、ただ引き抜くだけじゃ、ウラヌスちゃん目覚めないんだろうか？


　イシちゃんも、ウラヌスちゃんを目覚めさせる方法を知らないらしく、おまけに最近では力が弱まったせいで、ウラヌスちゃんの潜せん在ざい意識に聞くこともできないという。


　なので結局オレ達は、まず、ウラヌスちゃんを目覚めさせる方法から探さがさなければならない事になった。ま、仕方ないか……。


　その代わり、オレ達が剣を引き抜き、ウラヌスちゃんを守る意志を見せると、イシちゃんは約束通り、オレ達とはぐれた前人未踏領域ノース・エンデ探索キャラバンの〝本隊〟を探し始めてくれた。


　その結果。


「ああ！　い、いました！」


「えぇっ!?」


「りゅうがひいてるおっきいテント。まちがいないです！」


　オレ達の教えた特とく徴ちようを頼りに、必死に探した末……イシちゃんはホントに、キャラバン本隊を発見！


　本隊は、オレ達がいるこの前人未踏領域ノース・エンデのヘソまで、歩いて五、六時間程の距きよ離りの場所にいたらしい。


「いきなりここまでこられると、ちょっとこわいから……すこしはなれたばしょにきてもらいますね？」


　というワケでイシちゃんは、キャラバンの人間にアクセスし、このヘソから少しだけ離れた合流場所へ来るよう指示。


「来てくれるって……？」


「はい！　きゃらばんのみなさん、いま、こっちへむかってます。わたしがゆうどうするから……あとさんじかんもすれば、ここまでこれるとおもいますよ？」


「よかった……」


　イシちゃんの言葉に、オレ、アカネ、サイモンは、安あん堵どのあまり、泣きそうになりながら顔を見合わせた。


　帰れる……これでなんとか、生きて前人未踏領域ノース・エンデから帰れるぞ……！


「きゃらばんがちかくにくるまで、ここでゆっくりしててください！　わたし、きゃらばんがくるまでは、がんばって、おきてますから！」


　というわけで。オレ達は、キャラバンが合流地点に来るのを、この花咲き誇ほこる楽園、ノース・エンデのヘソで待つことにした。





　　　　※




　キャラバンが集合場所に来るまでの間。


　オレ達は、せっかくの機会だし、イシちゃんにアスベルレンジャースクールの話なんかをしてあげていた。


　ちなみにイシちゃんのサービスなのか、いつの間にか周囲は夜になり、空には驚きよう異い的てきな数の大きな星が、煌こう々こうと輝かがやいている。


「なるほどぉ。みなさん、そこで、まいにちべんきょうするわけですね」


　興きよう味み津しん々しんに聞いているイシちゃん。


　これだけ素直に聞いてくれると、話し甲が斐いがあるな。




[image: ]


「じゃあこれからもずっと、みなさん、そこでべんきょうするんですか？」


「ちゃうちゃう。ずっとやない。勉強したら、単位っていう……ご褒ほう美びみたいなもんがもらえて。それいっぱい集めたら、卒業。アスベルからは出て行くねん」


「ふーん」


　感心したような声でイシちゃん。


「それじゃ、そつぎょうしたら、そのあとみなさんはどこへいくんですか？」


「どこへ行くってそりゃ……。？」


　この質問に、オレ達は一瞬虚きよをつかれ、思わず顔を見合わせた。


「そういえばさ、お前達って卒業した後どうするの？」


「言われてみれば……お前達と、卒業後の進路の話を、あまりした事がないな」


　自分でも少しビックリしているように、サイモンが呟つぶやく。


「まぁ、大体予想はつくけどな。サイモンは、卒業したら即そくレンジャーとして活動開始やろ？」


　決めつけるようにアカネがサイモンに聞く。


　サイモンもそれを否定せず、


「ああ……そうだな。俺は卒業したら、東の大陸へ行って、しばらくそこで活動する事になると思う」


　頷きながら、迷まよいの無い声でそう言う。


「東……？　でも、なんで？」


「俺は……もともと東の大陸の生まれだからな。そして、東には、未いまだに手付かずのままの遺い跡せきが山ほど残っている。その中の一つに、ちょっとした因いん縁ねんがあってな……。その遺跡を一人でまわる実力を身につけるために、俺は、アスベルに入った様なものだ」


　苦笑しながら答えるサイモン。


　そ、そうだったんだ。ていうか、オレ、ルームメイトだけど、サイモンの卒業後の進路、初めて聞いたな……。


「……アカネは？」


　オレは気になって、アカネにも聞いてみた。


「お前、卒業しても、大人おとなしくレンジャーになるつもりはないとかよく言ってるけど……実際どうすんの？」


　なんか、娘むすめに説教する親おや父じのようなセリフになっちゃったけど、オレはアカネに聞く。


　するとアカネは苦笑して、夜空に輝く星々のせいなのか、


「そうやなぁ……。ウチ、やらなアカン事が、山ほどあるからなぁ……」


　いつもより、少しだけ真ま面じ目めな雰ふん囲い気きでそう呟いた。


「……？」


　オレとサイモンは、顔を見合わせる。やらなくちゃいけない事……？


「なぁ、マーガス。サイモンも」


　さらにアカネは、いきなりあらたまった声で、オレ達を呼ぶ。


「ウチら、こうして、一緒に前人未踏領域ノース・エンデで遭そう難なんしたんやから……もう、仲間やんな？」


「は……はぁ？」


　アカネの口から出た、あまりにアカネらしくない言葉に、ちょっとギョッとするオレとサイモン。


　そしてアカネは、ますますオレ達をギョッとさせるように、言う。


「アンタら……ウチが助けてって言うたら……助けてくれる？」


「は……へぇ？」


「ど、どういう意味だ？」


　オレ達はうろたえまくったが、


「何年かしたら……国政は、アンタらの力が必要になるくらい、シビアなモンになってるかもしれん……だから……」


　もはや、オレ達に話してるというより、自分に言い聞かせるような口調で、アカネは呟く。


　な、なんかよく分かんないけど。


　とにかくかつて見せた事のないような深しん刻こくな雰囲気のアカネに、オレもサイモンも完全に取り乱す。


「わ、分かった。いいよ？　手伝うよ？　なんでも手伝うよ？」


「そ、そうだな。前人未踏領域ノース・エンデを三人で漂ひよう流りゆうしたよしみだ。卒業後、困こまった事があったなら、いつでも相談してこい」


　圧あつ倒とうされ、よく分からないまま、アカネのよく分からない話を承しよう諾だくしてしまうオレとサイモン。


　そんなオレ達を見て──アカネは、むしろ呆あきれた表情を浮かべた。


「アンタら……さっきもそうやったけど。女のお願いに弱いなぁ……」


「へ……そう？」


　顔を見合わせるオレとサイモン。


「まぁ、でも、ありがと。気持ちだけ、受け取っとくわ」


　最終的に、ニッ、といつもの陽気な笑顔を浮かべ、アカネは自分の話をそう締しめくくった。結局、何の話だったんだ……？


「じゃ、つぎ、マーガスさん。マーガスさんは、そつぎょうしたら、どうするんですか？」


　すごい嬉うれしそうな声で、イシちゃんが、今度はオレに聞いてきた。


　イシちゃん、喋しやべる相手があんまりいなかったから、人間の進路話なんかでも楽しくて仕方ないんだろうなぁ……。


「オレは、卒業したら、一回地元に帰るよ。その……コンビ組む約束してるヤツがいてさ」


　ちょっと照てれながら、オレがそこまで言う。


　すると。


　アカネとサイモンが、ニヤリと底意地の悪い笑みを浮かべた。


「イシちゃん。マーガスは故こ郷きように、好きな娘こがいてるねん。名前はイッコ。顔は見た事ないけど、けっこう美人らしいで？」


「確か告白したが、フラれた……いや、実質保留になったんだったよな？　その後どうなっているんだ？　進展はないのか？」


　一瞬でヤジウマと化したアカネとサイモンを、しっしっ、と手で追い払いながら、


「うるさいな……！」


　コイツらに話すんじゃなかったよ……。


　けど、イッコかぁ……。


　オレはふと思った。


　イッコ、今頃、何やってるだろう……？


　最後に手紙やりとりしたの、前人未踏領域ノース・エンデに入るだいぶ前だったから、もう三ヶ月近く連絡してないな……。


　ていうか、イッコだけじゃなく、他の、ジャンやノン達、エクスの面々も元気なんだろうか？


　だいぶ前にジャンが、


〝完成した新生エクス・ガリバーに致ち命めい的てきな欠けつ陥かんが見つかったが……エクス・ガリバーは、必ず俺達が復活させる〟


　みたいな事を手紙で伝えてくれたんだけど、それきり何な故ぜか、手紙は来てない。


　まぁ、でも。


　ジャンがブツブツ言いながら仕切って。ケンジがそれに文句を言って。ノンやミニィちゃんやドノヴァンが、ニコニコしながらそれをフォローする。たぶん、いつも通りのそんな感じで、いまもエクス復活に向けて動いてるんだろうな……。


　思い出してると……なんか猛もう烈れつに、みんなに会いたくなってきた。


　けど卒業するまで……少なくともあと一年以上は、アイツらに会えないんだよなぁ……。








　そんな感じで、いろいろ話しているうちに。


　イシちゃんが、集合地点に本隊が辿たどり着いた事を教えてくれた。


　というワケでオレ達は、ひとまずここで、イシちゃんとお別れする事になる。


「それじゃ、イシちゃん」


「はい。ウラヌスちゃんの事……おねがいしますね」


　本気で心配そうにそう呟くイシちゃん。


　オレは手の中の剣を少しだけ掲かかげ、


「大だい丈じよう夫ぶ。任まかせといて。ちゃんといつか……いつか、報告に来るからね」


　オレはイシちゃんに約束する。


「ていうかマーガス。アンタ、プロになったら、イッコちゃんと二人で前人未踏領域ノース・エンデ来たらええんちゃう？　イッコちゃんて、プロのドラゴンキラーなんやろ？」


「え、えぇ……？」


　ちょっとソソる話ではあるんだけど……。でも、だいぶレベルアップしてからじゃないと、二人きりで来るのは難むずかしそうなんだよなぁ。


「ぜ、ぜひきてください！　わたし、わたしのちからがとどくはんいにマーガスさんがきたら、だいサービスします！　りゅうになんておそわせないし！　マーガスさんがあるくみちを、ぜんぶ、おはなばたけでつくっちゃいます！」


　必死に言うイシちゃん。ノ、前人未踏領域ノース・エンデに、いきなりオレ専用花道出現かぁ……。それはちょっと優ゆう越えつ感かんにひたれるかもしれないけど……。


　でもこんなに必死になって、やっぱりイシちゃん、ウラヌスちゃんすらいなくなって、一人ぼっちに戻もどるから、寂さびしいんだろうな……。


「そういえばイシちゃん、さっきもうすぐ消えちゃうかもしれないって言ってたけど……それは大丈夫なの？」


　オレは少し心配になって聞く。が。


「あ、はい。もうすぐっていっても、それは、わたしにとってのもうすぐだから。いちおう、あと二○○○○年くらいはここにいるし。マーガスさんたちがいきてるあいだは、たぶんだいじょうぶですよ？」


　イシちゃんは、当たり前の様にそう答えてくる。


　なんじゃそりゃ!?　二○○○○年!?　めちゃくちゃ余力あるじゃないか……！


「まあ、ウチも、会いに来れたら来るし」


「ああ。ここは修しゆ行ぎようにはもってこいだからな。またいつか来よう」


　アカネとサイモンも挨あい拶さつ。


「はい！　それじゃ、みなさん、げんきで！　きっと……きっとまたきて下さいね！　わたし、ずっと、まってますから……！」


　しゅん。


　その瞬間、オレ達の周りに存在していた花畑が消えた。


　現れたのは、ブラッド・キャニオンの様な、赤茶けた大地。空には、抜けるような青空と、大きな太陽が戻っている。


　そうか……イシちゃん、気を失ったんだ。


　オレ達のために、いろいろ無理してくれて……下へ手たな人間より、よっぽど人情味ある娘こだったよな……！





「さて……！　んじゃ、四日ぶりにキャラバンに帰るとしますか！」


　というワケで、オレ達はイシちゃんと別れ、イシちゃんが教えてくれた集合場所へ向かった。


「おーい！」


　手を振るオレ達。


　そしてキャラバンは、今度こそ、ちゃんと集合場所にいてくれた！


　竜に繫つながれた、サーカス団が使う様な巨大なテント。


　あれこそ、キャラバンが誇ほこる、移い動どう式しき拠きよ点てんテント！


　そしてその周りには、アスベルの先せん輩ぱい、そして、同行してくれてるプロのドラゴンキラー・レンジャーのみなさんが、何人か外に出てオレ達の事を待ってくれている。


「よかった……なんとか帰ってこれた……」


　どうやらこれで無ぶ事じ、前人未踏領域ノース・エンデから生きて帰る事ができそうだ。いや、吹雪ふぶきに襲おそわれた時なんかは、正直、もう生きて帰るのは無理だと思ったよ……。


　残り二人の学年代表、アカネとサイモンを見ると、二人も、心底安心した表情を浮かべている。


　まぁ、こうして助かったからこそ言える事だけど。新入生だけで前人未踏領域ノース・エンデ遭そう難なんとか、そうそうできる経験じゃないし。ある意味、忘れられない思い出が作れたか……？





　が……。今回の騒そう動どうを〝思い出〟扱あつかいするのは、まだまだ早かった。


　オレ達はキャラバンに帰るや否いなや痛つう感かんする事になる。


　オレ達が乗り切った騒動は、今から始まるもっと巨大な騒動の、ほんの序じよ章しようにしか過ぎなかったという事を……！





　　　　※




「お前達……よくも無事で……」


　そう言って、キャラバンの一番前で帰き還かんしたオレ達を出で迎むかえてくれたのは──ウェーブのかかったグレー髪を垂たらした十八歳の超ちよう絶ぜつ美人、アンジェリーナ・オッド先輩だった。


「アン先輩！」


　この女ひとは、オレ達の数年前にアスベルに入った先輩で、オレ達の上の世代の学年代表。さらにいえば、現、アスベル四し天てん王のうの一人。


　入学当初、オレはこの女ひとに無む謀ぼうにもダーツ勝負を挑いどんで、もう完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめされたんだけど──逆にそれがきっかけで、それ以降、オレ達はこの女ひとにいろいろよくしてもらっている。一いつ緒しよに修行もしたし。


「……とにかく、よかった」


　よほどオレ達の事を心配していたらしく、オレ達を見るなり、先輩は魂たましいが抜けたかと思えるくらいホッとした表情で言った。


「す、すいませんでした。いきなりはぐれちゃって……」


「いや……お前達は悪くない。実はお前達とはぐれた後、新あら手ての竜の集団と遭そう遇ぐうしてしまって……。あの場所で、お前達を待つことができなかった。それ以降、お前達を探さがすも、見つける事ができず……すまなかった」


　頭を下げ、申し訳わけなさそうに謝あやまるアン先輩。


「い、いえ。別にアン先輩がリーダーなワケでもないですし……」


「そうそう。こうやって無事助かったんやし。気にせんといて下さいよ？」


　オレ達は困った様に言う。そんなに気にしないで欲ほしかった。


　が。


「…………」


　オレ達が言っているのに──アン先輩はますます深しん刻こくな表情を浮かべ、何な故ぜか、黙だまりこくってしまった。


「？」


　オレ達は、顔を見合わせる。


　何か……様子が変じゃないか……？　アン先輩は、いつも、もっと颯さつ爽そうとしてるんだけど……これは、オレ達に申し訳ないと思ってるとか、そういう雰囲気じゃないぞ？


「あの……先輩？　何かあったんですか？」


　オレは、不ふ審しんに思って尋たずねてみる。


　すると、その瞬間。


　ガシッ！　アン先輩が、いきなりオレの両肩を摑つかんできた。


　え？


「アルニレックス！　逃げろ！」


「はっ……？」


　な、なんだ？


　いきなり叫さけんだアン先輩に、オレ達が啞あ然ぜんとした、その瞬間だった。


　しゅばばば！


　オレ達の背はい後ごに、幾いくつかの人影が強きよう烈れつなスピードで現れ、そしてそのままオレ達三人の腕を無理やり捻ひねり上あげた！


「痛いてぇぇ!?　な、何するんですか!?」


　突然の展開に、オレ達は絶句、そして目を疑うたがった！


　オレ達の手を捻り上げているのは、アスベルの先輩や、同行してるプロのドラゴンキラー達!?　何がどうなってるんだ!?


　まったく事態についていけず啞然としていると、オレの手を捻り上げている、このキャラバンのリーダーでもある、顎あご鬚ひげを生やした不健康そうなオッサンが、


「悪わりぃな坊ぼう主ず達。実は、お前達三人を拘こう束そくしなきゃならん事になった」


　大した罪ざい悪あく感かんもなさそうな口く調ちようで、オレ達に状況を説明してくれた。


「は、はいぃ!?」


　拘束!?


　その説明に、オレ達はますます混乱する。


「ど、どういう事ですか!?　え、それは、キャラバンからはぐれたから、とかですか？」


　オレが聞くと、オッサンは肩をすくめて、


「いんや、それは完全に俺達の落ち度、関係ねぇ。正直言って、なんでお前達を拘束せにゃならんのか、俺達にもよう分からんのよ。最初は、変な女の声が聞こえて、お前達がここにいるから来てくれ、って言われたんだが……」


「そ、それ、イシちゃんです。前人未踏領域ノース・エンデの意い思しの声なんです！」


　オレ達は必死に説明したが、オッサンはさほど興きよう味みもないように、


「なんでもいいが。とにかく、その女の声が聞こえた直後に、キャラバンに、アスベルから緊きん急きゆうの魔ま導どう通つう信しんが入ったんだ」


「ア、アスベル……？」


　ますますワケが分からない。なんでそこでアスベルが出てくるんだ……？


「アスベルは通信で俺達にこう伝えた。お前達と合流次し第だい、お前達三人を拘束しろと。つまり、お前達を拘束しろと俺達に命令したのは、お前達の母校、アスベルなのさ」


「はぁぁ……!?」


　オレ達は、腕を捻り上げられたまま、泣きそうな気分で顔を見合わせた。


　オレ達が、アスベルに何をしたっていうんだよ……？


「正しよう直じき、まだ話してもいないのに、俺達がこれから合流しようとしていた事をアスベルが知ってたのは気味が悪いし。お前達を拘束する理由も、俺達には存在せんが。俺達は、これでも、アスベルと契けい約やくしてここにいるんでね。与えられた命令をただ黙だまって遂すい行こうするのみ、ってヤツだ、諦あきらめな」


　ドラゴンキラーのオッサンは、飄ひよう々ひようとした口調でそんな事を言う。


　うぅ、この人達、そういうところは徹てつ底ていしてプロだからなぁ……。


「で、でも、拘束って!?　ウチら、いつまで拘束されるんですか？」


　アカネが、全まつたく納なつ得とくいってない顔で聞く。


「安心しろ。そんな長期じゃねぇよ。なんでも近日中に、転てん送そう陣じんを使って、アスベルからお偉えらいさんがキャラバンへ来るらしい。それまでの間さ。二、三日じゃねぇの？」


「二、三日ぃ……!?」


　軽々しく二、三日とか言わないで欲しかった。


　オレ達、死ぬ思いでここまで帰ってきたんだぞ……？　なんで、二、三日も拘束されなきゃいけないんだよ!?　腹立つ。


　しかし、悔くやしいけど、怒おこったところでどうにもなりそうにないのも事実だった……！


　オレ達を拘束しようとしてる相手は、プロや、先輩。オレ達程度じゃどう足あ搔がいても、この人達には敵かなわない。クソ……！


「……分かりました。連れて行って下さい……」


　仕方なくオレ達は怒いかりを押し殺し、拘束される道を選んだ。


　が。


「おっと。俺達が受けた命令は、まだある。お前らが、何やら特とく殊しゆな剣を一本キャラバンに持ち帰るから、それを没ぼつ収しゆうしておけと言われてるんだ。どれだ？」


「はっ……!?」


　オレ達は、耳を疑った。


　え!?　一本の剣て……イシちゃんから預あずかった、あのボロ剣の事か!?


　なんでそんな事まで知られてるんだ!?


「む。これか」


　そしてオッサンは、オレが抵抗するより早く、オレがリュックに挿していたボロ剣を見つけ、アッサリ没収。


　オレは、慌あわてた！


「そ、それはダメです！　オレ達は、イシちゃんに、その剣の中にいる女の子を天てん空くう郷きようへ帰すって、約束したんです！」


　オレは必死に抵抗！


　しかし、オッサンは、聞く耳を持たない。


「悪わりぃが、こっちも生活かかってるんでね。大人って大変なのよ。おし、こいつら、連れて行くぞ」


「そ、そんな……！」


　その後も、抵抗したんだけど……結局なにもできなかった。


　オレ達はそのまま、テント内の拘こう留りゆう室しつへと、移送させられてしまった。





　　　　※




　移動式拠きよ点てんテントは、前人未踏領域ノース・エンデで使う物なんだから、当然普通のテントではない。


　抜ばつ群ぐんの断熱性、保温性、耐たい久きゆう性を備そなえた特とく殊しゆな木で造られた、テントというより、ほとんど一つのホテルだ。さすがに一階しかないけど。


　テント内部のレイアウトは……上から見ると、なんというか、直径三○メートルくらいの、丸い時計に似にてるかもしれない。


　円の中心──時計だと、針はりの根元が集まってる部分に、食事やミーティングをする円えん卓たくがあり。


　円の外側──６とか、７とか、時計だと文字が書かれてる部分に、各自の部屋への扉とびらが設せつ置ちされてる。そんな感じ。


　で、オレ達は、時計でいうと11と12の間辺りにある狭せまい拘留室に、三人一緒に押し込められていた。


　一応、テントの中に格こう子し状じようの扉があるのは知ってたけど、まさかここを実際に……しかも、オレ達を閉じ込める形で使う機会が来るなんて……！


「クソッ。どうなっているんだ！」


　ガッ！　サイモンが、苛いら立だった声をあげ、床ゆかを殴なぐりつけた。


「何故アスベルが俺達を拘留する？　しかも、イシちゃんから託たくされた剣を没収するなど……何の目的があるのか、さっぱり分からん！」


　サイモンは言う。


　確かに……分からない事だらけだ。


「なんで、オレ達が剣を手に入れた事を、アスベルは知ってたんだろう……？」


　オレは、それが一番疑問だった。もしかして、どこかで見てたのか……？


「ふん……。案外……そんな難むずかしい話やあらへんかもしれんで？」


　そんなナゾだらけの状況の中。意外な事を言い出す人物が現れた。


　言ったのは、アカネだった。


「……どういう事だ？」


　ぴくり、と眉まゆを吊つり上げながらサイモン。


「ていうかアカネ──さっきから何やってんの？」


　不審に思って、オレはいい加か減げん聞いた。


　アカネはここへ入れられてからずっと、何やら難しい顔で、今まで自分が着ていたジャケット──つまり、あのベッケンバウナーさんから渡された学年代表ジャケットを、裏うら返がえしたり、いろんな角度から見たりと、ワケの分からない事をやり続けていたのだ。


「まぁ、ちょい待ち。だいたい見当が……む？」


　アカネが、少しだけ目を見開いて、ジャケットを探さぐる作業を止める。


　そしてアカネは、ニッ、と何やら不敵な笑みを浮かべて言った。


「やっぱりな……。マーガス。サイモン。ウチ、だんだんこの事件のカラクリが分かってきたで？」


「はぁ!?　ウソォ？」


　いきなりの発言に、耳を疑うオレとサイモン。


「うん。ハッキリした。マーガス。サイモン。キャラバンのスタッフに、ウチらを拘留するように命令したんは──アスベルの人間やない」


　自じ信しん満まん々まんにワケの分からない事を言い出すアカネ。


「ど、どういう事？　だってさっきリーダーが……」


「うん。リーダー達に命令を伝えたんは、確かにアスベルの人間かもしれん。けど、その命令を最初に決定した人間は、アスベルの人間やない。その後ろにいる存在──スポンサーのオズや」


「オ、オズ!?」


　ワケが分からず、オレとサイモンは顔を見合わせる。


　そしてオレ達を置いてけぼりにしたまま、


　ビリリッ！


　言うや否いなやアカネは、唐とう突とつにジャケットの腕うでの部分に縫ぬい付つけられていた、〝ＯＺ〟と書かれたカッコいいロゴマーク──大切なオズのブランドを示すワッペンを、強ごう引いんに引ひき千ち切ぎった。


「はぁ!?　なにしてんの!?」


　アカネのいきなりの奇行に、ギョッとするオレとサイモン。


「アホ。このワッペンが、盗とう聴ちよう用ようの、マジックアイテムやったんや」


「盗聴!?」


　あっさりアカネから放はなたれたセリフに、絶句するオレとサイモン。


「市場に出回ってるやつよりめっちゃ薄いし、集音レベルもケタ違いに強力やけど。いくらスポンサーやいうても、あのケチケチ会社オズが、わざわざジャケット造って、おまけにタダで支給してくれた時点で……もっと疑っとけばよかった。ホンマうかつ」


「えぇぇ……？」


　未いまだに信じられず、自分のワッペンを確かめるオレとサイモン。こ、これがぁ？


「大だい丈じよう夫ぶ。いまは、信号が発信されてへん。なんせ向こうは、もう盗聴する必要がなくなったんやからな。ま、腹立つし、壊こわしとくけど」


　そう言うとアカネは、ワッペンをビリビリに破り裂さく。


　オレとサイモンも、それにならって、自分のワッペンを一応破は壊かいした。


「て、ていうかちょっと待って、どういう事？　このワッペンが、ホントに盗聴用マジックアイテムだったとして……何でオズが、わざわざオレ達のジャケットにこんな細さい工くを？　オレ達の会話なんか、盗聴する理由がないじゃないか？　趣しゆ味み？」


「アホ……イシちゃんの話、忘れたん？　分解して、金属を手に入れるために、剣を狙ねらってる連中の話。イシちゃん言うてたやろ？　そいつらはみんな、動く人形を連れてるって……」


　その言葉を聞いた途と端たん。オレは、呼吸が止まりそうな驚おどろきを覚える。


「そうか……。マジックドール!?」


「という事は、イシちゃんの言っていた剣を狙う連中とは……オズの人間の事だったのか!?」


　何か……いろいろな事が繫つながり始めた？


「て、て事は、オズがオレ達に盗聴ジャケット贈おくった理由は……」


「たぶん、前人未踏領域ノース・エンデで実習するウチらが、剣の元に辿たどり着く可能性がゼロやないからや。まぁ、もちろん向こうも本気でそう思ってたワケやない。ウチらのジャケットに盗聴アイテムつけたんは、ホンマ、保ほ険けんのつもりやったんやろうけど……」


「その保険が、実際剣を手に入れちゃったのか……！」


　なんて最悪な巡めぐり合あわせだ……！　イシちゃんも、オレ達が、自分が一番警けい戒かいしてた連中の耳代がわりになってたとは……夢にも思ってなかっただろう。


「じゃあ、近日中に来るお偉えらいさんとやらは……」


「間ま違ちがいなく、オズの人間やろうな。ウチらを拘こう束そくして没ぼつ収しゆうした剣を、直接回収に来るんや。だいたい、普通に考えて、実習中の前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバンに追加で人間が合流するなんて、前ぜん代だい未み聞もんやで？　そんなワガママ通せるん、アスベルで幅はば利きかせてるオズだけや」


　忌いま々いましげに言うアカネ。


　これは……かなりマズイ状況じゃないか。オレは頭を抱かかえた。


　オズの人間は、剣を手に入れたら、分解する事しか頭にないんだ。


　つまり、キャラバンに来るそのオズのお偉いさんに剣が渡ると、中のウラヌスちゃんは、問もん答どう無む用ようで剣ごと分解されてしまうという事になる。


　それは──絶対にさせちゃいけない。


　だってオレ達は、ウラヌスちゃんを天てん空くう郷きようへ帰すって、イシちゃんと約束したじゃないか……！


「こ、こうなったら！　キャラバンの人に事情を話して、剣を、そのお偉いさんに渡さないように協力してもらおうぜ？」


　オレは提案してみたが、


「何言うてんねん？　さっき見たやん。キャラバンにいる人間は……特に、引いん率そつで来てるプロの連中は、アスベルに絶ぜつ対たい服ふく従じゆうや。だいたい、アスベルに逆さからってウチらに味方して、あの人らになんのメリットがあるん？」


　冷れい徹てつにそれを却きやつ下かするアカネ。


「じゃ……じゃあ、キャラバンに来る、オズのお偉いさんに直じか談だん判ぱんするっていうのは？　剣を分解しないでくれって……」


「アホ。相手は、盗とう聴ちようして、しかもご苦労な事に、ウチらを拘留してまでして、剣を手に入れようとしてる悪党やで？　イシちゃんも言うてたやん。剣を分解する事で頭がいっぱいって。そんな直談判、させてももらえへんわ」


　ため息混じりに吐はき捨すてるアカネ。


「け、けど、それじゃ……。それじゃ……!?」


　オレは愕がく然ぜんとなった。


　剣の中のウラヌスちゃんを、天空郷へ送り届とどけるって……イシちゃんと約束したのに。このままじゃまた……イシちゃんは人間に裏うら切ぎられる事になっちゃうじゃないか！


「一つだけ、方法はある……」


　そんな中──そう呟つぶやいたのは……黙だまってオレ達の話を聞いていたサイモンだった。


「ほ……方法？」


「そうだ。ソイツに剣を渡さない方法がある」


「ど、どんな!?」


　そんなのあるのか!?　オレとアカネは期待してサイモンを見つめる。


　するとサイモンは──淡たん々たんとした口調で言うのだった。


「逃にげればいい。剣を持って、キャラバンからな」


「はぁ!?　逃げるゥ!?」


　そこまで言って、オレは慌あわてて自分の口を塞ふさいだ。


　格こう子しの外には、見張りがいる。


「な、何言うてんのよ!?　そんなん無理に決まってるやろ！　だいたい、キャラバンから逃げてどこ行くのよ？　ウチら、キャラバン無しでは生きていけへんねんで！」


　少しムキになった口調で言うアカネ。


　しかしサイモンはさらに押し殺した声で、


「さっきの話を聞いてなかったのか？　アスベルから来るお偉いさんは、どうやってこのキャラバンに合流するんだ？」


「あっ」


　気づいたように声をあげるアカネ。


「そ、そうか……。転てん送そう陣じん」


「そう。このテントの中には、前人未踏領域ノース・エンデの外と繫つながっている、非常用の転送陣がある。そのお偉いさんが使うというなら……俺達も使ってやればいい」


　珍めずらしく、過か激げきな発言を繰くり出すサイモン。サイモンも、やっぱりなんとしてでもイシちゃんとの約束を守りたいんだ……！


「け、けど！　そんな事したらウチら、最悪アスベル退たい学がくになるで!?」


「ああ。肝かん心じんなのはそこだ。当然、俺達も、退学になるワケにはいかない。だから俺が言ってるのは、ある種、制限時間つきの脱走……」


「制限時間つきの、脱走？」


　オレは聞く。


「そう。このキャラバンにオズのお偉いさんとやらが来るまでには、幸さいわいな事に、まだ幾いくばくか時間がある。一日か、半日か、それは分からないがな。


　イシちゃんの話では、オズの連中は、中に精神が入っているかいないかは問題にしないと言っていた。


　つまり、オズの人間がキャラバンを訪おとずれるまでに、剣を持ってここを脱走、ウラヌスを目覚めさせる方法を見つけ、ウラヌスを天空郷へ帰す方法を探さがし、そしてウラヌスを天空郷へ帰した後、時間内に、空からになった剣を持ってここへ戻もどってくれば──理り屈くつの上で問題は発生しない」


「い……いやいやいや」


　さすがにオレはサイモンを止める。


「り、理屈の上では問題発生しないかもしれないけど。現実的に考えて、問題発生しまくりだろ!?　全部うまくいって、時間内にここへ帰ってこれる確かく率りつ、一体何万分の一だよ？」


「誰も成功確率の高い作戦があるとは言っていない。しかし、現状、オレ達が退学にならず、かつ、剣を守る方法はそれしかないと思うのだが？」


「ええぇぇ……？」


　オレとアカネは顔を見合わせた。


　アカネは顔をしかめて言う。


「時間内に戻ってこれへんかったら退学や……。いや、時間内に戻ってこれても、行動自体を咎とがめられて、退学になるかもしれん。リスクでかいでぇ……？」


　下へ手たしたら退学……！


　オレはその言葉に頭を抱かかえた。


　それは、痛い。痛すぎる。


　ベッケンバウナーさんにスカウトされて、やっとの思いで、オレはアスベルに入学したんだぞ……？　だいたい、アスベルを退学になったら、プロレンジャーへ続く道は、ほとんど閉とざされてしまう。


　そんな事になったら……うー。


　なんとなく、頭の中にイッコの声が響ひびき渡る。


（退学ぅ!?　ア、アンタ何考えてんのよ、この先どうすんの!?　そんな貯ちよ金きんも甲か斐い性しようも将しよう来らい性せいも無い男に、アタシがついていくとでも思ってんの!?）


「ゴ、ゴメン！　違うんだってイッコ!?」


　オレは思わず立ち上がり、叫さけぶ。


　アカネとサイモンが、真剣に啞あ然ぜんとした顔でオレを見ているが、それどころじゃない。


　ダ、ダメだ。この将来は、深刻に、ダメだ。


　でも……待てよ。


　ここで剣が分解されるのを、黙だまって見過ごしたら、それはそれで……。


　頭の中に、再びイッコの声が響き渡る。


（見過ごしたぁ!?　ア、アンタ何考えてんのよ！　黙って悪あく党とうに屈くつするような根こん性じよう無い男に、アタシがついていくとでも思ってんの!?　見み損そこなったわ！）


「どうすりゃいいんだよ……!?」


　なんか、妄もう想そうイッコと会話してるうちに、ドッと疲れてきた……。


　……いいや……。


　どうせどっちにしても怒られるなら。せめて自分の正義を信じよう。


「よし……オレ、やる！　サイモンの作戦にのる！　遭そう難なん編へんの次は、脱走編だ！」


　オレはヤケクソ気ぎ味みに挙きよ手しゆした。


「えぇぇ……？　ア、アンタ、ホンマにシンプルやな」


　アカネが心底嫌いやそうな表情を浮かべる。


「アカネはどうするんだ？」


　サイモンがすました顔で聞く。


「うぅぅ……。退学は嫌やけどぉ……。ウチも、イシちゃんと、約束してもうたしなぁ……。うぅぅ、しゃあない。……やります」


「決まりだな」


　満足そうに笑うサイモン。


「でも、脱走決定はいいけど、具体的にどうする？　ここを出て転てん送そう陣じんまで辿たどり着くのに、なんか計画がないと……」


　オレが聞くと、


「まず、当たり前やけど、就しゆう寝しん時間まで待たなアカンな。この部屋出て、転送陣のある部屋行くには、ロビー通らなアカンワケやし」


　率そつ先せんして口を開き、生き生きした顔で言うアカネ。


　ていうか、コイツ結局、こういう裏うら工こう作さく練ねるの好きなんだよな……。


　アカネは続ける。


「けど逆に、就寝時間になったら、ロビーにはウチらを見張るヤツが一人残るだけや。鉄てつ格ごう子しはマーガスのピッキングＬＶレベル９で開けられるし、あとはスキをついてその見張りをウチら三人でなんとかできたら──確かに、転送陣の部屋へ行くんは不可能やない」


　自分の計画に、自分で頷うなずくアカネ。


「しかし、最大の問題が残っている。転送陣へ行く前に、俺達が、どうやってイシちゃんから預あずかった剣を回収するかだ」


　サイモンが難むずかしい顔で言う。


　うーむ……。そうなんだよな。


　転送陣まで辿り着けたとしても、あのボロ剣を持ってなくちゃ、逃げる意味が無い。


「たぶんあのボロ剣は、あのリーダーが持ったままだよなぁ……？」


　さすがに、この拘こう留りゆう室を出た後、リーダーの寝込みを襲おそって剣を取り返したりしたら、大おお騒さわぎになって計画失敗間ま違ちがい無しだし。うーむ。


「おい」


　その時だった。


　いきなり、格子の外から、女性の声が響ひびいてきた。ギョッとしながら格子の外を確認するオレ達。


　まさか聞かれてたか……？　オレ達一応、アスベルで習ならった、外に響きにくい声で喋しやべってるんだけど……。


　しかし、格子の外にいる女性の姿を見て──オレ達はホッとした。


「ア、アン先せん輩ぱい！」


　外に立っているのは、部屋用とは思えない、品のいい私服を着ている女性──キャラバンの前でオレを一いつ瞬しゆん助けようとしてくれた、アンジェリーナ先輩だった。


　オレ達はアン先輩の訪問に安あん堵どし、格子ギリギリまで近づく。


「大丈夫か？」


　心配そうな声で、アン先輩。


「い、いえ。先輩こそ大丈夫でしたか？　オレ達の事、庇かばっちゃって……」


「ああ。問題ない。キャラバンの連中だって、別に我々の事が憎にくいわけではないからな。命令された事以外では、仲間である我々の事は、基本的に大事に扱あつかってくれるさ」


「先輩……見張りの人は？」


　アカネが声を殺して聞いた。


　するとアン先輩は、無む言ごんで後ろを指差す。


　見張り役の男は、円えん卓たくの近くで、他のキャラバンのメンツとダベッていた。


「仕方ないさ。この環かん境きようで、そんなに神経質に見張れというほうが無理だろう。おかげでこうしてお前達と話せる」


　肩をすくめてアン先輩。


「マーガス……これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスやで？」


　そんなアン先輩を見て、アカネが真剣な顔でオレに囁ささやいた。


「分かってる……」


　先輩を巻き込むのは不本意だけど──仕方がない。


「先輩、実は相談があるんです」


　オレは覚かく悟ごを決めて、言った。


「相談？　なんだ？」


「オレ達は……今夜、消しよう灯とう時間が過すぎた後。転送陣でこのキャラバンを出ます」


「な、何っ!?」


　血けつ相そうを変えるアン先輩。


「何を考えている!?　そんな事をしたら、取り返しのつかない事になるぞ!?」


「わ、わかってます。一応、取り返しのつくようにはするつもりなんですけど……詳くわしく話してる余よ裕ゆうはありませんが……」


　見張りに戻もどってこられたら、先輩と話せなくなる。オレは必死に言葉を続ける。


「そ、それで。言いにくいんですけど、実は先輩にお願いがあるんです」


「お願い？」


「はい。オレ達が、リーダーに没ぼつ収しゆうされた剣……あれを、なんとか、手に入れられませんか？　それを、オレ達が脱走する前に、渡して欲しいんですけど……」


「……アルニレックス」


　オレのお願いを聞いたアン先輩は、頭痛がし始めたように、眉み間けんを押おさえて押し黙だまった。


「す、すいません……。無む茶ちや苦く茶ちや言ってるのは自分でも分かってるんです。でも、オレ達、どうしてもあの剣を守らなきゃいけなくて……」


「…………」


「このままじゃ、ワケの分からない連中に、無理やり剣を取り上げられちゃうんです。も、もちろん仕事を済すませたら、すぐ戻ってきます！　だから、あの、今回だけ……」


　自分が無力すぎて、情なさけない気分になってくるけど、他に方法は無い。先輩に迷めい惑わくはかけたくなかったけど……オレは、必死に頼たのみこむ。


「…………」


　すると。


　数秒の、耐たえられないような、重苦しい沈ちん黙もくの後。


　アン先輩が、重すぎるため息を吐きながら、ゆっくり口を開いた。


「……何時だ？」


「へっ……？」


　虚きよをつかれ、一瞬混乱するオレ。


「何時までにお前達に剣を渡せばいい」


　不ふ機き嫌げんな顔で、アン先輩は言う。


　その言葉の意味を悟さとり、オレは、本気で感かん謝しやした。


「じゃ、じゃあ、三時で。午前三時に、オレ達、決行しますから」


「……分かった。それまでに、何とか剣を手に入れ、お前達が脱走する直前に渡そう」


　そう言い残すと、アンジェリーナ先輩は、格子の前から離れていく。


「せ、先輩、あの！」


　オレはなんとかお礼を言おうとしたが、


「礼は必要ない。私は先輩なのだから。お前を信じるだけだ」


　それだけ言い残すと、先輩は、オレ達の前から去っていった。


　カ、カッコいい……！


　さすが学内人気投票ＮＯ．１、そしてアスベル四天王の一人アンジェリーナ・オッド。


　恩おんにきます、先輩……！


「先輩のおかげで、一応、問題は無くなったな。あとは、決行するのみや……！」


　アカネの言葉に、頷うなずくオレとサイモン。


　そしてオレ達は、決行時刻が来るのを、静かに待ち始めた……。





　　　　※




　そして、予定していた午前三時。


　ギィィィ──。向こう側の鍵かぎ穴あなに手を回し、ピッキングを済ませた鉄格子を、オレはゆっくり開いた。


「アンタ……ホンマ、ピッキングだけは天才やな。一○秒もかかってへんやん……」


　アカネが唸うなっている。


「ふっふ。一応、学園最高のＬＶレベル９ランクだからな」


「しかし……消しよう灯とうと共に、見張りもいなくなるとは意外だったな……」


　暗いロビーを見渡し、サイモンが呟つぶやく。


　そうなのである。オレ達の部屋の前には、消灯以降、何な故ぜか誰もいなくなった。テント内には人間はたくさんいるし、そんなに本格的にマークしないでもいいと思ったのかもしれない。オレ達的には、相当助かったけど。


「確か、あの部屋や」


　時計でいうと、11と12の間にあった拘留室から、ちょうど３の位置にある転送室へオレ達は足音を完全に消し、進んだ。


　しかし、オレ達が無事転送室の扉とびらの前へ辿たどり着いた瞬間。


　ガチャッ。その隣となりの部屋の扉が、いきなり開いた。


「ウソッ!?」


　飛び上がって驚おどろくオレ達三人。


　が。


「私だ」


　現れた人影は、敵ではなく味方。


　約束通り来てくれた、アンジェリーナ先輩だった。


「せ、先輩。剣は……」


　こそこそ喋しやべりかけるオレ達。


「安心しろ。手に入れた。替わりの剣にすり替えておいたから、気付かれていないハズだ」


　そう言って先輩はオレに例のボロ剣を渡してくれた。イシちゃんから預かった時はむきだしの状態だったけど、今は、先輩が見み繕つくろってくれたのか、安っぽい鞘さやに収おさまっている。


「あ、ありがとうございました」


「言ったハズだ。礼はいい。それよりお前達は、転送陣じんで、どこへ向かうつもりなのだ？」


　心配そうに先輩は聞いてくる。


　その質問に答えたのはアカネだった。


「マーガスの地元──フランです」


　そう。オレ達は作戦決行を待つ間に、目的地をフランに設定していた。転送先に、フランがあれば、の話だけど。


　もちろん、フランにはただ地元だから帰るワケじゃない。


　ケンジ。


　目的は、ケンジに会う事だ。


　古こ今こん東とう西ざいの武器を知り尽つくしてるアイツなら、眠るウラヌスちゃんを覚かく醒せいさせ、天てん空くう郷きようへ送る方法も知ってる可能性はある……！


「そうか……。詳くわしく聞きたいが……まぁいい。悠ゆう長ちような事も言っていられないだろうからな。くれぐれも無茶をするなよ。そして、ちゃんと戻って来い。三人ともだ」


　言われて、オレ達は頷うなずく。


　もちろん、オレ達だって、そのつもりだ。


「それじゃ、先輩。いってきます」


「ああ。気をつけて──」


「おっと。そうはいかんぜ」


　その瞬間だった。


　いきなり、円えん卓たくの方から男の声が聞こえ──オレ達は弾はじかれたようにそっちに顔を向けた。だ、誰だ!?


「言ったろ？　こっちも生活かかってるって。ここで何もしないでお前さん達に逃にげられたんじゃ、俺の査さ定ていに響ひびいちまう」


　男は、ゆっくりと、こっちへ歩み寄ってきた。


　そんな……！　驚きよう愕がくするオレ達。


　こっちに近づいてきてるのは、オレの腕を捻ひねり上げていたあのオッサン──キャラバンのリーダーだった。手には、アン先輩がすり替えたらしい、ボロい剣が握られている。気付かれてたんだ……！


「なるほど、転送陣で逃げる算段だったのか。ぶっ飛んだ事考えやがる。お前ら、ホントに新入生か？」


　リーダーは、言いながら、すぐ目前まで迫せまってくる。


　オレは言った。


「あ、あの！　オレ達、別に脱走するつもりはないんです！　用事済すませたら、すぐ戻ってくるし……。ホント、一時的な外出みたいなモンで」


「そ、そうそう。ウチらは、絶対帰ってくる！　ここは仲間を信じて、黙だまって行かせてぇや？」


　いつになく真しん摯しな声で言うアカネ。が。


「ヤダね」


　ニッ、と意地の悪い笑みを浮かべながら、オッサンは即そく答とうした。


　コ、コノヤロウ……！　アンジェリーナ先輩とは大違いだ……！


「覚えとけ。大人ってのは、冷たいんもんさ。気にいらねぇなら──ぶっ飛ばして見せろ！」


　言った瞬間だった！


　ゴッ！　オッサンは猛もう烈れつに加速して、いきなりオレに殴なぐりかかってきた！


「うおお!?」


　虚きよをつかれ、身動きが取れないオレ。


　しかし、次の瞬間！


　バチィィ！　オレの前に躍おどり出て、一人のつるっぱげが、オッサンの攻撃を両手で受け止めた！


「サ、サイモンン!?」


　そう、オレの前に飛び出したのは、サイモンだった。


「ここは俺が引き受ける。先に行って、転送陣を起き動どうさせておけ！」


　短く言うと、サイモンは息を吐はき、オッサンの拳こぶしを弾はじき飛とばしてそのまま攻撃に転じた！


　ドガガガガ！　開始される、サイモンとオッサンの、超スピードバトル！


　お、おいおい、なんだこのドラマチックな展開は!?　大丈夫なのか、サイモン!?


「よし、マーガス！　行くで！」


「わ、わ、分かった！」


　ここで再び剣を没ぼつ収しゆうされるワケにはいかない！


　オレは焦あせりながらもアカネの指し示じに従したがい、


「そ、それじゃ、先輩！」


「あ、ああ」


　慌あわただしくアン先輩に別れを告げ、とりあえず転送室の中へと突とつ入にゆうした！


　入ってみると……転送室は、暗く、案外小こ汚ぎたない部屋だった。


　しかし床ゆかには、直径二メートルくらいの、幾き何か学がく模も様ようの円があり、その傍かたわらには、パネルの様な物が置かれている。


「これが転送陣か……！」


「どいて！　起動させる！」


　アカネは必死の形ぎよう相そうでパネルの前に辿たどり着き、そのままそれを猛スピードで操そう作さ！


「ええと、行き先は、フラン、フラン……フラン。あった！」


　ヴゥゥゥゥン──！　その瞬間、転送陣に描かき込まれていた文字や数字が、青白く発光し始めた。


「おお！　いけるのか!?」


　オレは一瞬体を緊きん張ちようさせた。


　が。


「アカン！」


　ヴゥゥゥゥン……。


　アカネが叫さけんだ瞬間、転送陣の光が一気に消えてしまう。


「えぇっ!?　ア、アカネ！」


「ア、アホ！　ウチのせいちゃうわ！　なんや知らんけどこの転送陣、全然パワー残ってへんねん！　誰か今日使ったんか……!?」


　青ざめた顔で言うアカネ。


「ど……どうする!?」


「…………。一人やったら、なんとかフランへ送り込めると思うけど」


　重い口調でアカネはそう告げる。


　ひ、一人？


「ま、待ってくれ。じゃあ、危険を冒おかしてキャラバンから脱走するのは……結局一人だけって事？」


「そういう事になるな……。一日もしたら、パワー回復して、五人くらいはいけると思うねんけど……」


　言いづらそうな顔でそう呟つぶやくアカネ。さらに、


「どうする？　行った方は、脱走実行犯。残った方は、脱走未み遂すいや。残った方が罪つみは軽いし、退学になる可能性は低くなるけど……」


「えぇぇ……？」


　オレはまさかの展開に頭を抱かかえた。


　三人一いつ緒しよに行く予定の時は、そう感じなかったけど。一人だけで脱走しなくちゃいけないとなると……なんか、脱走する事に、凄すごい抵抗を感じる……？　オレって、ホント、小物……。


　ドガガガガ！　ドアの向こうで、サイモン達が戦っている音が聞こえてきた。


　サイモンもいつまで持つか分からない。


　クソ……。


　オレは諦あきらめたように肩を落とし、


「オレ、行くよ……」


　情なさけない声で挙きよ手しゆ、脱走役に立りつ候こう補ほした……。


　まぁ、フランに行く以上、オレは絶対行かなくちゃいけないし。だいたい、女子一人に脱走役を押し付けるワケにはいかないもんな……。


「ええの……？」


　アカネが、心底すまなさそうな顔をしてるので、気を遣つかわせないためにもオレは自分に気合を入れて、


「ええのええの。よし、覚かく悟ご、決まった！　逆にエネルギーなくてちょうど良かったよ。少なくとも一日は、誰もオレを追いかけてこれないワケだし……。その間にさっさとウラヌスちゃんを天空郷に帰して、すぐ、戻ってくるよ！」


　オレは自分に言い聞かせるようにそう言い、そして転送陣の上に飛び乗った。


「さあ。やってくれ！」


「…………」


　アカネは、そんなオレをしばらく見ていたが。


「ちょっと待って」


　そう言うと、転送陣の上にいるオレに近づいてきて、そして何かを手渡してきた。


「これ、アゲル」


　渡してきたのは、何やら、小さい黒い巾きん着ちやく袋ぶくろ。


「何、コレ？」


「ま……お守りみたいなモン。道中……なんかあったら、開けてみて」


「ふーん……？　ありがと」


　よく分かんないけど。とりあえずオレは、それを受け取っておいた。
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「よっしゃ……。ほな、アンタに全部任せっきりにして悪いけど。ウラヌスちゃんの事、頼たのんだで！」


　アカネは真ま面じ目めな顔で言う。オレは頷うなずいた。


「任せとけ。あと、サイモンにもよろしく言っといて」


「オッケイ。ほな、転送陣、発動させるで？」


「よしこい！」


　オレは身み構がまえ、アカネは、転送陣横のパネルを操作し始めた。


　ヴゥゥゥゥン──！　その瞬間、オレの足元にあった幾き何か学がく模も様ようが、青白く発光し始める！


　そして！


「頼んだで！」


　アカネが叫んだその瞬間！


　パァァァァァァ！


　オレの足元から強きよう烈れつな眩まばゆさの青白い光の柱が立ち上のぼり、オレは、一瞬のうちに光の内部に取り込まれた！


　視界は青一色になり、転送室も、アカネも、すぐ見えなくなる。


　おお、オレ、いま、フランに転送されてる……!?


　オレはちょっと感動しそうになったけど──


　ブゥゥゥゥゥ──。転送とは、一瞬で完了するものらしい。


　感動するヒマもなく、ほんの五秒くらい光の中でじっとしていると、オレの足元の光は急速に弱まり、徐じよ々じよに視界は普通の状態に戻っていった。





　　　　※




　が。


　一人フランへ転送されたオレを待ち受けていたのは──想定外の出来事だった。


　脱走から息つくヒマもないまま、オレは未み曾ぞ有うのトラブルに巻き込まれ始める！


　オレが転送されたのは、床に転送陣があるだけで他には何もない、随ずい分ぶんほったらかしにされてるような古い小屋……。


「……あれ？」


　小屋についた瞬間。


　オレは、何かがおかしい事に気がついた。


「何か……異常に寒くないか？」


　オレは辺あたりを見渡す。確かにフランはいま冬の季節だし、寒いのは当然なんだけど……度をこしてるというか……。


　不審に思い、小屋に一つだけあった窓まどに近づき、オレは周囲の様子を窺うかがおうとする。


　そして窓の外の景色を見た途と端たん──オレは、腰を抜かしそうになった！


　窓の外に見えた光景。それは、天まで届とどきそうな、巨大な氷の壁かべ──オレは、これを知ってる。


　人間の世界と前人未踏領域ノース・エンデを隔へだてる、巨大な氷ひよう壁へき〝ロス・グレイシス〟！


「な、なんでロス・グレイシスがここに!?　えっ!?　アカネ、オレをフランに転送したんじゃないのか!?」


　オレは自分の置かれてる状況を受け入れられず、パニックになりかけた。


　そ、そういえば、アスベルから前人未踏領域ノース・エンデへ向かう途中、前人未踏領域ノース・エンデの手前辺りの人ひと気けの無い場所に、ボロい山小屋みたいのを見た記憶があるけど……ここ、もしかしてそこなのか!?　なんで!?


「ほう？　ふっふっふ……」


　その瞬間。


　背はい後ごから、不ふ敵てきな笑い声が響ひびき──オレはギョッと振り返った。


　だ、誰かいる!?


「一人で来たかアルニレックス……。好こう都つ合ごうだ」


　そう不敵に呟つぶやき、オレの背後に立っていた人物を見た瞬間──オレのパニックは本物になった。


　カウボーイ帽ぼう。ウサン臭くさいチョビ髭ひげ。そして、放ほう浪ろう者しや風ふうの、砂色のマントを纏まとった、四十前後の怪あやしいオッサン。


　オレは、この人の事を、知っている……。


　前人未踏領域ノース・エンデ探たん索さくキャラバンに、いつの間にか食事当番として同行していたオッサン……。ええと、確か名前は、〝ギンガ・ウチュウ〟とかいう妙な名前で……！


「な……何な故ぜこんな所に？」


　オレは、驚きよう愕がくのあまり、そんなありきたりなセリフを呟くのが精一杯だった。


　そういえば、さっきアカネが、転送陣を誰かが使ったせいでエネルギーがなくなっていたとか言ってたけど……まさかこの人か？


　動転するオレを見て、ギンガさんは、ふふん、と満足そうに鼻はなを鳴らす。


「一足先に、キャラバンからは脱出させてもらったよ。君達が脱走する前にここへ来て、君達の転送先をこっちで誘ゆう導どうできるよう、細さい工くしなくてはいけなかったからね」


　ニヤリ、と中々渋しぶい笑顔でギンガさんは言ったが……何ぃ!?


「て、て事は、あなたがオレをここへ呼よんだんですか!?」


　しかも、オレ達の脱走計画を知っていた!?　何で!?


　聞くと、ギンガさんはまたふん、と鼻を鳴らし、


「そう。君をここに呼んだのはこの私。これでも、波は乱らん万ばん丈じような人生を歩んできたんでね。転送陣の扱あつかいには慣なれている。さて……」


　そう呟くと、ギンガさんはパキポキ指を鳴らし、攻撃的な笑みを浮かべてオレにゆっくり歩み寄り始めた。


　明白な危険を感じて、オレは一歩後あとずさる。この人……やる気だ！


「君達の脱走計画は、願ねがったり叶かなったりだったよ。キャラバンは、化ばけ物ものじみた人間だらけでどうにも手が出せなかったが、青あお二に才さい三人ならどうにかなるからね……」


「あなたは……一体何者なんですか!?」


「聖せい剣けんを追う者、とでも言っておこうか」


　ギンガさんは、ニヒルな笑顔でそう答え、次の瞬間。


「大人しく──エクスカリバーを渡してもらおう！」


　ダンッ！　予想通り、猛もう然ぜんとオレに襲おそい掛かかってきた！


「くっ!?」


　オレは一方的な攻撃に、慌あわてて体勢を整え、やむなくそれを迎むかえ撃うとうとする！


　が。


「……あれ？」


　オレは、一瞬、目の錯さつ覚かくかと思って目をこする。


　しかし──目をこすっても、状況に変化は無い。


「お……遅おそっ!?」


　オレは思わず言ってしまった。


　ここのところ、ベッケンバウナーさんとか、サイモンとか、キャラバンのリーダーとか……そういう、超スピードで動く人間に囲かこまれてたから、なおさら思う。


　ギンガさんの攻撃は……蚊かが止まるほど、遅かった。


　ぷんっ。あまりに情なさけない音をしたパンチが、ゆっくりオレの顔の右側を通り過ぎていく。な、なんて弱いパンチだ。これは、オレが強くなったからそう見えるとか、そういうレベルじゃない。絶対、五歳児のパンチだって、もうちょい威い力りよくがある。


　オレは確信した。


　この人……口ほどにもない。


　オレは、自分の顔の横をギンガさんのパンチが通り過ぎたのを確認した後、試ためしに、そのまま、カウンターで自分の右腕を突き出してみた。


　バッキィ！　そんなつもりはなかったのに、完かん璧ぺきに決まるオレのクロスカウンター。


「ぐふぅっ!?」


　鼻血を出したギンガさんは、そのままたたらを踏ふんで後ろにヨタヨタ下がり、数秒後、どすん、と床ゆかに崩くずれ落おちた。


「ば、化物め……！　勝てるワケがないではないか。相手が、こんな、一○○年に一度の戦せん闘とうの天才では……！」


　本気で悔くやしそうに喚わめいているギンガさん。


　いや、〝相手が強かったから仕方ない理論〟を使いたいのも分かりますけど……アンタが負けたのは、キャラバン最弱、アスベル内でさえ中の下くらいの強さしか持ってない、わりと普通の男ですよ……？


　オレは、ギンガさんのあまりのしょうもなさに思わずやりきれなくなり……とりあえず手を貸かして、ギンガさんを立たせてあげた。


「わ、悪いな。一応言っておくが、さっきのはもちろん、本気で襲うつもりはなかった。私はお前の味方だ！　最初からな」


　鼻血をダラダラ流しながら、必死にバレバレのウソを展開するギンガさん。この人、呆あきれすぎて、怒おこる気もなくなるトコがミソだな……。こんな人だったのか……。


「あの……それより、教えてもらえません？」


　オレは聞く。


「ああ。なんだ？　なんでも教えてやるぞ!?」


　めちゃくちゃ偉えらそうに答えるギンガさん。な、なんか腹立つけど、


「えっと、それじゃ……まず。さっき、エクスカリバーを渡せ、って言ってませんでした？　もしかしてそれ……オレの持ってきた剣の事ですか？」


　不思議に思って聞く。するとギンガさんはニヤリと笑い、


「その通り。その剣の名は、エクスカリバー。遥はるか昔から前人未踏領域ノース・エンデにあるとされていたが、誰も入手する事のできなかった……幻まぼろしの剣だ！」


「こ、このボロ剣が……!?」


　世間でエクスカリバーって言われてるの、この剣の事だったのか……！


　気づいてなかったけど、オレは、イシちゃんからエクスカリバーを預あずかってたんだ……！


「私はオズとは別に、その剣を一人でずっと追い続けていた……！　そして、それを手に入れるため、あのキャラバンに潜もぐり込こんでいた男なのだよ。もちろん、ギンガ・ウチュウという名前も数ある偽ぎ名めいの一つ──本ほん名みようはワケあって言えんがな」


　ニヒルに笑い、聞いてもいないのに、ギンガさんは自分の正しよう体たいを明かす。


　ていうか、なんとなく、この人がここにいる理由が分かってきたぞ……？


　この人は、自分が潜り込んだキャラバンで、狙ねらってたエクスカリバーをオレが手に入れるのを見つけて──早さつ速そく、横取りしようと考えた。


　でも、凄すご腕うで揃ぞろいのキャラバンじゃ、とてもそんな騒そう動どうは起こせない。だから、新入生だけになる大チャンス、オレ達の脱走計画を利用した……！　たぶん、そんなトコだろう。


　それにしても……分からないな。


「ギンガさん、なんでオレ達の脱走計画知ってたんです？　オレ達、アン先せん輩ぱいにしか言ってないのに……」


　やっぱり、これが、一番引っかかる事だった。


　すると、ギンガさんは自じ慢まんげな笑みを浮かべ、


「やはり気づいてなかったか。わざわざお前達の口から聞かなくとも、脱走計画くらい、いくらでも耳に入れられる。驚おどろくなよ？


　……実は、あのキャラバンのテント自体が、オズが造った一つの盗とう聴ちよう器きの様なもの──つまり、受信器さえあれば、テント内の会話は誰でも簡単に拾ひろえる」


「え。えぇっ!?」


　盗聴器……!?


　そのキーワードを聞いた途と端たん──オレは凄すさまじく嫌いやな予感を感じた。


　オイオイ、こんなオッサンにすら聞かれてたんだ。もしかしてオズにもオレ達の脱走計画は──


　そこまで考えを巡めぐらせたその時だった。


　カッ──いきなり、小屋の中に赤い閃せん光こうがほとばしり、


「……へっ!?」


　為なすすべが無かった。


　ドウッ！


　次の瞬間、オレ達は凄まじい圧力を受けて、ガッシャァァァ！


　小屋の窓を粉こな々ごなにし、そのまま外へ吹き飛ばされた！


「ぐうぅぅぁ!?　な、何だぁ……!?」


　全身を地面に激しく叩たたきつけられるオレの身体。


　オレは悶もん絶ぜつしながら、何が起こったのか、小屋の方を確認しようとする。


　が……そこに小屋は無かった。


　小屋は既すでに吹き飛び、バラバラになった、火の粉こを巻き上げるだけの木もく片へんのかたまりと化していた。


「そ、そんな……。ぐぅぅ、どうなってるんだ？　爆弾……？」


　ギンガさんの攻撃か!?　とも思ったが、ふと見るとギンガさんはオレの隣となりで完全にのびていた。ギンガさんが犯人じゃない。


　となると……


「愚おろかな男だ。転送陣じんに小こ細ざい工くをして、私に気づかれないとでも思っていたのか？」


　その時だった。


　恐おそらくギンガさんに向けて放はなたれた、嫌いや味みで、感じの悪い声が──どこからともなく聞こえてきた。


「そして貴き様さまはさらに愚かだ。大人しくキャラバンで泣なき寝ね入りしていれば、剣の代かわりに、金でもくれてやったかもしれないのに……理解に苦しむよ」


　オレは、ボロボロになった身体からだをなんとか立ち上がらせ、そして、声のした方を見る。


　そこには、闇やみの中、燃える小屋に照てらされたオリーブグリーンの軍服を着た人影──間違いなくマジックドールが、おびただしい数──恐らく、一○○体近くズラリと整列していた。オレは確信する。


「やっぱり……！　誰だれだか分かってるぞ！　アンタ、オズの人間だろ!?」


　マジックドールの指し揮き官かんの姿は見えてたワケじゃないけど、間違いなく、この近くにはいるハズ。恐怖より怒いかりがこみあげてきて、オレは叫んだ。悪い予感が当たった。やっぱりオズの人間にも、オレ達の脱走計画は、漏もれてたんだ……！


「…………」


　オレの問いかけに、指揮官らしき人物の声は何も答えなかったが、オレはかまわず続ける。


「アンタ、絶対、どうかしてるよ……！　盗聴して、剣を横取りするだけならともかく、今のは、完全にオレの事を殺そうとした……！　なんでそこまであの剣──エクスカリバーにこだわるんだ!?


　オレ達の話、盗聴してたなら知ってるだろ!?　オレ達は、中に入ってる女の子を天てん空くう郷きようへ送り届とどけたら、すぐにでもアンタにこの剣を渡す！　ちょっとの間でいいから、待ってくれ！」


「そんな時間は無いっ！」


　男は、即そく座ざにそう叫んだ。


「私は……私は、一秒でも早くその剣を手に入れなければならないのだ！……一人で出てきたのは間違いだったな。お前には、ここで、消しよう息そく不ふ明めいになってもらう」


　男がそう言った瞬間。


　ジャキジャキジャキジャキ！　オレ達の前方にいるマジックドールが、一いつ斉せいにアイスピックの様な物を腕から突き出し、戦闘態勢に入る。


「くそ……くそっ！」


　さすがに、一人であんな数のマジックドールと戦えない。できることなら、なんとかここから逃げ出したいんだけど……後ろはロス・グレイシス、そして前人未踏領域ノース・エンデ。転送陣も使用不能にされたし、逃げ場が無い。


　ザッザッザッザッ……！


　マジックドール軍団は、無む言ごんのまま、規則正しい歩調でオレに向かって迫ってくる。


　こうなったら……やれるだけ、やってみるしかない！　こんなところで抹まつ殺さつされるなんてそんな運命、黙って受け入れられるか！


「ギンガさん！　起きて下さい！　寝てると殺されますよ!?」


　この場に居合わせたギンガさんも、間違いなく抹殺されるだろう。


　オレは一人でも戦力を増やすためにも、隣で寝てるギンガさんに叫びながら、同時に自分の戦闘態勢を整えるべく、ポーチに手を入れ、武器を探した。


　その時だった。


「……ん？」


　ポーチの中の手が、触さわりなれない感かん触しよくの、何かに当たった。


　気になって取り出してみると──


　出てきたのは、小さい黒い巾きん着ちやく袋ぶくろ。


　そうだ、これ、アカネに貰もらったお守り……！　そういや、道中なんかあったら開けてみて、とか言ってたけど……!?


　オレは、アカネの巾着袋にかすかな希望を感じ、袋を逆さにして、さっそく中身を手の上に出してみた。


　ごろんっ。出てきたのは、鶏にわとりの卵の様な形・大きさをした、黒い物体……！


　オレは、それを見た瞬しゆん間かん──歓かん喜きのあまり叫びだしそうになった。


「アカネぇぇ……お前、神サマ!?」


　言うなりオレは、躊ちゆう躇ちよ無く、アカネのお守りから出てきた黒い卵を、自分の足元に向かって叩き付け、すぐさま目を閉じた！


　ピァァァァァッ！　瞬間、目を閉じていても目の前が真っ白になるほどの、強きよう烈れつ過ぎる閃せん光こうがロス・グレイシスの麓ふもとにほとばしる！


　アカネがお守りに入れておいてくれたのは、選せん抜ばつ試験の時にも使っていた、アカネお手製・非合法閃光弾！　相変わらず、市し販はんの閃光弾の数十倍の威い力りよくを誇ってる！


　光が収まった頃には、マジックドールは、激烈な閃光に完全に視界を潰つぶされていた。


　ぎっちょんぎっちょん、とマヌケな機械音をさせながら、急に隊列を乱みだし、キョロキョロ辺りを見渡し始めてる。


「アァー!?　目が、目がぁぁぁぁ!?」


　指揮官らしき男にも効きいたらしく、情なさけない喚わめき声ごえも聞こえてきた。


　チャンス……！


「今です！　逃げて下さい、ギンガさん！」


　オレは、隣のギンガさんに呼びかけたが、


「アレッ!?」


　オレは目を疑った。


　ギンガさんが、いつの間にか、いなくなってる!?


　と思ったら。


「どけどけどけい！　私は死なんぞ！　嫁よめと娘むすめの為ためにも──死ぬワケにはいかぁん！」


　マジックドール軍団の方から、せわしない声が聞こえてくる。


　す、すげぇ。あのオッサン、オレの事なんておかまいなしに、とっくに逃げてる。あの図ず太ぶとさ、オレも、今はちょっと見み習ならった方がいいかも……！


「よし。行こう！」


　オレはオレで、ギンガさんとは別の方角へ、走り始めた！


　どうしても避さけられないマジックドールのみを撃げき破はしつつ、包ほう囲い網もうを突とつ破ぱ！　そのまま、全速力で、マジックドール軍団から逃とう走そうする。


　こうして、オレの、長い長い逃とう亡ぼう生活が幕まくを開あける……！












指し名めい手て配はい犯はん『マーガス・アルニレックス』について




罪ざい状じよう───伝説武器強ごう奪だつ／器き物ぶつ破は損そん／公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がい。


詳しよう細さい───先日、サラディン・オズ氏を襲しゆう撃げきし、マジックドール三体を破は壊かいした上、オズ氏のエクスカリバーを強奪して逃走した凶きよう悪あく犯マーガス・アルニレックスを国こく際さい騎き士し警けい察さつ機き構こうでは指名手配に認定。情報の提供を広く受け付けている。


　　　　　情報提供者には、賞金有り。また、本人を捕つかまえた場合、五○○万ドルクの報ほう奨しよう金きんが支し払はらわれる。但ただし聖剣とセットでない場合、賞金は無む効こう。




詳くわしくは、お近くの国際騎士警連れん盟めいまで














　このふざけきった手配書が北の大陸に出回ったのは……オレがキャラバンを脱走し、マジックドール軍団に殺されかけた──その数時間後の事だった。


　これを見た時の気持ちは、今でも思い出せる。


　逃げ込んだ街で、これを見つけた時……オレは呆あきれ果はてて、もはや笑いそうになったのだ。


　なにもかも、あべこべじゃないか。


　聖剣を奪うばおうとしたのは、オズ！　オレはいきなりマジックドールに殺されかけた、完全なる被害者だ！


　当然、オレはこの手配書に激げき怒どし、その街の国際騎士警察署しよに自みずから出頭、事情を説明したんだけど、


「お前が、オズ氏のマジックドールを破壊している証しよう拠こがある！　大人しくお縄なわにつけ！」


　騎士警は、こんな無む茶ちや苦く茶ちやな事を言って、オレの話を全く聞いてくれなかった。


　いや、そりゃ確かにオレは、マジックドールを破壊したよ!?　あのマジックドール軍団から逃げる時！　でもそれは、オレが殺されかけたからじゃないか!?


　けど、騎士警はいくらオレが事情を話し身の潔けつ白ぱくを証明しても、


「分かった。とりあえず逮たい捕ほして、それから、話は裁さい判ばん所しよで聞くから」


　などと、血も涙なみだも無い事を言うだけだった。


　裁判所なんて行ってどうなるっていうんだ!?　オレは確信していた。


　こんなに手て際ぎわよくオレを犯罪者に貶おとしめたオズが、オレに、裁判で勝てる可能性を残してくれてるとは思えない。


　せめてアカネ達がいれば……とも思ったけど、アイツらはいま前人未踏領域ノース・エンデだし、だいたい、やっぱりアイツらがいくら証言したって、オレの立場が良くなるとはとても思えない。なんせ、相手は一ひと晩ばんのうちに、こんな手配書を出回らせる事のできる権力者なのだから……。


　けど、こっちだって、やっぱり黙って泣き寝入りするつもりはなかった。


　こうなったら、本気で、聖剣争そう奪だつ戦せんだ！





　そしてオレは、国際騎士警察からなんとか逃げ出し、逃亡生活を続けながら、当初の予定通りなんとかウラヌスちゃんを天てん空くう郷きようへ帰す方法を探さがし始めた。


　国際騎士警察に追いつかれたり。賞金目当てのゴロツキに襲おそわれたり。


　完全にマークされた北の大陸から密みつ航こう船せんで脱出し、中央大陸へ逃げ込んだり。


　極きよく限げんの緊きん張ちよう状態の中、オレは、ひたすら逃げ続けた。


　そして、二週間程続けた、逃亡生活の果てに。


　オレは、黒い山脈の様な塔とうが街の中心に聳そびえる、見知らぬ街まちに辿たどり着ついたのだった……！





　　　　※




　オレは、朦もう朧ろうとする意識の中、アテもなくその見知らぬ街を歩き始める。


　雨が降ふっていた。


　絶対オズには剣を渡さない。


　その気持ちで、この街まで頑がん張ばってきたけど……正しよう直じき、肉体的にも、精神的にも、かなり限界が迫せまりつつあった。


　こんな生活で、マトモな食事なんてとれるハズもないから、空腹と栄養失調で視界が霞かすみ、最初の爆ばく弾だんで受けた傷きず、そして襲しゆう撃げきの度たびに増ふえた全身の傷が、雨に濡ぬれて、次々開いていく。


　このままじゃ……このままじゃ、ヤバイ。


　いま騎士警か賞金稼かせぎに見つかったら、逃げるどころか、走ることもできない。簡単に捕まってしまう。


　かといって、人目につかない街の外に隠かくれようにも、今のオレには、体力が残ってなさすぎた。外には、ドラゴンがいる。こんな体調じゃ、抵抗できず、喰くわれてしまう……！


　クソ。このまま捕まって、結局、エクスカリバーをオズに渡す事になるのか……!?


　そんな風に、ほとんどゾンビのように足を引きずり、街を彷徨さまよっていた──その時だった。


「んっ……!?」


　オレの視界に──とある、こぢんまりとした建物が映うつりこんだ。


　目の前にあるのは────郵ゆう便びん局きよく。


　オレは、その郵便局を見た途と端たん……一つのアイデアを思いついてしまった。


「こうなったら……エクス・ガリバーに、エクスカリバーを送るか……？」


　冗じよう談だんみたいなアイデアだけど──案あん外がい、悪くないアイデアに思えた。


　そもそも、当初は、ケンジにこの剣の事を聞きに行こうと思ってたんだし……。


　どのみちオレは、どうやら、この街からもう動けそうもない。


　このままじゃ、数時間もしないうちに捕まって、結局オズに剣を持っていかれるだけ……。こんな状況で、頼たよることができるのは……やっぱり、あの六人しかいない。というか、いま、世界中でオレの味方に回ってくれる人間は、あの六人しかいないんじゃないか……？


　まさかオズも、いきなりエクスカリバーがフランの一武器屋へ送られるとは想像もしないだろうし。なにより、何度も奇跡を起こしてきたあの六人なら、なんだかんだと天空郷へ行く方法を見つけ、ウラヌスちゃんを天空郷へ帰してくれる気がする……！


　決めた。イシちゃんから預かった、エクスカリバー。アイツらに、託たくす……！


　決意したオレは、さっそく郵便局に入り、ますます霞んでいく視界の中、最後の力を振り絞しぼって、六人に向けた手紙を書く。












　この剣を、守ってくれ。アトラへ向かう方法を探せ！




マーガス














　短いけれど、これが、今のオレに書ける精一杯だ……！


　そしてそのままその手紙とエクスカリバーを、白い包みにくるみ──オレはだいぶ軽くなったサイフから金を払って、包みを、フランのエクス・ガリバー宛に郵送。


「ゴメンな、みんな……。でも、オレ、ここで……。…………」





　それ以降の詳くわしい記憶は、オレにはない。


　郵便局から出た後、急激に意識が薄くなり──オレは、そのまま、意識を失った。





　　　　※




「…………ん？」


　そして、どれくらいの間、眠っていたのか……。


　オレが、目を覚ますと──そこは、まったく見知らぬ部屋のベッドの上だった。


「…………。どこだここ……？」


　鍾しよう乳にゆう洞どうの中のスペースに、ベッドやら、机つくえやら、家具を持ち込んだような、不思議な部屋の中。


　体が随ずい分ぶん軽かったんで、自分の体を見てみると──オレは、やけに赤い柄がらのパジャマに着き替がえており、おまけに、全身の傷には、完かん璧ぺきな応おう急きゆう処しよ置ちがほどこされていた。


　何が……どうなったんだ？


　その時。


　ギギィ──扉とびらが開くような音がして、誰かが、部屋に入ってきた。


「マーガスさん！　目が覚めたんですね!?」


　部屋に入ってきた人物は、オレの方を見るなり、ダッ、とこっちに駆かけ寄よってきた。


「へっ……!?」


　その駆け寄ってきた人物の顔を見た瞬間──オレは、自分の頭がおかしくなったのか、と思った。


　燃えるような赤あか髪がみ。正義が固まってできたような、まっすぐな瞳ひとみを持つ、正義感の強そうな、目の前の少年。


　お、おかしい。


　そんなワケがない。


　コイツが、こんなところに、いるハズがないんだ。でも。


　オレの目がおかしくなったんじゃなければ、どこからどうみてもコイツ……


「お、お前って……トッド？」


　オレは、半はん信しん半はん疑ぎのまま聞く。


　すると赤髪少年は、


「はい！　お久しぶりです、マーガスさん！」


　礼儀正しい口調で、あっさりそれを認めた。


「え……えぇぇぇ!?　ト、トッドォ!?」


　炎ほのおのトッド。


　天下一武器屋祭で知り合った、ライバル武器屋──『ダークセイバー』の一員で、ダークセイバーのスタッフの中でも、オレは、比較的、トッドと仲がよかった。


　大陸横おう断だん鉄道に一いつ緒しよに乗ったり、合同勉強会をしたり、いろんな思い出もあるし、一年以上会ってないから、懐なつかしいことは懐かしいんだけど……。


「でも……えぇぇ？」


　混乱しすぎて、オレは再び気を失いそうになってきた。


「や、やっぱりおかしい。なんでいきなりトッドがこんなところに現れるんだ!?　これ、夢だろ！」


「あはは。やだな、マーガスさん」


　トッドは、ニコッと笑い、そして自じ慢まん気げに言う。


「ここは、フォースの街の、ダークセイバー。つまり、僕達の本ほん拠きよ地ちですよ？」


「え……えぇぇぇ!?」


　再びオレは混乱！


　前に一度、プラムローズさんの作品集みたいなので、ダークセイバーの画えを──黒い山脈みたいなのを、見たことあるけど……。じゃあ、オレは今、あの巨大武器屋の一室にいるのか？


　なんでオレが、ダークセイバーに……!?





　　　　※




　その後トッドから受けた事情説明によると、つまりは、こういう事らしい。


　一週間前。エクスカリバーを郵ゆう送そうし、郵便局を出たオレは、その近くで気を失い、死体と間違えられるような状態で倒れていた。


　そこを偶ぐう然ぜん通りかかったトッドとサエちゃんが、オレに気づき、そのまま医者に連れて行こうとしてくれた。


　しかしオレは、無意識に医者に行く事を拒きよ否ひ！　（ま、なんせ、指名手配中だから）。


　その結果オレを、医い療りようの心こころ得えのあるレイムーヴのいるダークセイバーに運ぶ事になり……そして一週間眠り続けた結果、オレは、今、ようやく目を覚ました。


　そういう事らしい。


　て事は……意識朦もう朧ろうとした中、偶然辿たどり着いたあの街が、ダークセイバーのあるフォースの街だったのか……。運命なのか、はたまたただ悪運が強いのか……!?


「さぁ、マーガスさん。今度は、僕に質問させて下さい！」


　一通りの事情説明を済すますと、今度は、トッドが目を輝かがやかせ、まっすぐオレに向かってにじりよってきた。


「し、質問？　何？」


「何って……それはこっちのセリフですよ!?　一体何があったんですか？　マーガスさんはアスベルに留りゆう学がくしたんですよね？　なんで血みどろの姿でフォースに!?」


　かなり興こう奮ふん気ぎ味みに質問を連発してくるトッド。


　聞いてくるって事は、フォースには、まだオレの手配書は出回ってないのか……。


「それは、だな。あ～……う～……」


　どう説明したものやら──オレは苦心した。


　ここで事情を話せば、トッド達も巻き込んじゃう事になるんだよな……？


　ただでさえ気絶する前、エクスカリバーをエクスに送って、巻き込む人間増ふやしちゃったし……これ以上増やすのはどうなんだろうか？


「マーガスさん？」


　いろいろ考えていると、トッドが、待ちきれないように聞いてきた。


「あ、いや、うんん……」


　いや……。やっぱり、トッド達は、巻き込まない方がいい。オレは決断。


「その、トッド……助けてもらっておいて悪いんだけど。ちょっと、ホントに込こみ入った事情があってさ。今は言えないんだ……ゴメン」


　頭を下げながら、オレは謝あやまる。


「そ、そうですか……」


　ちょっと落らく胆たんしたような声でトッド。


　一いつ瞬しゆん、なんともいえない沈ちん黙もくが流れる。


　……が。


「分かりました！」


　トッドは、すぐ納なつ得とくした様な笑顔を浮かべながら、沈黙を破やぶった。


「本当の事を話しづらい状況ってありますもんね。いいです、何も言わなくて！　もう聞きませんから、マーガスさんは、遠えん慮りよなくくつろいで下さい！」


　まっすぐな声でトッドは言う。


　コイツ……なんていいヤツなんだろう？　ここのところ、誰も信用しちゃいけないような、荒すさんだ逃亡生活を送ってきたせいで、オレは、トッドの優やさしさに触ふれて、ちょっと泣きそうになった。


「マ、マーガスさん!?　なんで号ごう泣きゆうしてるんですか？」


　ビックリしたようにトッドが言う。


　ていうか、うぅー。泣きそうっていうか、オレ普通に泣いてるわ。


「うぅぅ。ゴメン。なんか、やけにトッドの言葉が、心にぃ」


「あははは！　でも、僕、気持ち分かるんです。前にも少しお話ししたかもしれませんけど、僕、元々生まれは西の大陸で……家を飛び出して、フォースで行き倒れてたところを、リーダーに助けてもらったから。マーガスさんと、同じだったんです」


「へ!?　そ、そうだったの!?」


　いきなり告白されて、オレはちょっとビックリした声をあげた。


　そういや初めて会った時、自分の中ちゆう途と半はん端ぱな力が原因で、中央大陸に来たとか何とか言ってたっけ……？


「な、なんで家、飛び出しちゃったの？」


　トッドがオレの事詮せん索さくしないでいてくれてるのに、なんでオレは詮索するんだよ？　ってカンジだけど、気づいたらその疑問は既すでに口から飛び出してしまっていた。


　するとトッドはもうすでにふっきれているような口く調ちようで、


「別に、大した理由じゃないんですけど……。僕、実家に、十歳離れた姉あねがいるんです。その人、なんていうか、歴史に残っちゃうくらいの天才魔女で……。おかげで、家族も、周りの人も、みんな僕に、姉貴くらいの才能を期待してて……。そういうのが嫌いやだから、僕、中央大陸に家出してきちゃったんです。十歳の時だったかな？」


「へ、へぇ……？」


　海を越こえて十歳で家出……すげぇ行動力。


「それで、その後巡めぐり巡って、フォースに流れて来たんですけど……。お金も無いし、行くアテもないし、もう、どうしようもなくて。僕、ただただ道端に座すわり込んでたんです。そこで、リーダーの登場ですよ！　くぅ！」


　グッと拳こぶしを握にぎり締しめながら、トッドは言った。


「リーダーは、僕に事情を聞こうなんてしませんでした！　たった一言、ついて来い。これだけです！　本当の男ってのは、多くを語らないもんなんです！　分かりますか？　マーガスさん！」


「わ、分からんでもないけど……ん？」


　ていうか、何の話してたんだっけ？


「つまり、そういう事です。僕はリーダーを見み習ならって、マーガスさんに事情は聞きません。遠慮なく、いつまででも、くつろいで下さい！」


「あ、あぁ。わ、分かった。ありがとう」


　オレは素す直なおにお礼を言う。


「で、でも、それよりトッド。お前、十歳で家出してきたんだったら、もう今年で五年目だぞ……？　親とか、心配しまくってるんじゃないのか？」


　詮索どうこうじゃなく、普通に心配になって、オレは思わず聞いてみた。


　しかしトッドは嬉うれしそうに笑い、


「あはは。いや、いや、実家には去年、謝あやまりに行ったんです。いまは父さん達の許ゆるしを得て、ダークセイバーで働いてるんですよ？　ただ、帰ってみたら、今度は逆に姉が、お見合いが嫌とかで、家出をしてしまってて……。もし見つけたら、無理やりにでも連れて帰ってこいって言われちゃいました。どこで何をやってるのやら……」


　ふう、とため息をつきつつ、呆あきれたようにトッドは呟つぶやく。


　そ、そうだったんだ。お姉さんの事はよく分かんないけど……トッドって、意外にハードな人生送ってたんだなぁ……!?





　そんなこんなで、オレはトッドの言葉に甘え、外に出られるくらいに体力が回復するまでの間は、ダークセイバーの一室で療りよう養ようさせてもらう事に決めた。


　ダークセイバーの女性スタッフ、サエちゃん、クロエさんも見み舞まいにきてくれたし、レイムーヴも（完全に、天下一武器屋祭で会った事など忘れていたけど）、体力回復の経けい過かを見に、二、三度、会いにきてくれた。


　ハッキリいって、巨大武器屋ダークセイバーのこの一室は……恐ろしく、居い心地ごこちが良かった。


　なんだかんだみんな優しいし、さすがにダークセイバーの中なら、オレを捕まえようとする人間が襲おそってくる心配もない。


　けど、いくら居心地がよくても、オレは、ここでのんびりしてるワケにはいかなかった。


　ケンジ達に送ったエクスカリバーの事が気になる……。


　あの時は、あのままじゃ間ま違ちがいなく捕つかまると思ったら、仕方なかったけど……奇き跡せき的に捕まらず、体力まで回復する幸運に恵まれたんだ。こうなったらオレもフランへ戻もどり、ケンジ達に合流しなくっちゃ……！


　それに、いつまでもダークセイバーにいてはいけない理由も、オレにはできてしまう。





　それは、フォースへ来て、五日目の朝。体力もかなり回復し、リハビリがてら、人ひと気けのない早朝のフォースを散歩していた時。


　ダークセイバーからすぐの場所にある、何の変へん哲てつもない、石造りの民家の壁かべに──オレは、〝自分〟の複ふく写しや画がを見つけたのだった。












　指名手配犯マーガス・アルニレックス


　聖剣強ごう奪だつの容よう疑ぎで、追つい跡せき中。


　賞金額・五○○万ドルク。生死問とわず。


　但ただし聖剣とセットでない場合、賞金は無む効こう。詳くわしくは、国際騎き士し警けい連れん盟めいまで。












「とうとう、フォースにまで手配書が回ってきたか……」


　どうやら、昨日の夜か、もしくはついさっき、今朝貼はられたものらしい。


　これを壁から破りはがした後、オレは考えを決めた。


　たぶん、トッド達はこれを見ても、気にしないでいい、なんて言ってくれるだろうけど……オレは現状、どう言い訳わけしても指名手配犯なんだ。


　一緒にいるだけで、ましてや、匿かくまってもらったりなんてしたら、メチャクチャ迷めい惑わくがかかる。


　その張り紙を見たオレは、そのままの足で、ダークセイバーに帰り、荷物をまとめた。出て行こうとするところをトッド達に見られたら、アイツら、イイ奴やつだから、きっと引き止めようとするに決まってる。みんなが出しゆつ勤きんしてくる前に、ダークセイバーを出ないと……。


　そして一応、ホントは何も証しよう拠こを残さない方がいいのかもしれないけど……それでも、気持ちを伝えたくて。オレは最後に手紙を書いた。












　これ以上迷惑はかけられない。助けてくれて、ホントにありがとう。またいつか、会いに来るから。




マーガス














　その手紙と、そして、一○日以上お世話になったお礼には少なすぎるけど……わずかばかりのお金を、机に置き。


　オレは、ダークセイバーを後にするべく、借かりていた部屋を出たのだった。


「あれ？　マーガスさん、散歩ですか？」


　が。


　ビクッ。部屋を出た途と端たん、いきなり声をかけられ、オレは飛び上がった。


　鉢はち合あわせたのは、紫し紺こんの髪の少女、サエちゃんだった。


　幸さいわい、サエちゃんはオレが姿を消そうとしてる事に気づいていないらしく、人当たりの良さそうな顔で、ニコニコ笑っているだけ。


「サ、サエちゃん。早起きだね？」


「はい！　今日は私、トッドさんに、朝ゴハン作ってあげる約束しちゃったんです。もう、トッドさんたら、私だって忙いそがしいのに。すぐ私にゴハン作らせようとするんですよ？」


　サエちゃん、怒おこった口調で言ってるが……めちゃくちゃ嬉うれしそうなのは気のせいか？


「マーガスさんの分も作りますから、早く帰って来てくださいね！」


「ああ、いや……オレの分は、その……」


「あ、やだな、気を遣つかわないでいいですよ？　一人分増ふやすくらい、全然手間かからないんだから！」


　屈くつ託たくのない笑顔でサエちゃんは言う。


　うう～、クソ、こんな風に言われたら、何も言えないじゃないか……。


　でも、オレは、ここにいるワケにはいかない……！


「わ……分かった。ありがとうサエちゃん。朝ごはんの時間になったら、戻ってくるね？」


「はい！　ホント、気にしないで下さいね！　私、お料理好きだし！　それじゃ、後で！」


　たたた、と走り去っていくサエちゃん。


　ゴメン……サエちゃん。いつか、絶対、謝あやまりに来るから。


　オレはそのまま小走りにダークセイバーを飛び出し、振り返る事なく、フォースの街も飛び出した……！





　　　　※




　ダークセイバーを飛び出して、一日半が経たった。


　いざという時のために、少しお金は残しておかなくちゃいけないから、結局、オレは歩くしかない。


　それでも、とにかく、できる限り早くフランへ！


　辺あたりは、もう夕暮ぐれ──一本道の両脇わきに生えてる枯かれ草くさが、紅あかく染そまっている。


　オレは、けっこうなスピードで、南へ、南へ歩き続けていた。もちろん、人目を避さけての逃亡だから、ある程度周囲に気を遣いつつだけど……！


　ガタゴトガタゴト──。


　その時。夕暮れの一本道を、遥はるか向こうから、竜りゆう車しやが一台走ってくるのをオレは確認した。


「クソッ……またかよ」


　オレは素早く道から飛び出し、脇の草むらに身を隠かくす。


　騎き士し警けいが乗っているかもしれないし。竜車が来る度たび、念のため、オレはいちいち身を隠さなければいけなかった。面めん倒どうなんだよな……。


　ガタゴトガタゴト──やがて竜車は、オレの横を通り過ぎ、そしてそのまま何事も無く、グングンオレが来た方角へと遠ざかっていく。


　そして、竜車が十分遠ざかったところで。


　オレは道に戻もどり、そして、もう一度すれ違った竜車の姿を確認した。


　オレの視し力りよくをもってしても、もう、遠ざかり過ぎてて見えないけど……何やら、竜車の後方に、男の子と女の子が腰こし掛かけて、談だん笑しようしてるらしかった。


「……ん？」


　オレ……疲つかれてるのか？


　変な物が見えた気がして……ゴシゴシ、と目をこすって、オレは、もう一度その竜車の後方を見る。


　しかし竜車は、もう道を曲がり、オレからは見えない位置に行ってしまった。


「気のせい……だよなぁ？」


　いや……一瞬だけど。あの竜車に乗っている少年が、なんとなく、ケンジに見えたんだ。


　けど……冷静に考えたら、そんなワケないか。アイツが、いきなりこんな場所に現れるハズないし。


　だいたい、ケンジ似にの少年の隣となりに座すわってた、あんなやけに透とう明めい感かん溢あふれる少女、オレ、知り合いにいないし。ケンジ似の少年も、なんか、いつもムスッとしてる本ほん家けケンジと違って、微笑ほほえんでる雰ふん囲い気きだったもんな。うん、冷静に考えれば、全然違った。


　緊きん張ちよう状態のオレの精神が生んだ、妄もう想そうだよ、妄想。


　オレは、無理やりそう結論づけて、竜車が去さっていった方角とは、逆の方角へ歩き始めた。





　が────────オレは、翌日。


　すれ違った少年が、妄想ではなく──そして、エクスの六人が、オレのせいでトンデモナイ状況になってる事を、死ぬほど思い知らされる事になる。





　　　　※




　フォースの街から、南へ二、三日の距きよ離りに、聞いたことのないような、小さな街があった。


　オレはその街へ、最低限の食料を調達すべく、こっそり足を踏み入れた。


　しかし。街の、入り口付近にある建物だ。


　そこに貼ってあった張り紙を見て……オレは、バカみたいな声をあげた。


「ゲェッ!?」


　オレはその張り紙に──まるで、初めてエクスのチラシを見つけたときの様に、かぶりつく。


　あ、ありえない！


　その張り紙には、イッコ、ジャン、ノン、ドノヴァン、ミニィちゃん、ケンジ、そしてオレ、計七人分の、複写画が掲けい載さいされていて──そしてさらに、こう書かれていた。












　指名手配犯一味『フラン・デンジャラスセブン』に関しての情報。





　聖剣強ごう奪だつ犯、および、その共犯者達として、現在追跡中。


　賞金額・一人頭、五○○万ドルク。マーガス・アルニレックス以外は生け捕どり、アルニレックスのみ、生死問わず。


　同じく、アルニレックスのみ、聖剣とセットでない場合、賞金は無む効こう。


　詳くわしくは、国際騎士警連れん盟めいまで。












「指名手配犯一味──フラン・デンジャラスセブンんん!?」


　オレは、わなわなと震ふるえながら、何度も、何度も、その手配書を見直した。


　ど……どうなってるんだ!?　いつの間に、イッコ達も指名手配犯になったの!?


「あら？　もしかしてアナタ、ＦＤ７の目撃情報をお持ちなのかしら？」


　ビクッ！　いきなり背はい後ごから声がかかり、オレは、ドギマギしながら顔だけ後ろに向けた。


　ウソだろオイ……!?


　オレの後ろにはいつの間にか、騎士警の服を着た──ちょっとポッチャリしたオバサンが立っている！


　オレは慌あわてて手配書の方に顔を向け、やり過ごそうとした……が、今は、えぇと、ＦＤ７の情報も気になる！


　オレは仕方なく、緊張の中、背中を向けたまま騎士警のオバサンとの会話をスタートさせた！


「あ、あの。情報は、別に持ってないんですけど。なんなんです、コイツら？」


「知らない？　フラン生まれの七人の犯罪者。全員武器屋関係者という事でついたコードネームがＦＤ７フラン・デンジヤラスセブン！　この呼び名、公こう募ぼでつけたらしいんだけど、なかなかカッコいいと思わない？」


　嬉うれしそうな声でオバサンは言うが……そんなの聞いてねぇぇ！


「え、えっと。まぁ、このマーガスとかいうのはともかく、他の六人は、何したんです？　なんていうか、そんな悪人には見えないですけど？」


「ところがどっこい。その六人、アルニレックスから受け取った盗とう品ひんエクスカリバーを持って、捜そう査さ官かんを振り切り、そのままフランを脱出したらしいわよ？」


「え、ええぇぇ……!?」


　ガクゥゥッ。オレは、あやうく跪ざまずきそうになった。


　いつの間にか、めちゃくちゃ大事件になってる!?　イッコ達の元にエクスカリバーがあるってオズにバレたのか……!?


　オレは、自分がエクスのメンツをとんでもない災さい難なんに巻き込んでしまった事を、ようやく痛つう感かんし始めた。


　あいつらにはあいつらの、普通の生活があったのに……！


　ジャンやケンジやドノヴァンが、エクス再建を目め指ざし。ミニィちゃんが学校へ行き。ノンがデクさんと一いつ緒しよに幸せな生活を送り。そしてイッコはお母さんのためにお金を稼かせぐ。


　オレのせいで、あいつらのそういう普通の毎日が、台無しになってしまった……！


「オ、オバサン！　この六人、どこに逃にげたか知りませんか!?」


　オレはもはや、顔を隠すのも忘れ、オバサンに摑つかみかかりそうな勢いきおいで質問！


「ビ、ビックリした。そ、そんなに怯おびえなくても大だい丈じよう夫ぶよ？　この六人は、まもなく捕つかまるから……」


「つ、捕まるぅ!?」


　ぜ、全然大丈夫じゃないよ！　オレはオバサンの肩をガクガク揺ゆらしながら聞く！


「な、なんでですか!?　なんでもうすぐ捕まるって分かるんですか!?」


「さ、さっき、この一味がフォースに潜せん伏ぷくしてる可能性が高いって、情報が入ったのよ。だから現在、サラディン特別指し揮き官かんが、飛ひ竜りゆうでフォースに向けて急行中なの。サラディン指揮官はフランでＦＤ７を取り逃がしたらしいけど……さすがに今度はちゃんと捕まえるでしょ？　だから心配しないで。あの連中は、まもなく逮たい捕ほされるわ」


　朗ほがらかに笑いながらオバサンは言うけど……なんてこった！


　フォースに潜伏中って事は、やっぱりあの時すれ違った少年は正しよう真しん正しよう銘めい本物のケンジで、エクスのみんなも、たぶんあの竜車に乗り込んでたんだ！　どうやってかオレがフォースにいるって手掛かりを見つけて、オレを探しに向かったんだろう……！


　そして、その六人の元へ、現在、よりにもよってオズの指揮官が、逮捕するため向かってる……!?


「知らせなきゃ……！」


　オレは一瞬で覚かく悟ごを決めた。


　オズがフォースに着く前に、イッコ達に、オズが向かってる事を知らせないと……アイツらが捕まってしまう！　アイツらは、ホントに、何も悪くないんだ！


「オ、オバサン！　フォースまで、どうにか急いで向かう方法は無いですか!?」


「え？　あ、あぁ、そうねぇ。一番速いのは、乗り合い竜車かしら？　ほら、あれ」


　街の入り口を指し示すオバサン。


　すると竜車が、いままさに、この街からフォースへ向かって出発しようと動き出してるところだった。


　あ、あれに乗るしかない!!


「オ、オバサン！　ありがとうございました！　オレ、行きます！」


「え？　あぁ。いってらっしゃい。それにしてもアナタ、誰かに……」


「似にてません！　サヨナラ！」


　オレは猛もう然ぜんとダッシュし、動き始めた乗り合い馬車にしがみつき──そしてそのまま、外をつたって操そう縦じゆう席せきまで移動、無理やり御ぎよ者しやの老人の横にドカッと座すわり込んだ！


「お爺じいさん！　急いでください！」


「だ、誰じゃあお前は!?」


　驚きよう愕がくする老人御者。


「いいから早く！　もう、遅おそいなぁ！　オレが操縦します、代かわって下さい！」


「お、遅いじゃと!?　ふざけるな若わか造ぞう！　かつては中央大陸最速、竜たつ巻まきの皇こう帝ていと呼ばれたワシのてくにっくをナメるなよ!?」


「キャアアア!?」


　竜車が、後ろの客席から悲ひ鳴めいがあがるほど加速する。






[image: ]





　よし、この速度でいけば、一日もあればフォースに辿たどり着けるハズ──！


　イッコ、みんな……間に合ってくれよ!?





　　　　※




　時じ刻こく表ひようを無む視ししまくり、朝の八時、予定より五時間近く早くフォースに辿り着いたせいで、お爺さんが客に文句、もしくはお礼を言われまくってるけど……とにかくオレは、残しておいた全財産を叩たたきつけ、一番に竜車の外に飛び出した！


　躊ちゆう躇ちよ無く、一直線に、ダークセイバーを目指す！


　イッコ達がいるとしたら、絶対ダークセイバーだ！


　そして走り始めて数分──巨大な黒い山脈、ダークセイバーの入り口が見えてきた。


　間に合ったか──？　一瞬、そんな考えが脳のう裏りをかすめた、その瞬間。


「ああっ!?」


　オレは、慌あわてて立ち止まった。


　前方、二○メートル。ダークセイバーの入り口付近。


　そこに凄すさまじい数のマジックドールが集結し──そして、オレは、見た。


　手て錠じようをはめられた黒髪の少女、イッコが……。


　文句でもありそうに顔をしかめている、つるっぱげにメガネの青年、ジャンが。


　うーむ、と何か（ノンキに）考え事をしているような顔の、ノンが。


　ガクッと肩を落とす、大男、ドノヴァンが！


　むーっ、とほっぺを膨ふくらまし、憤ふん慨がいの表情を浮かべる少女、ミニィちゃんが！


　そして最後に。


　顔を伏ふせ、誰よりも悔くやしそうに──ほとんど泣いているとしか思えない表情で、歯を食いしばっている少年、ケンジが！


　六人は全員、一本のロープで連れん結けつされ、ゆっくり、マジックドールに連行されている。


　ま、間に合わなかった──！　タッチの差で、みんな、捕まってしまったんだ！


　マジックドールとイッコ達は、少しずつオレから、ダークセイバーから遠ざかっていく。恐おそらく、牢ろう屋やがある方へ向かってるんだ……！


「なんとかしないと……！　なんとかしないと！」


　オレは、半分パニックになりながら、その集団を追いかけようと走り出した！


　でも、結局、何も作戦が思い浮かばない！


「こうなったら、破れかぶれで突っ込んで……」


「ダ、ダメです！」


　その時だった！


　ダークセイバーの前を横切り、集団に向かって突とつ入にゆうしようとしたオレに、横っ飛びでしがみついて制止しようとする少年が現れた。


「ト、トッド！」


　そう、オレの目の前に飛び出してきたのは、またしても赤毛の少年、トッドだった。


「マーガスさん！　戻もどってきてたんですか!?」


　顔を歪ゆがめ、泣きそうな顔で言うトッド。


「ト、トッド！　イッコ達が、ヤバイ！」


「わ、分かってます！　僕、たった今まで一緒にいましたから……！」


　悔しそうに唇くちびるを嚙かみながら言うトッド。


「ア、アイツらは、何も悪くないんだ！　剣を送ったのはオレだし……。そもそも、あの剣だって、盗とう品ひんなんかじゃない！──とにかく、オレ、アイツらを助けに行ってくる！」


　オレはトッドを置き去りにして、再び走り出そうとする。が。


「だ、だから、ダメですってば！　落ち着いて考えれば分かるでしょ!?　あの大軍に突っ込んだって、すぐ囲かこまれて、マーガスさんも捕まるだけだ！」


「そ……それはそうかも。でも……」


　それでも……この状況で、アイツらが連れていかれるのを黙だまって見てるだけなんて、オレには絶対できない！


　もうどうしようもないんだったら、暴あばれるだけ暴れて、オレも一緒に捕まってやる！


　オレはトッドを振り切り、再びマジックドールの群むれに向かい、走り始めた！


　が。


「ダ、ダメです！」


　ボウッ！　一体どうしたのか──トッドの執しゆう念ねんは異常だった。


　トッドはなんと、オレの足元に小さな炎ほのおを発生させて、オレの救出作戦を阻そ止ししようとしてきたのだ。


「トッド、お前……!?」


　炎を避よけて一瞬ケンケンになりながらも、オレは呆ぼう然ぜんとトッドの方へ振り返る。


　そんなオレに、


「お願いですから落ち着いてください……！　いまマーガスさんまで捕まっちゃったら、エクス・ガリバーは今度こそおしまいじゃないですか！　みなさんを助け出すにしても、何か、ちゃんと方法を考えましょうよ！　僕はみなさんをもちろん信じるし、力だって貸かしますから！」


　必死の表情で頼たのんでくるトッド。


　そのトッドの気き迫はくに……オレは、少しだけ、冷静さを取り戻す。


「わ、わかった……。ごめん、トッド」


　まぁ、確かに、このまま無む策さくに突っ込んだって、ほとんどただの自己満足だもんな……。


　そうだ。オレが本当にやるべき事は、策も無いまま突入して七人一緒に捕まる事じゃなくて──あらゆる手を尽つくして、現実的に、あの六人を助け出す事……！　オレは、連行中ちゆうのイッコ達を狙ねらう作戦を断だん念ねんする。


　でも、一体どうすればいい……？　オレにできる事なんて、ホントにたかが知れてる……！


　じりじりと思考を巡めぐらせ始めるオレ。


　その時だった。


「何をやっている貴き様さまら……!?」


　突然辺あたりに響ひびき渡る、不ふ機き嫌げんな低い声。


　ハッとなって隣となりを見ると──そこにはいつの間にか、濃こい青髪、無表情の男レイムーヴ。そしてクロエさんとサエちゃん、三人のダークセイバースタッフが立っていた。





「トッド、貴様正しよう気きか？　いつから街まち中なかで他人に向けて魔法を使うほど馬ば鹿かになった？」


「う……。す、すいません、その、つい……」


　開口一番、トッドを威い圧あつするレイムーヴ。


　どうやら、オレ達のやりとりを見てたらしい。ていうか、ここダークセイバーの前だし、テンパってたオレが気づかなかっただけで、最初からずっとここに四人いたのかもしれない。


「そして……なんなんだ貴様は？　何な故ぜマジックドール達へ特とつ攻こうしたがる？」


　さらにレイムーヴは、まったく理解できない、という表情でオレに聞いてきた。


　こ、この人、数日前に看かん病びようしたばかりなのに、もうオレの事忘れてる……!?


「リーダー、マーガスさんですよ……ほら、エクス・ガリバーの」


　トッドが困こまったようにフォロー。


「ほう……。ではこの男も、先ほど捕まった連中の一味か……」


　さほど興きよう味みも無さそうにオレを観察するレイムーヴ。


　しかしレイムーヴは、すぐ、ふい、とオレに背を向け、


「だが俺達には関係の無い事だ。確かにあの下品な人形遣つかいは気にくわんが……そろそろ店を開けなければならん。行くぞ、トッド」


　なんと、本当に興味が無さそうに、そう言ったのだった。


　え、えぇぇ……？　なんて冷たいんだ、この人……!?　オレは逆にビックリした。いや、赤の他人と思われてるんだから、仕方ないのかもしれないけど……。


　が。


「む……？　何をしているトッド」


　歩き出して数秒。レイムーヴは立ち止まって振り返った。


　トッドは……歩き始めたレイムーヴに、ついていってはいなかった。


「リ、リーダー。ま、待って下さい。僕は、その、できれば今日は店を開けるより、マーガスさんの力になってあげたいんですけど……」


　恐る恐る、そんな言葉を口にするトッド。


　おお!?　オレは、正しよう直じき、期待した。ダークセイバーの助けが得られれば、イッコ達を救う方法だって何か見つかるかもしれない！　トッドはさらに続ける。


「捕まっちゃったイッコさん達の無実は、マーガスさんが証明してます。だから、助け出してあげないと……」


「ふざけるな」


　しかし。レイムーヴは、一いつ喝かつした。


「何故俺達が、この連中の為ために店を閉しめ、救出までしてやらなければならんのだ？　寝ね言ごとはいいから早く来い」


「うぅ……わかりました。すいません、マーガスさん。それじゃ」


　よ、弱っ!?　やはりトッドは、レイムーヴに絶対服ふく従じゆうらしい。


　結局トッドは俯うつむいて、レイムーヴの後を追うべく、トボトボ歩き出してしまった。


　が。グイッ。そのトッドの腕を摑つかみ、引き戻す女子が一人！


「リ、リーダー！　私……私も、トッドさんの言う事が正しいと思います！」


　いきなり叫んだのは、紫し紺こんの髪の少女、サエちゃん。


「サ、サエ……!?」


「ト、トッドさん、負けちゃダメですよ！　だってトッドさん、間ま違ちがってないもん！」


　必死にトッドに言うサエちゃん。


　そんな、まさかのサエちゃんによる反はん抗こうを受けたレイムーヴは、怒おこるというより、心底理解できない、という表情になって、


「貴様もか……。何故ダークセイバーのメンバーでもない人間にそこまで肩入れする？　貴様達がそうまで買っているこの連中は……一体何者なのだ？」


　呆あきれた様に聞くレイムーヴ。いや、天下一武器屋祭で戦ったじゃないですか!?


　するとサエちゃんは、


「こ、この人達は、エクス・ガリバーっていう武器屋のみなさんで──前回の天下一武器屋祭で、一緒に会場まで移動したり、勉強会やったり、決勝戦を戦ったりして仲良くなった、お友達で、らいばるです！」


　と、断言。


　しかしレイムーヴは無表情に、


「ほう。しかし、それほど興味が湧わかなかったのか……記憶にないな」


　冷れい淡たんに呟つぶやくだけ。


　その態度に、サエちゃんは、ムッとした表情を作る。


「リ、リーダーが覚えてなくても、そうなんです！　昨日だって、みんな疲れてたのに、ダークセイバーのお店だって手伝ってもらったんですよ!?　リーダーなんて昨日、海が見たいとか言って、一人で勝手にどっか行っちゃってたのに……」


　さりげなく文句を交まじえながら言うサエちゃん。


「お、おいおい、サエ……？」


　トッドが青ざめた顔でいさめようとしたが、


「トッドさんも、男の人なんだからもっとしっかりして下さい！　リーダーだからって、何でも許していいんですか？　そろそろ、リーダーを超こえるべき時が来たんじゃないですか!?」




[image: ]


「な、何を言ってるんだ、お前は!?」


　一喝されて、絶句している。


　サ、サエちゃん実は、感情が高ぶると、本ほん音ねが出まくるタイプの女子らしい。ていうかオレ、いつの間にか他店の修しゆ羅ら場ばに遭そう遇ぐうしてる……!?


　オレはハラハラしだしたが、サエちゃんはますますヒートアップ、


「いいですかリーダー。エクスのみなさんは、いろいろ大変な思いして、やっとダークセイバーまで来てくれたんです。なのにリーダーったら、隠かくし部屋を見せてくれ、なんて言われて、喜んでマジックドールを隠し部屋まで連れてきちゃって……。前から思ってたんですけど、リーダーは協調性が無さ過ぎます！　それに、人の名前を覚えないのも失礼じゃないですか！　天才だったら、何でも許されるんですか？　いいですか、エクス・ガリバーのみなさんが捕まったのは、リーダーのせいでもあるんですよ!?　なのに助けないなんて。そんなの、絶対間違ってます！　リーダー失格です！　悪あく魔まですよ！」


　シーン……。


　サエちゃんの本音トークが終わった後、ダークセイバーの面めん々めんは、重く沈ちん黙もく。


　い、いったいダークセイバーで何があったんだ？　アイツら、どういう風に捕まったんだろう。とにかく、いたたまれなさすぎるぅ……！


　そして、数秒後。


「……クロエ」


　重い沈黙を打ち破るように、レイムーヴが、静かに呟いた。


「サエが言った事は、本当か？」


　無表情に聞くレイムーヴ。


「ウックク。部分にもよるわね」


「……俺のせいで、この連中が捕まったという部分だ」


「…………」


　クロエさんは一瞬沈黙した後、


「あなたのせいで、あの六人が捕まったとは、完全には言いきれない。どのみち、捕まっていたかもしれないし」


「そうか……。ちなみに聞くが。貴様も、連中を助けたいクチか？」


　レイムーヴが聞く。クロエさんは、さっきよりも長く沈黙した後、


「……彼らが、私達に親したしみを覚えているのは確か。そして、私個人も、彼らに好意的な感情を抱いだいている。ウックク。まわりくどいわね。つまり、彼らは、ダークセイバーの大切な友人。助け出してあげたい。


　でも、レイ。決めるのは、あなた」


　最後にそう言い残して、クロエさんは口をつぐんだ。


「あ、あの！　レイムーヴ……さん！」


　ダークセイバーのみんなにばっかり任まかせておくワケにはいかない。オレもレイムーヴにお願いしてみた。


「ホントに、できる範はん囲いでいいんです。オレ一人で助けられればいいんですけど、全然、作戦のとっかかりすら見当ついてなくて、だから」


「いいだろう」


　返答は、やたらすぐだった。


　レイムーヴは、無表情のまま、ゆっくりオレに顔を向けた。


「貴様……名前はマーカムだったな？」


　淡々と聞いてくるレイムーヴ。


「いえマーガスです」


「……マーガス。今回だけは貴様に力を貸かしてやる。知らぬ間に俺は、貴様達に借りを作っていたらしいからな……！」


「！　あ、ありがとうございます！」


　オレは全力でお辞じ儀ぎ！


「ただし。俺達は、実際には手は下さんぞ。店を危機にさらすわけにはいかん。俺達は補ほ助じよ、それが俺が力を貸す条件だ」


「そ、それで充分です！　アイデアだけで、ホントに助かるんですから！」


　よ、よし！　希望が見えてきた。天才レイムーヴとダークセイバーの面々の協力を得られれば、きっと、何か道はある！


「フン……。気にいらんが。ここでヤツらの意見を無視してヘソを曲げられては、今後のダークセイバーの士気に影えい響きようが出るからな……」


「リーダーァァ！」


　レイムーヴのその言葉を聞いた瞬間、トッドが歓かん喜きの涙なみだを流しながら、レイムーヴの胸に飛び込んだ。はしっ。レイムーヴは例によってトッドの頭を押さえ込み、抱だきつかせない。


「よかったですね！　マーガスさん！」


　必死にレイムーヴからトッドを引ひき剝はがしながらオレに言ってくれたのは、サエちゃんだった。


「う、うん。サエちゃんのおかげだよ」


「絶対……みなさんを助けましょうね！」


「うん……！」


　こうしてオレは、ダークセイバーの四人と合流！


　エクス・ガリバー……そして、エクスカリバーも救うために行動を開始する！





　　　　※




　レイムーヴは、トッド達と拘こう留りゆう所じよ周辺の様子を探さぐった後、一時間ほどでダークセイバーの会議室に戻もどり、状況を報告してくれたんだけど……。


　オレはその報告を聞いて、かなり拍ひよう子し抜ぬけしそうになった。


「い、一体？　ですか？」


　会議室。オレ、トッド、サエちゃん、クロエさんが腰こし掛かける石せき卓たくの向こう、黒板の前に立ち、レイムーヴが驚きよう異い的てきな画力で見取り図を描かいてくれたのだが……。


　それによると、現在、拘留所前には一体のマジックドールがいるだけで──中にも、外にも、監かん視しや護ご衛えいの人間、マジックドールすらいないらしい。


「もともと、フォースの拘留所はほとんど使われていないからな。今も、エクス・ガリバーの連中以外、誰も拘留されていないらしい。まぁ、それでも、普通は一人か二人、事務の人間が待たい機きしているんだが……」


「マジックドールのリーダー、サラディン・オズが、人間は不要だって言ったんですって。


　そのサラディンは時間を惜おしむあまり、拘留所の一部屋を占せん拠きよして、そこで一人、剣の分ぶん析せきを始めてるらしいですよ」


　そう報告するレイムーヴとトッド。


「じゃ、じゃあ……楽勝じゃないか？」


　これでもオレは、何度かマジックドールと戦ってきてる。マジックドールは、一体一体はそんなに強くない。その門番を手て際ぎわよく破は壊かいして、後はオレのピッキングでイッコ達の牢ろうを開ければ……！


　が。


「いえ、ところがこれが、そんなに楽勝でもないんです……」


　困った様な顔で、トッドは意外な事を言った。


「な、なんで？　たった一体なんだろ？」


「一体しか置いていないのは、その一体に、絶対的な自信があるからだ……」


　レイムーヴは言う。


「ど、どういう事ですか……？」


「マーガスさん。つまり、そのマジックドール、戦せん闘とう能力が普通じゃないんです。僕達は今朝、そのマジックドールの性能を目まの当たりにしましたから。イッコさんのビッグバン・ソード・グラビティを、片手で受け止めてましたよ」


「グ、グラビティを!?　ウソォ!?」


　グラビティは、なんだってぶっ飛ばせるエクス屈くつ指しの強力マイ・ウェポンだぞ！


　それを片手で受け止めるって……そんな事できるヤツ、この世に存在するのか!?　どういうレベルだ？


「そのマジックドール、黒い甲かつ冑ちゆうを着た、騎き士しみたいなヤツなんです。間違いなく量りよう産さん型がたじゃない、オズの人間が自分のために素材を惜おしまず造った、超最上級グレードのマジックドール、ってカンジでしたよ。


　パワーだけでなく、スピードも桁けた外はずれ。甲冑の防ぼう御ぎよ力も確実に伝説級、おまけに上位モデルだから、閃せん光こう・外部操そう作さも不可能──完かん璧ぺきです。造った本人が、あの英えい雄ゆうロト・セブンより強いって豪ごう語ごしてましたけど、あながち大げさじゃないかもしれません」


　大おお真ま面じ目めな顔でトッドは言う。


　ロ、ロト・セブンより強い……！


「確かにそりゃ、一体いれば事足たりるわ……！」


　拘留所に侵入する以上、門番は一撃で倒さなきゃいけない。そこで大暴れしてたら、あっという間に騒さわぎになるんだから。


　けど、相手がその、ロト・セブンより強い黒騎士じゃ……こっちが秒殺される事はあっても、秒殺するのはまず不可能だ……。


「クソ、一瞬、いけると思ったのに……！」


　オレは舌した打うちしたけど、


「勘かん違ちがいするな」


　と、前から声。言ったのは、レイムーヴ。


「へ？」


「楽勝ではないと言ったが、不可能だとは言っていない。うまくやりさえすれば、一撃で葬ほうむり去れる」


　淡たん々たんと言うレイムーヴ。


「え、えぇ!?　どうやってですか!?」


　聞くとレイムーヴは、黒板に何やら絵を描きながら、


「所しよ詮せん相手は人形。いいか。マジックドールのエネルギーは無限ではない。エネルギー消費を抑おさえるため、マジックドールは、命令が無い時は待たい機きモード──つまり、電源は落とさないが、センサー機能以外はすべて休ませる、そういう状態に移行する」


　淡々と説明するレイムーヴ。ていうかこの人、なんでマジックドールにもこんなに詳くわしいんだ……？　天才だから……？


　レイムーヴは続ける。


「待機モードから、通常モードへ復ふつ帰きするシチェーションは、二つ。


　一つは、主人に命令された時。もう一つは、自分のセンサー内に、自分に危き害がいを与える物、もしくは殺さつ気きを感じさせる物が入った事を感知した時。このどちらかの要因を満たした時、待機モードだったマジックドールは、だいたい一秒程で通常モードへ移行する。


　しかし、逆を言えば、このどちらかを満たさない限り、一度待機モードに入ったマジックドールは、いつまで経たっても眠ったままだ」


　そしてレイムーヴは、黒板に描き続けていた絵を完成させる。


　その絵は、何重かの円の中心に、黒い騎士が佇たたずんでいるイラストだった。


「通常グレードのマジックドールが持つセンサーの範はん囲いは、五メートル程度。最高級に高性能なマジックドールでも、四○メートル程度。あの騎士がそれを上回っていたとしても、せいぜい、五○メートルは超こえないだろう」


　レイムーヴは、黒板の、騎士を囲む円で一番大きい円を指さしながら、


「このマジックドールの主人、サラディン・オズは、さっき聞いた限りでは、最低でも明日の朝までは剣の分ぶん析せき作業に没ぼつ頭とうしているとの事だった。という事は、この五○メートル以内に殺気、もしくは自分に危害を与える物が侵入して来ない限り、あの黒騎士は、待機モードからは復帰しない。


　そこで──お前には、これを使ってもらう」


　ドンッ！


　レイムーヴはそう言うと、石卓の上に、巨大なバイオリンケースの様な物を置いた。


「な、なんですか？　これ」


　見み慣なれぬ新兵器登場の予感に、ちょっとワクワクしながら尋たずねるオレ。


「本来なら、ダークセイバーの人間以外には見せる事すらないのだ……丁てい重ちように扱あつかえ」


　ガチャッ。ちょっとまんざらでもなさそうに、レイムーヴはケースを開ける。


「お、おお!?」


　中から取り出され、石卓の上に置かれたのは──ケンジの身長ほどはある、少なくとも、一メートル半はありそうな、縦たて長ながのボウガンタイプの武器だった。


　ただ、ボウガンなのに、スコープや、小さな三脚がついていて、かなりカッコいい。


「とくと見ろ。これこそが、前回の天下一武器屋祭の賞金を全てつぎ込み職人に造らせた、ダークセイバーのマイ・ウェポン──その名も、ミッタンツ・インフィニティ」


「み？　ミッタンツ・インフィニティ!?」


　な、なんか、エクス・ガリバーの看かん板ばん娘むすめを連想せずにはいられないネーミングだけど──レイムーヴは気にせず、


「ミッタンツ・インフィニティは、ダークセイバー深しん層そう部ぶ攻こう略りやくの為に造った、完全防ぼう御ぎよ不能ウェポンだ。射しや程ていは一○○メートル、トッドの魔力を凝ぎよう縮しゆくし精製した矢を発射し、この世のあらゆる物を貫かん通つうして攻撃する事ができる」


　淡々と説明するレイムーヴ。ミニィちゃん……君の名前で、恐ろしい武器造られてるよ……？


「え、えっと。それで、これを、具体的にどう使うんでしょうか？」


「……まだわからんのか？」


　少し呆あきれ気味に言うレイムーヴ。


　するとトッドがフォローしてくれた。


「マーガスさん。つまり、インフィニティを使って、五○メートル以上離れた場所から、黒騎士を狙そ撃げきするんですよ」


「え……えぇ!?　狙撃!?　オレが!?」


「ええ。マジックドールのセンサーの範はん囲いを五○メートルだと仮か定ていして……。マジックドールの場合、センサーの範囲ギリギリ、五○メートル向こうでいままさに自分に向かって飛んで来た矢の存在を感知しても、そこから起動まで一秒もかかります。


　対して、インフィニティの矢速は秒速二○○メートル。つまり一秒で二○○メートルも飛ぶわけですから。マジックドールが起動して、回かい避ひ行動に移ろうとした頃には、とっくにインフィニティに貫つらぬかれてるワケです」


「な、なるほど……!?」


　あまり詳くわしくは分かんないけど。要は、待機状態の黒騎士に遠えん距きよ離りから強きよう烈れつな一撃をぶち込んで、実力を発はつ揮きさせる事なく、問もん答どう無用で撃げき沈ちんさせる作戦ってワケだよな……!?


　それが成功すれば、門番は、いなくなるし、あとはサラディン一人がいるだけの拘こう留りゆう所じよの中に押し入り、イッコ達を解放するだけ……！　いける！


「ただし。もちろんリスクはある」


　言ったのはレイムーヴ。


「なんせ、まだ造って日も浅く、おまけにインフィニティの矢は、強力な分、精製に長い時間がかかる。矢は、一発しかない」


「一発ゥゥ!?　ですか!?」


　オレは、その衝しよう撃げきの告白に絶ぜつ叫きよう！　は、外はずしたら終わりって事!?


「さらに言えば、頭部を一撃で貫かない限り、マジックドールの機能は完全に停止せず、信号が発信されてしまう。どう転ころんでも、勝負は一撃だ」


「えぇぇ……!?」


　す、すごいプレッシャー。ボ、ボウガンなんか撃うった事ないオレが、一撃で、五○メートル先の人形の頭なんか狙そ撃げきできるのか!?


　しかしトッドは苦笑して、


「リーダーはああ言ってますけど。一応魔法の矢ですから、ある程度軌き道どうは自動で補ほ正せいされますし。スコープ通りに狙えば、ほとんど大丈夫ですよ。そうだ！　矢の形状は、ある程度自由に変えられるから、マーガスさんの得意な、ダーツ形にしておきますよ」


　そう元気付ける様に言ってくれた。


　むぅ。いや、どっちにしろ、やるしかないんだけど。


　どうしたって結局、オレがやろうとしてるのは、騎士警察に捕まった囚しゆう人じんを脱走させる事。オレはもう指名手配されてるからいいけど、ダークセイバーの四人は、今のところ共犯者にはされていないし、いまさらお願いして替わってもらうなんてできない。


　まぁ、ボウガンじゃないけど、アスベルで、遠距離ダーツは死ぬ程投げ込んだんだ。


　修しゆ行ぎようの成果を見せてやるか……!?


　作戦は、街が寝静まった深夜に行われる事に決まった。


　オレはそれまでの時間、触さわれるだけインフィニティに触り、作戦に備えるのだった。





　　　　※




「それじゃ、マーガスさん」


「ああ」


　月光に照てらされるフォースの街角。


　オレは、見送りにきてくれたトッドと一いつ緒しよに、レイムーヴの決めた狙撃ポイントの下に到着した。


「この武器、終わった後ホントにここに置いていっていいのか？」


　背中のケースに入ったミッタンツ・インフィニティを指さし、オレは言う。


「はい。だって、邪じや魔までしょ？　後で僕、回収しておきますから。それより……ホントに、僕、何もしなくていいんですか？」


　不満そうに言うトッド。


「大丈夫。変に巻き込みたくないし。ダークセイバーで待っててくれ。アイツら助けた後、ダークセイバーに寄れるかどうかはわかんないけど、いつか……絶対、結果報告に行くから！」


　トッドは、一瞬困こまった様な顔を浮かべたが、


「分かりました……。僕……マーガスさん達が来るの、ダークセイバーで待ってますから。ずっと……何年だって、待ってますからね！」


「ありがとう。……元気でな」


「マーガスさんこそ」


　握あく手しゆを交かわし、そしてトッドは、たたた、とダークセイバーのある方角へと走り去っていった。


「さーて！　こっからは一人ぼっち！　盛もり上がってきた……！」


　オレは自分を鼓こ舞ぶするようにそう叫さけんで、狙撃ポイント──拘留所からちょうど五○メートルの場所にある、三階建だての民みん家かの屋おく上じようへ、ドラマチック・ロープを駆く使しして無む断だんでよじ登った。


　ひゅぅぅ……微かすかに、肌はだ寒ざむい風が吹いている。


　長方形の形をしたこの建物の屋上は、いい具ぐ合あいに平たいらだ。


　オレはさっそくケースを開け、巨大ボウガン──ミッタンツ・インフィニティを取り出す。


　この建物は、拘留所の正面入り口から、右斜ななめ四五度の方角にある。


　オレは建物の方へ向け、インフィニティを地面に設置。角度を微び調ちよう整せいしつつ、件くだんのマジックドールがいないか、とりあえずスコープを覗のぞき込こんで探さがす──


「いた！」


　あっという間に見つかった。


　よりによってその黒騎き士しは、拘留所を照らす街がい灯とうの真下辺あたりに突っ立っていた。


（通常モードだと、兜かぶとの下に、赤い一つ目が点てん灯とうしている。待たい機きモードの場合、兜の下の目は点灯しない。もし通常モードだった場合、しばらくそこで機会を待て）


　レイムーヴは、そんな事を言ってたけど……そんなの確認するまでもなく、間ま違ちがいなく黒騎士は待機モードだった。


　マネキンみたいに突っ立って微び動どうだにしてないし、もちろん、兜の下は、真っ黒。よし。


　オレはインフィニティの位置を固定、屋根の上にうつぶせに寝転び、本格的な狙撃体勢に入った。スコープを覗き込み、


　ピタッ。


　スコープ内の十字線の中心に、左上から見下ろした形の、黒騎士の兜を定める──！


　ドクン、ドクン……心臓がやたら大きな音で動いていた。


　オレは、そこで小さく深呼吸して、気合を入れなおす。


　外はずせば、計画は台無しになり。


　当てれば、イッコ達と合流するのは目前。


　運命の分かれ道──


　でも、なんとしても当てなければいけない……！　これは所しよ詮せん、救出作戦の第一段階なんだ！


　覚かく悟ごは決まった！　この一撃に、オレの人生、賭かける！


「いくぞぉ！」


　引き金に指をかけ、狙撃に入る！


　三、


　二


　一、


「ＧＯ！」


　バシュウ！


　オレが引き金を引いた瞬間、


　ギュウウィィィィィ──！


　夜のフォースの上空に、インフィニティから、青い炎ほのおの軌き跡せきを残す、彗すい星せいの様なダーツが飛び出した！


　凄すさまじい速さ！　勝負は、本当に一瞬、一撃だった！


　音は聞こえないが、黒騎士を右上空から襲おそった青い彗星は、黒騎士の兜を貫つらぬき、一瞬で地中に消えた。そして次の瞬間、黒騎士が地面に仰あお向むけに崩くずれ落おちる。


　兜の下の目は、一瞬光る間すらなく、いまも消えている……！


　よし！　ホントに、一撃で、完全破は壊かいに成功した！


「いくぞぉぉぉ！」


　そして、本当の勝負はここからだった！　イッコ達を、牢ろうから出す！


　オレは計画通りインフィニティをその場に放置したまま、ロープを使い、ほとんど飛び降おりる様に屋根の上から降下！


　静まりかえったフォースの街を、全速力で駆かけ抜ける！


　一○秒もしないうちに、拘留所の──無人になった入り口が視し界かいに入った！　加速！


　地面に崩れ落ち、もう動かなくなった黒騎士の横を通り過ぎ、拘留所に突とつ入にゆう──


　しようと思ったんだけど。


　キキィ──！　オレは、そこで慌あわてて急ブレーキをかけた！


「コイツ……何かに使えそうな……？」


　どうやらコイツは、特注のマジックドールが、黒い甲冑を身につけてる──そういう仕様らしい。


　その瞬間……！　その瞬間だった。オレは、笑っちゃうくらい、天才的なアイデアを思いついた！


「これで突入すれば……完かん璧ぺきなんじゃないのか!?」


　その天才的なアイデアの準備に入るオレ。


　この時のオレは、まだ知らない。


　数分後、このアイデアが、予想以上の大だい活かつ躍やくをする事も。


　数分後、オレが、生なま意い気きな少年と、ノンキな女の子と再会する事も──


　この時のオレは、当然、まだ知らない。







ＴＯ　ＢＥ　ＣＯＮＴＩＮＵＥＤ！







　あとがき




　いつもありがとうございます。大だい楽らく絢けん太たです。


　みなさまの応おう援えんのおかげで、この『七人の武器屋』シリーズは、とうとう七冊目までたどり着くことができました。


　一いち目もく瞭りよう然ぜんなので、いまさらいうことでもないかもしれませんが、『七人の武器屋』はメインキャラクターの七人に、一人ずつ順番で、表紙のメインを飾かざる権けん利りをあげてきました。


　並ならべてみると。





一巻『レジェンド・オブ・ビギナーズ！』　→　仲間と共に笑わらう『マーガス』


二巻『結けつ婚こん式しきをプロデュース！』　　　　　→　ウェディングドレス姿すがたの『ノン』


三巻『天てん下か一いち武器屋祭からの招しよう待たい状じよう！』　　→　横おう断だん鉄てつ道どうに乗のる直前、笑え顔がおの『ケンジ』


四巻『激げき突とつ！　武器屋ＶＳ武器屋!!』　　　→　武器屋祭でホームラン予告の『ミニィ』


五巻『戸と惑まどいのリニューアル・デイズ！』　→　ドラゴンに乗り一人突っ走る『イッコ』


六巻『ラストスパート・ビギナーズ！』　　→　雨の中シリアスに佇たたずむ『ドノヴァン』





　こうなります。


　そしてこの七巻目、『ノース・エンデ・クライシス！』の表紙を、ある意味、トリをつとめるのにふさわしい男、『ジャン』が飾ってくれました。


　これで、ようやく──二年と三ヶ月、かかりましたが。


　エクスの七人が。全員、表紙に登場です！


　手元にまだ全巻持って下さっている方は、是ぜ非ひ、今こん野のさんが描えがいた素す晴ばらしい表紙を横に並べて、眺ながめてみてください。


　七巻ぜんぶ集めて下さった方ならきっと、


「ああ、なんか、いろいろあったなぁ……」


　という気分を味わってもらえると思います。


　自分達も、『七人の武器屋』というからには七巻は続けたい、と当初からいっていたので……いろんなものが積つみ重かさなってここまでこれたことが、すごい嬉うれしいです。


　大げさじゃなく、ここまでこれたのは、本当にみなさんのおかげです。どうもありがとうございました。これからも、どうかよろしくお願いします。





　さて、ずいぶん表紙の話をしてしまいましたが、中身についての話を。


　今作『ノース・エンデ・クライシス！』は、少し変へん則そく的てきなつくりになっています。


　短たん編ぺん＋本ほん編ぺんというか……。


　まず、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売されている雑ざつ誌し、「ドラゴンマガジン」や「ファンタジアバトルロイヤル」に以前掲けい載さいした短編を、三本収しゆう録ろくしています。





　[image: ]武器屋の宿しゆく命めいのライバル、防ぼう具ぐ屋やとの死し闘とうを描いた『防具屋娘撃げき退たい作戦！』


　[image: ]六巻にも出てきた妖よう刀とうムラマサの、最初の騒そう動どう『世界一素直な少年ケンジ』


　[image: ]何な故ぜか塾じゆく講こう師しをやり始める『塾講師にジョブチェンジ!?』





　どれもちょっと懐なつかしの、大雪で倒とう壊かいする前の旧きゆうエクス・ガリバーから事件が始まる、日常的な、七人らしい気楽に読んでもらえるタイプのお話です。


　二年以上前に書いた短編なんかも交まじっているので、その辺りはいまと雰ふん囲い気きがちょっと違いますが、それはそれでいまの自分には出せない雰囲気なので、それも楽しんでもらえれば幸いです。





　そして、残りが、書き下ろした分。


　この書き下ろし分は、ラストスパート・ビギナーズ・マーガス編、とでもいう作品になっていまして、六巻ではどこでどうしてるのかさっぱりわからなかったマーガスが、なにに巻き込まれてたのか？　その真しん相そうが描かれるストーリーになっています。


　書き下ろしその[image: ]と[image: ]は、完全に繫つながっていますので、順番にどうぞ。





　内容は、まず、書き下ろしその[image: ]『挑ちよう戦せんのスクール・デイズ』


　エクスを去さり、一人乗り込んだアスベルレンジャースクールで、マーガスが奮ふん闘とうする姿が描かれます。アスベルでの仲間はどんな連れん中ちゆうなの？　とか、レンジャースクールって、どんな事教えてんの？　っていうのもわかりますし、ロト・セブンのお仲間のあの人も登場します。


　そして話は書き下ろしその[image: ]『ノース・エンデ・クライシス！』へと続き、前人未到領域ノース・エンデ、エクスカリバー、シャバオ、マジックドール、ダークセイバー等を巻き込む、深しん刻こくな事態へとマーガスは巻き込まれていきます。





　内容紹介は、こんなカンジでしょうか……。あとは、本文にてお楽しみ下さいませ。


　今回は、まだあとがきページがあるので、お知らせを。


　前巻でもお知らせしましたが、この本が出る一○日程前に、今野さんが描いた『七人の武器屋』のマンガ版、『七人の武器屋１／７』が本屋さんにて発売されています。


　詳しくはオビを見ていただきたいんですが、一二月は、文庫（この本）もマンガも出るということで、それを記念して『七人の武器屋キャンペーン』、やってます！


　この文庫についてる応おう募ぼ券けん一枚と、マンガ版についてる応募券一枚を貼はってハガキで応募すると、無む茶ちや苦く茶ちやな事に──なんと〝実物大・聖せい剣けんエクスカリバー（著ちよ者しや・絵え師しサイン付き）〟が抽ちゆう選せんであたるらしいです……！





　ていうか……どんなキャンペーンだ!?


　担当Ｔさん。そして、コミック版の担当Ｋさん……。


　まだ自分は見てないんですが、用意されているのは、妙みようにお金のかかった、一メートル以上ある、異い様ように本ほん格かく的てきな聖剣らしいです……。


　いや、ある意味、応募に勇ゆう気きがいると思いますが。


　この凶きよう悪あくなリアル・マイ・ウェポンを手に入れる覚かく悟ごのある強つわ者ものは、ぜひぜひ、応募してみてください……！


　あ。あと、外はずれた人にも抽選で、今野さんの描きおろしイラストと自分のコメントのついた挨あい拶さつ状じようが届とどくみたいです。そっち目め当あてで応募したのに、数週間後、いきなり聖剣が贈おくりつけられてきた人とかいたらすいません（笑）。でも、大事にしてあげてくださいね。


　あ、ちなみに、応募券はキャンペーン用特製オビにのみついてるらしいので、締しめ切きり後ごに買われた方、違うオビの本を買われた方は、応募できません……ご了りよう承しようください。





　さて、お知らせは以上です。


　七人の武器屋、恐おそらく最さい終しゆう巻かんとなる第八巻は、来年の三月前後を予定しております。


〝一年ぶりに集結した七人が、鬱うつ憤ぷんを晴らすように暴あばれまくる！〟


〝ドノヴァンとミニィはどうなるのか？〟


〝シャバオって!?〟


〝ケンジは、剣に魂たましいをこめることの意味を理解できるのか!?〟


……そういう内容になると思います。


……現げん在ざい執しつ筆ぴつ中ちゆう……乞こうご期き待たい……。




大楽　絢太
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防具屋娘撃退作戦！




　　　ファンタジアバトルロイヤル２００５年秋号




世界一素直な少年ケンジ




　　　月刊ドラゴンマガジン２００６年４月号


塾講師にジョブチェンジ!?


　　　ファンタジアバトルロイヤル２００７年冬号




挑戦のスクール・デイズ




　　　書下ろし




ノース・エンデ・クライシス！




　　　書下ろし





七しち人にんの武ぶ器き屋や


ノース・エンデ・クライシス！





大だい楽らく絢けん太た
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